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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　それは雪の降ふる日の事だった。


　少年が一人──ゆっくりと純じゆん白ぱくに染そめられて行く丘の真ん中に立っている。


　周囲に他に人ひと影かげはなく……早朝の白くも冷たい空気の中に、その姿すがたはぽつんと存そん在ざいしていた。小さな丘だが、その上に独ひとり立つ小こ柄がらな人影は、ひどく唐とう突とつで……何か周囲の光景に馴な染じむのを拒こばまれたかのような、寂せき寞ばくたる雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　少年といってもまだ十歳さいにも満たないだろう。幼よう児じといっても通じる年とし頃ごろの、小さな子こ供ども。恐おそらくその顔立ちからすれば、六歳か七歳──そんなところだろう。


　だが。


　同い年の子供からすれば頭半分ほど高い身長と、何よりもその手に握にぎられたものが──一振ふりの剣けんが、彼を妙みように歳とし上うえに見せていた。独り丘の上に立つ姿は確たしかに孤こ独どくな印象があるが……その一方で親からはぐれた迷まい子のような、弱々しさは全くない。


　彼が携たずさえるのは、少々変わった剣だった。


　両りよう刃ばではあるのだが、明らかに刃はの付き方が一方に寄っている。作業用ナイフを細長く引き延のばしたような印象だ。大きく振り回して勢いきおいで叩たたき斬きる、あるいは力ちから任まかせに押おし斬るための道具ではない。正せい確かくに刃は筋すじを立て、刃を引く事でより細かく『斬り裂さく』──そんな技術に拠よった造つくりだった。


　少年でも扱あつかえるようにやや小型で、しかも仕上げはかなり粗あらい代しろ物ものだが……子供が遊びで使うようなものではなかろう。たとえ刃は落としてあるとしても、その尖とがった鋼はがねの先せん端たんは玩具おもちやにしては少々危き険けんである。いや──それ以前に、少なくとも百回も素す振ぶりをすれば普ふ通つうの子供は手が上がらなくなるに違ちがいない。


「…………」


　少年は何をするでもなく悄しよう然ぜんと雪の中に立っていたが……ふと思い出したように、剣を構かまえて、そして振った。


　か細い音を放って空気が裂ける。


　さらに少年は剣を振った。


　振る。振る。何度も振る。


　少年は何か取り憑つかれたような熱心さで剣を振っていた。集中しているというより──何かムキになっているような、頑かたくなな印象がある。余よ程ほど、剣けん術じゆつの修しゆう練れんが好きなのか、それとも──幼おさないながらに、悩なやみ事でもあるのか。


　少年は剣を振り続ける。


　十回。二十回。三十回……


　まだまだ拙つたない動きではあるが、剣術の心得がある者が見れば、眼めを見み張はったろう。基き礎そはもう出来ている。握り方、力の配分、体重の移い動どう、筋きん肉にくの使い分け……ただ単純に剣を上げて、降おろしているのではない。その行こう為いそのものが既すでに『技わざ』として成立しているのだ。あくまで基礎中の基礎ではあるが……ラインヴァン王国では、騎き士しや職しよく業ぎよう軍ぐん人じんの中にも、この域いきに達していない連中が居いるというのに、ごく自然にこの幼い少年は技として剣を振る。


　余程に才さい能のうと師しに恵まれたのであろう。無む論ろん本人の努力も大きかろうが、努力できるのも才能の内だ。年ねん齢れいを考えると──それは異い常じようともいえる熟じゆく達たつ度どであった。たまに剣の重さに負けて身体からだが泳いでしまうのは、むしろ愛あい嬌きようというものだろう。


　少年は単調な声で数を数え続ける。


「九十九……百……百一……百二……」


　どうやら百を越こえてもまだ続けるらしい。


　少年の身体からは湯気が立ち上ってくる。当然だ。いくら扱いになれているとしても、現実に重い剣を何度も振っていれば、身体は熱を帯びるし疲ひ労ろうも溜たまる。


　だが少年は剣を振り続ける。


　それが幼いながらも、彼の意地であるかのように──


「百五十三、百五十四、百五十……」


　だが。


「──シャノン！」


　鈴すずを転がすような──そんな可か憐れんな声が冬の丘の上に響ひびいた。


　少年は──シャノンは剣を振る腕うでを止めて振り返った。


　小走りに一人の少女が丘を駆かけ上ってくる。


　少年とよく似た黒くろ髪かみと、黒い瞳ひとみの少女。まるで同じ鋳い型がたから抜ぬいたかのように共通点を数多く持ったその顔立ちは、如によ実じつに彼との濃こい血のつながりを示しめしていた。


　彼の双ふた子ごの姉、ラクウェルである。


「……何？」


　シャノンは首を傾かしげて尋たずねる。


　ラクウェルの様子が少し、いつもと違う。その表ひよう情じようと声にいつもの呑のん気きな緩ゆるみがない。


「父とう様さまと、母かあ様さまが、呼よんでるわ」


　舌した足らずな幼児特有の、音節ごとにつっかえるような──しかしどこかひどく大人おとなびた口調で、ラクウェルは言った。


「なんで？」


　シャノンは首を傾げて尋ねた。


　父も母も、シャノンの早朝修練の事は知っている。そもそも、この修練を課したのは父だ。理由も分からないまま、否いや応おうなしに仕し込こまれた技術であるが──彼は剣術そのものを気に入ってきてはいたし、それだけに、余程の事がない限かぎり、両親は彼の修練に邪じや魔まを差し挟はさまない。


　もっとも……この修練を始めた頃は、毎日のように父が彼の側そばにいて指し導どうをしていた。ただここ一年ほどは、父が少年と共にこの草原に来る回数は三日に一度となり、少年が独りで黙もく々もくと剣を振る事の方が多くなったのだ。


「パシフィカが──」


「パシフィカ？　あの子がどうしたの」


　つまらなさそうに──いや、むしろ忌いま々いましそうに、シャノンはその名を口にした。子供の口調ながら、そこには明らかにその名を疎うとんじている様子があった。


「熱を、出して」


「そんなの珍めずらしくないだろ」


　シャノンは興きよう味みがなさそうな口調で言った。


「でも……」


　ラクウェルが困こん惑わくしたような表情で続ける。


「なんだか、父様も、母様も、いつもより、ずっと、怖こわい顔して……とにかく、シャノンを、連れて来いって……」


「……面めん倒どうくさいなあ」


　本当に面倒くさそうにシャノンは言うと、剣を傍かたわらに置いてあった鞘さやに戻もどし、それを、やはりすぐ側に放置してあった麻あさ袋ぶくろと共に肩かたから提さげた。


「シャノン──」


「どーせまた二日もすれば治って……ぎゃーぎゃー泣き喚わめくんだろ」


　ぱたぱたと白みがかってきた地面の上で足あし踏ぶみしている──彼女なりの、急げ、という意い志し表ひよう示じらしい──ラクウェルに向かって、シャノンはあくび交まじりに言う。


「でも。でも──でもでも」


「分かった、分かったよ」


　何をそんなに焦あせっているのか、渾こん身しんの力を出して彼を引っ張るラクウェル。危あやうく引っ張られ過すぎて転びそうになりながら──シャノンは彼女と共に家へ向かって歩き出す。


「何なんだよ、まったく……」


　だがそれでも……彼の表情はやはり面倒くさそうだった。








　実じつ際さい──その『妹』は、シャノンにとってはどうでも良い存そん在ざいだった。


　いや。むしろ憎にくみ、嫌きらっていたと言っても良かったろう。だから──パシフィカが熱を出すのは確たしかに珍しい事ではないが──満一いつ歳さいになったばかりの彼女が、泣こうと苦しもうと、彼は何ら痛つう痒ようを感じなかった。鬱うつ陶とうしいと思う事はあっても、同情などは感じなかった。


　彼にとってパシフィカは、ただ、家に入り込んできたよその子──異い物ぶつに過ぎない。そんなものを彼は『妹』だとは思っていなかった。ただ腹はらが空すいた、おむつが気持ち悪い、とぎゃーぎゃー泣き喚くだけのやかましい生き物──その程てい度どの認にん識しきしかなかった。


「今日からこの子はおまえ達の妹だよ」


　両親はそう言ったが、そんな大人の都つ合ごうで子こ供どもの心は簡かん単たんに切り替かえられるはずもない。


　最初に見た時は、無む責せき任にんに可か愛わいいと思ったものだが……一いつ緒しよに生活していると、鬱陶しさが先に立つ。うるさいし、余計な雑ざつ事じは増ふえるし、意外に場所も占せん有ゆうする。しかも両親はパシフィカを何よりも一番先に考えて、シャノンやラクウェルの事は二の次になった。


（なんで──父さんも母さんも、あいつの方が大事なのか？）


　そうシャノンは思ったりする。


（あんな──よその子の方が大事なのか？　あんな子……あんなやつ……）


　見み栄えや体面や常じよう識しきといったものが欠けている分、子供の心は時にひどく純じゆん粋すいだ。純粋に利り己こ的で、純粋に残ざん酷こくで、純粋に率そつ直ちよくだった。必要以上に自分の心を偽いつわったり取り繕つくろったりはしない。


　そう。


　シャノンはパシフィカの事を嫌っていた。


　だが──








「──ただいま」


　ラクウェルに引ひっ張ぱられてえらくいびつになってしまった服を直しながら、シャノンは奥おくの部へ屋やにいるらしい両親に声をかけた。


　奥は、パシフィカの部屋だ。


　元々はシャノンの個こ室しつだったのだが──日当たりがいいからと、両親は勝手にその部屋をパシフィカの部屋にしてしまった。無む論ろん、シャノンの部屋はすぐに建て増ましされたのだが……どうにも彼は『取られた』という印象が拭ぬぐえない。


　いや、取られたのは部屋だけではない。


「父様ー、母様ー」


　ぱたぱたと奥の部屋に走り込こむラクウェルの後について歩きながら、シャノンはなおもあくびをかみ殺していた。どうせいつもの発熱だろう。わざわざ早朝修しゆう練れんを中止させて呼び戻もどす事もないではないか。


　いや、いつものでなくても構かまわない。


　あんな子はいっそ──いなくなってしまえばいい。


　もともとよその子だ。いないのが当たり前だ。いなくなっても、前の生活に戻るだけである。前の──家族だけの、生活に。


　ふとそんな事をシャノンは思う。思いながら彼は部屋に入り……そして思わずその場に立ち尽つくした。


　部屋に満ちている空気がひどく重い。父も母も、それまで見た事のないような、深しん刻こくな表情でシャノンとラクウェルを振ふり向いた。


「な……何？」


　思わず身を固くしながらシャノンは問いかける。


　だが──彼は両親の答えを聞くまでもなく、この重い空気の正体を悟さとっていた。それは彼がつい一いつ瞬しゆん前に想そう像ぞうした事じ態たいそのものだったし……何より幼いパシフィカの顔を覆おおっているのは、幼よう児じの眼めにすらはっきりと分かるような、死相だったからだ。


　いつもぎゃあぎゃあ喚くだけの──それだけにやたらと生命力にあふれたその『生き物』は、母キャロルの胸むねに抱だかれながら、今はひどく浅く、弱々しい息を漏もらすだけだった。


「なんで──」


　シャノンは呻うめくように呟つぶやいた。


　パシフィカが熱を出した。それが今回はたまたまひどく、命に関かかわる程のものだった。


　ただそれだけの事だ。ただ、それだけの──


「シャノン……ラクウェル……」


　ユーマが──父が、その厳いかつい顔に沈ちん鬱うつな表ひよう情じようを澱よどませながら、言った。


「ついついパシフィカの世話にかまけてばかりいて、おまえ達の事をあまり構ってやれなかったのは、済すまないと思っている」


「…………」


　何を今いま更さら、改めて言い出すのか？　──そう思うよりも前に、シャノンは驚おどろきと、そして羞しゆう恥ちに身を震ふるわせた。まるで──自分の心の中を父に見み透すかされているかのようだったからだ。


　だが──


「今、おまえ達に言っても分からないかもしれないが……」


　ユーマは今にも途と切ぎれそうな息をしているパシフィカを見つめ、そしてシャノン達に視し線せんを戻した。


「この子は……色々な意味で不幸せを背せ負おった子だ」


　初めて聞く事だった。


　不幸。何が不幸なのか。どういう意味でのそれは不幸なのか。不幸という言葉の意味も本当に理り解かいしきれていない幼児には、それは実体のない概がい念ねんに過ぎない。ただ……父の表情を見ていれば、それがとてもとても辛つらくて悲しい事なのであると、シャノンにも想像がついた。


　それを、この子が──パシフィカが、背負っている？


「持って生まれて当然のものを……この子は幾いくつも、生まれる前に失っていた。誰だれが悪いのでもない。誰が悪いとか、誰が悪くなかったとか……そういう事に意味はない。ただ、誰もが弱く、臆おく病びようだったがために──この子は生まれながらに、たくさんのものを奪うばわれてしまった」


　父のその言葉に何か感じるものがあったのか──母のキャロルが眼を伏ふせる。


「だからせめて、おまえ達と同じものを……俺おれや母さんが与あたえてやれる全すべてのものを与えてやりたかった。ごくごく当たり前に生きていれば、何の苦労も問題もなく得られるはずのものを……おまえたちが持っているものと、同じだけの幸せを与えてやりたかった。この世界に生まれてきた事を、この子が大きくなって後こう悔かいしないように」


　シャノンもラクウェルも──無言だった。


　ユーマの言葉は確たしかに半分も理解できなかったけれど、それでも彼の言いたい事はおぼろげながら分かった。


　誰もが当然持っているものを、奪われてしまった子。


　そうだ。


　自分には父と母がいた。ラクウェルもいた。生まれた時からそれが当然とばかりにシャノンには家族がいた。彼等が側にいた。


　けれど。


　パシフィカにはいない。彼女は母・キャロルの友達の子だという。恐おそらく彼女が物心つく頃ころに──彼女の側には本物の家族はいない。一人も、いない。


　他人に囲まれて育つ子。


　本物の母親、本物の父親、本物の兄弟姉し妹まい。その全てがこの子には、ない。


　だから──それが代わりでしかなくても、本物の家族ではなくても、父と母はこの子にそれを与えてやりたかったのだろう。決して手に入れられないものであれば、せめて……それが代だい替がえでしかなくても。偽にせ物ものであろうとも。


　しかし……


　その甲か斐いなくこの子は、今死のうとしている。


　父と母の想おもいも空むなしく──この子は、何も知らないままにここで死のうとしている。


　己おのれの背負った不幸も、そしてそれゆえにシャノンの両親が懸けん命めいに注いできた愛情も、シャノンの不満も、何もかもを引き連れて……この世界からいなくなってしまう。一いつ切さい合がつ財さいが無意味で無む駄だに消える。まるで最初からそんな人間は居いなかったといわんばかりに、存そん在ざいがなくなってしまう。


「…………」


　それを思うと……なんだかシャノンは居ても立ってもいられない気分になった。


「できるだけの手は打った。今夜が峠とうげだ。だが……人の生き死にだけは、本当にどうにもならない時がある。覚かく悟ごはしておきなさい」


　ユーマの言葉を、シャノンはただ黙だまって聞いていた。








　足音を忍しのばせて部屋に入る。


　無駄だとは分かっていたが──父も母も、妙みように気配には鋭するどいところがある──やはりシャノンにそうさせるだけの重く厳きびしいものが、その部屋には漂ただよっていた。


「まだ寝ねてなかったの？」


　薄うす暗ぐらい部屋の奥から、キャロルが声をかけてくる。


　彼女は──まるで石せき像ぞうと化したかのように、朝に見た時と同じ恰かつ好こうで、パシフィカを抱きしめていた。まるで少しでも揺ゆらしたら、腕うでの中なかの小さく儚はかない命が、砕くだけ散ってしまうと信じているかのように……


　だが、彼女とてあまり身体からだは強い方ではない。近づいてみると、その顔には明らかに憔しよう悴すいの色が見えた。


「母さん。ちょっと休んだら──」


「大だい丈じよう夫ぶよ。やれるだけの事は全部やっておかないと。後で『ああ、あのときああすれば良かった』とか思うの、いやなのよ」


　母は薄く笑ってみせる。


　思えばその強ごう情じようさが彼女の持ち味であり──しかし同時に華奢きやしやな身体には似に合あわぬほどに強きよう靭じんなその意志の強さが、結果的には彼女の生命力を削けずっているのかもしれなかった。


　よく見ると──その向こうには、腕を組んで座すわっている父の姿すがたと、その横にもたれかかって座っているラクウェルの姿があった。二人とも眠ねむっているかのように眼めを閉とじているが……どうも起きているらしい。


　眠ろうとしても、眠れないというのが本当のところかもしれないが。


「シャノン──おいで」


　キャロルが手招きする。


　シャノンが素す直なおに母の横に座ると──丁度、キャロルに抱だかれているパシフィカの頭が、すぐ鼻先に在あった。


「……どう？」


「まだ分からないわね」


　キャロルがため息をつくように言う。


　これは父も母も同じだが──この両親は、子こ供ども相手だからといって、言葉を濁にごしたり、適てき当とうなごまかしを口にはしない。甘あまやかさない代わりに侮あなどりもしない。必要な場面では、彼等は自分達の子供達を大人おとなと同等に扱あつかう。


　その場しのぎの慰なぐさめを、彼等は決して口にしない。だから──


「今夜が峠なのは変わらないと思うけど。明日の朝まで保もてば……」


　本当に今この瞬しゆん間かん瞬間が……一つの生命いのちが喪うしなわれるか、在り続けるかの瀬せ戸と際ぎわだという事が、シャノンにも分かった。


「……そう」


　シャノンは言って──パシフィカの顔を見つめた。


　彼女の姿すがたは……いつもと違ちがって、ひどく生命感が希き薄はくだった。今にも消えてしまいそうな──そんな印象さえある。


「……あー……」


　小さな手が、動く。


　何かをつかもうとするかのように。


　奪うばわれてしまったもの、失ってしまったものを、探さがしているかのように。


　無む論ろん、それはシャノンの思い過すごしに過ぎなかったろうが……


「……握にぎってやって」


「……え？」


「握ってやって。お願い」


　母に乞こわれ、シャノンは──おそるおそるその小さな手を握る。


　あまりにもそれは小さかった。人形のそれにも等しいくらいに小さく、けれどそれよりも脆もろそうで……しかしその手に帯びる熱は、そこで生命が死に抗あらがい、懸けん命めいに活動している事を語っていた。


　熱い。


　その小さな手は、とても熱かった。そして──そのまま握っていれば、その熱で雪のように溶とけて、消えてしまいそうなほど、その手の感かん触しよくは小さく、儚はかなかった。きっと思いっきりシャノンが握れば、この手は容易たやすく壊こわれてしまうだろう……人形のように砕くだけ散ってしまうだろう。


　けれど。


　唐とう突とつにシャノンは実感する。


　この手は人形の手と違って直らない。修しゆう繕ぜんできない。今この瞬間に壊れてしまえば──永えい遠えんに取り戻せない。


「母さん、僕ぼくは──」


「何？」


「僕は……僕が……」


　シャノンは言葉に詰つまった。自分の罪の告白を躊躇ためらう科とが人にんのように。


　まるで自分が願ったから、病びよう魔まがパシフィカに取り憑ついた──そんな風にシャノンには思えた。そんな後ろめたさが彼の幼おさない胸むねにがっちりと喰い込んでいた。


（僕のせいじゃない。僕は──ただ望んだだけだ）


　自分に言い訳わけをする。だがそれはとても空むなしく彼の胸むねの内で響ひびいた。


（この子がいなくなればいいと。この子が──）


　──死。


　その一語を自分の胸きよう中ちゆうで呟つぶやいて、シャノンは思わず震ふるえた。


　幼い彼には、『死』は現げん実じつ的てきな事象ではなかった。ただいなくなるという事と同どう義ぎだった。ただそこからいなくなるだけ。自分の目の前から誰だれかがいなくなるだけ。実じつ際さいにはそんな自己中心的な──そしてひどく曖あい昧まいで感覚的な把は握あくしかできていなかった。


　だから、彼はパシフィカがいなくなることを願った。その具現としての死を──その意味をはっきりと考えることもなく。


　パシフィカがいなくなれば。


　母の胸で、熱に苦しむ赤ん坊ぼうを見下ろしながら、幼いシャノンは思った。


　このままこの赤ん坊が死ねば。


　父と母の関心を独どく占せんしていたこの、よその子が死ねば……死んでしまえば……


　死ぬ。終わる。消える。いなくなる。


　未来が途と切ぎれる。


　そこから先はもうない。永遠に消しよう滅めつする。やり直しはきかない。取り返しがつかない。


　何も──ない。


　途方もない喪そう失しつ感。自分の日にち常じようというものにぽかりと空あいた虚きよ無む。


　奈な落らくの底を覗のぞいたかのような気がする。そしてシャノンは、パシフィカと同時に──自分もがある種の瀬せ戸と際ぎわにいるのだという事を知った。理由はないが意味はあった。六歳さいの少年にとってそれはとても大きな意味があった。


「僕は──」


　自分が願ったのが原げん因いんなら。


　自分が願ったのが悪かったのなら。


　この子の命を救えるのも自分だけだ……


　それは確かく信しんとして彼の中に在あった。幼よう児じ特有の愚おろかで勝手な思い込こみではあったろう。だがそれはその時、彼にとっては真実だった。真実と同等の意味があった。パシフィカの生死は、シャノンに託たくされていたのだ。


　だから……


「僕は──」


　この子の死を上回るだけの願いを重ねよう。馬ば鹿かな願いを取り消せるくらいに、たくさん祈いのろう。その想いがこの残ざん酷こくで容よう赦しやない現実さえも覆くつがえせるものだと信じよう。


　父も母も神様は信じないと公言する人物だったし、シャノンもそんな両親の影えい響きようで神に祈った事はなかったが──今自分にできることがそれだけならば。


（どうか、神様──神様でなくてもいいから……誰でもいいから……誰か──）


　シャノンは小さな小さな手を握りながら願った。


（この子を──この子を、どうかお救いください……）








　瞼まぶたを通して染しみ込んでくる光。


　その白さに痛いたみさえ覚えて……シャノンは眼めを開く。


　どうやら必死に祈り、願う間に気力が尽つきて眠ねむってしまったらしい。


　気がつくと側に両親の姿すがたはなかった。壁かべ際ぎわに座すわり込こんでラクウェルがすやすやと眠っているだけだ。彼女の身体からだには毛もう布ふが掛けられていた。


　そして。


「…………！」


　シャノンは意い識しきに広がっていた眠気を瞬しゆん時じに払ふつ拭しよくすると、立ち上がった。


　父は。母は。そして──パシフィカは？


　慌あわてて部へ屋やを飛び出す彼の足音に、ラクウェルが目覚めて瞼をこするが──彼はそんな事には気づきもしなかった。


　必死に家の中を探さがす。


　姿を。声を。


　いない。いない。いない──


　それは恐きよう怖ふとなって幼い少年の上にのしかかってきた。


　終わる。消える。いなくなる。


　死ぬ。


　未来が途切れる。全すべての可か能のう性せいがなくなる。『もしかしたら』──そんな一言で語られるありとあらゆる未来が、ただの幻まぼろしとして散さん逸いつする。


　そう思うとたまらなくなった。


　もっと大事にしてやれたかもしれない。もっと好きになれたかもしれない。もっとたくさんの喜びを与あたえてやれたかもしれない。


　大きくなったら『お兄ちゃん』と呼よんでくれたかもしれない。一いつ緒しよにたくさんの楽しい事や嬉うれしい事を経けい験けんしていけたかもしれない。辛つらい時は支ささえ合えたかもしれない。悲しいことも一緒に乗り越えられたかもしれない。


　そんな未来。そんな無む限げんの可能性。


　それがなくなる。消える。


　この時初めてシャノンは本物の後こう悔かいというものを知ったような気がした。


「ああっ……」


　あの小こ憎にくらしい顔が見たい。泣き声でもいい。何でもいい。そこに在あってくれれば。生きてさえいてくれれば。それは──可能性となる。一瞬先は分からない。明日は分からない。けれど、生きていれば、生きてさえいてくれれば──それは共に生きて行く明日への可能性となる。


　それは全てを賭かけても信じるに足る、素す晴ばらしい事のように思えた。


（どうか。どうか──）


　少年は最後に外に通じる扉とびらを開く。


　そして──


「──起きたか」


　父の声。


　そして逆ぎやつ光こうの中に立つ両親の影かげ──


「あ……」


　シャノンは瞬まばたきをし、光の暴ぼう力りよくに目を慣ならしてから、母の胸むな元もとを見る。


　そこに抱だかれる『妹』。


　彼女が昨日の様子からは想そう像ぞうもつかないような、安らかな寝ね息いきをたてている事を知り、彼は──


「は……はは……はははは……」


　その場に座り込んでしまった。


「はは……はははははは……」


　唇くちびるから漏もれる力無い笑いと共に──何かが頰ほおの上を滑すべり落ちて行く。


　自分の顔に手をやって、初めてシャノンは自分が泣いているのに気づいた。


　世話が面めん倒どうでも。元々は家族ではなくても。


　そんな事は関係がない。


　自分の明日にこの子の姿がないのは……とても寂さびしい気がした。そこに在あるべき大切な何かを、ごっそりと取り落としてしまったかのようで。


　だからこそ……


「はははははは……良か……良かった……はははは……」


　言葉が出てこない。


　家の戸口に座り込み、自分でもどうして出てくるのかよく分からない雫しずくで頰を濡ぬらしながら……少年は、ただひたすら『妹』を見上げて笑い続けていた。




　第一章　その名はメイフェリア







　……もうすぐ自分は死ぬ。


　そんな未来が娘むすめには見えていた。


　予よ測そくではない。それはもう定まってしまった未来だ。他の可能性など入り込こむ余よ地ちもないほどに、娘の背せ中なかに刻きざまれた傷きずは大きく、そして深い。


　痛いたみはもうない。手足も動かない。視し界かいは暗さを増まし、すぐ側そばを流れているはずの川がせせらぐ音さえ、次し第だいに遠ざかって行く。


　全すべての感覚からゆっくりと切り離はなされながらも……ただぼんやりと虚きよ無むの中に浮うかぶかのように、意い識しきだけは残っていた。それとて流れ出る血ち潮しおと共に希き薄はく化しつつはあったが。


　しかも──


（ああ……誰だれか……）


　複ふく数すうの気配が、ゆっくりと娘に近づいてくる。


　だがそれは──人間のものではない。


　娘にはもうその正体を把は握あくする事などできはしなかったが……恐おそらくは、血の匂においをかぎつけてやってきた獣けものだろう。辺へん境きようの野山には魔ま物ものも含ふくめ、危き険けんな動植物が数多く分ぶん布ぷしている。それらはいずれも、女子こ供どもには一頭でも脅きよう威いだし、魔ま獣じゆうの群むれともなれば、武ぶ装そう兵士の一個小隊さえ危あぶない場合もある。


　逃のがれる術すべはない。


　そもそも今の娘はろくに動くこともできないのだ。運命の駄だ目め押おしである。二重に断たち切られた未来は、最も早はや決して繫つなぎ直すことはできない。


　不平等で不ふ条じよう理りで、しかも無む慈じ悲ひ。運命とは元来そうしたものだ。大たい概がいの場合……そこに人間の意い志しなど介かい在ざいする余地はない。


　けれど。


（誰か……お願い……）


　娘は願った。


　薄うすれゆく意識の全すべてで娘は望んだ。


（誰か……救って……助けて……この……）


　奇き跡せきなど信じていない娘だった。祈りが無意味である事もよく知っていた。短くそして幸さち少ない人生は、彼女に他力本願の無意味さを嫌いやというほど教え込んでいた。流されたくなければ、自分の手を、脚あしを動かして進むしかない。願い、望む事で……ただそれだけで運命に抗あらがえるはずもない事を、彼女はよく知っていた。


　ただ……今の娘にはもう、願い、望む事しか、できる事が残っていなかった。


　飢うえた息いき遣づかいの気配が近づいてくる。


　接せつ近きんの仕方が大だい胆たんになっていた。最初は娘の逃とう走そうを警けい戒かいしていた獣達も、相手が自力で動く事もままならないような、楽な獲え物ものだと気づいたのであろう。


（許ゆるして……この……だけは……）


　ひしひしと押し寄よせてくる気配。ほとんど感覚の死んだ彼女にさえ、獣達が一いつ斉せいに牙きばをむく姿が、見えたような気がした。


（ああ……どうか……）


　いつも運命は不条理で不平等だ。


　だが……それ故ゆえにこそ、時に運命は何の前まえ触ぶれもなく気まぐれを起こす。偶ぐう然ぜんという名の奇き跡せきをあっさりと振ふる舞まったりもする。


　……不意に。


　獣達の動きが止まった。








　イリエワニ。


　辺境の河か川せん──それも海に近い汽き水すい域いきに住む大型の爬は虫ちゆう類るいである。


　その性質は獰どう猛もうで、大型の家畜や人間をも襲おそう。比ひ較かく的小さい個こ体たいでも人間の倍近い体長を持ち、大きな個体では更さらにその倍にも達する。


　その巨きよ体たいに比して、その牙の一つ一つは小さいものの、鋭えい利りさという面では剃刀かみそりにも等しい。当然ながら力──特に嚙かみ千切る力は、他の如い何かなる動物よりも強く、一度嚙み付かれ、水の中に引きずり込まれれば、もう獲物の運命はそこで尽きる。


　強きよう靭じんな顎あごだけでも獲物を解かい体たいするのに十じゆう分ぶんだが──彼等はさらにそのまま身体からだをくねらせ、その回転の勢いきおいを利用して獲物の身体からだをねじ切ってしまうのだ。


　想そう像ぞう上じようの魔物といわれるドラゴンを除のぞくなら、恐らくは最大最強の爬虫類であろう。少なくとも水辺においては、並なみの人間如ごときが太た刀ち打うちできる生物ではない。背を向けて全力で走って逃げるのが、最さい善ぜんの策だろう。


　だが。


　その水辺の暴君ともいうべきイリエワニ達は、一斉に動きを止めていた。


　まるで彫ちよう像ぞうのように動きを止め、音さえもたてずにその大型爬虫類達はある方向を見つめていた。


　警戒しているのだ。


　だが何を……？


「どけ──つっても聞きそうにないな」


　呟つぶやく声は気け怠だるげだった。


　枯かれ葉はの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた山林の中を、悠ゆう然ぜんと歩んでくる人ひと影かげが一つ。


　秋のぬるい陽光の中で……それは背せの高い青年の姿すがたになった。


　白い細布で束ねられた黒の長ちよう髪はつに、物もの憂うげな光を宿した黒い瞳ひとみ。さらに見るからに重そうで、丈たけの長い黒の外がい套とう。


　部分部分を見ていけば陰いん気き極きわまりない姿なのだが……不思議とそうは見えない。整った顔立ちと、どこか武ぶ術じゆつ家かめいたその物もの腰ごしの故ゆえだろう。一見すれば、力の抜ぬけた、怠そうな動きに見えるのだが……その実、この青年の動きには隙すきがない。


「……ふむ」


　青年は足を止めると、面めん倒どうくさそうに、ワニ達を見回した。


　いずれも青年の倍以上の大きさを誇ほこる個体である。それが三頭。


　地を這はいながらも圧あつ倒とう的な質しつ量りようを誇こ示じするその巨体には、不気味な迫はく力りよくが漂ただよっている。岩を思わせるごつごつした皮ひ膚ふは、いかにも頑がん強きようそうだ。並の神しん経けいの人間ならまず戦う事など考えもすまい。


　しかし──


「どうもやりにくいな」


　言いながら青年は左腰に右手を添そえた。


　自然な動作で青年の右手の指が巻まき付いたのは、黒い鞘さやに入った大型剣けんの柄つかである。


　ラインヴァン王国で広く使われる長剣とは明らかに形けい態たいが異ことなる。鍔つばや柄の拵こしらえそのものは別に珍めずらしくないが、緩ゆるく湾わん曲きよくを示しめす剣身には、異国風の美しさがあった。


　太た刀ち。異国の武器や兵へい法ほうに通じる者達はその武器をそう呼よぶ。


　だが……いかなる兵法武術とて、それは人間相手のものだ。


　果たして地を這うワニ達を相手に──極きよく端たんに重心が低く、また動きも人間とはまったく異なる生物に対して、どこまで本来の技わざの冴さえを示す事ができるだろうか？


　ワニ達がじっと青年をにらむ。


　通常の獣けもののように威い嚇かくの吠ほえ声をあげる訳わけではない。牙さえ剝き出す訳でもない。だが感情の色を示さない爬は虫ちゆう類るいの虚うつろな瞳は、問答無用の脅きよう威いをはっきりと示していた。


　脅おどしたり気を逸そらしたり──そんな駆け引きの通じる生物ではない。愚ぐ直ちよくであるが故にこそ、この生物は恐るべき単たん純じゆんさでもって、ただ獲物に突とつ進しんし、ひたすらに嚙み千切る。


　その際さいの瞬しゆん発ぱつ力りよくは、冷血動物とはいえ、決して哺ほ乳にゆう類るいに劣おとるものではない。いや、むしろ長ちよう距きよ離りを走って獲え物ものを追えるような体構こう造ぞうではない分、自分の間合いに入った獲物をワニは確実に仕止める。その巨きよ体たいからは想そう像ぞうもできないほどの瞬発力を発揮して、彼等は目標に喰らい付くのだ。


　しかし。


　それを知ってか、知らずにか……青年は地に倒たおれ付す人影とワニ達との間に、恐れる様子もなく割って入る。大おお股またで三歩も歩けば、爪つま先さきがワニの鼻はな面づらに触ふれるような距離だ。文もん句くなくワニの攻撃の間合いである。


　だが。


　ワニが動かない。


　獲物を前にしては、ただ反はん射しや的に喰くらいつくばかりで、およそ遠えん慮りよというものを知らないはずの動物が──警けい戒かいしているのだ。本ほん能のうが告げているのかもしれない。これは『餌えさ』に選んでいい相手ではないと。


　微び妙みような距離が青年とワニ達の間に均きん衡こうを形成している。


　単純な食しよく欲よくと防ぼう衛えい本能との狭はざ間までワニ達は──おそよ躊躇ためらうという事を知らない爬虫類達の王は、困こん惑わくしているかのように動かない。


　ここで青年が回れ右をして去っていけば、ワニ達も動かなかったかもしれない。


　だが、彼はそのまま一歩踏ふみ出した。


　せっかく形成されていた均衡を、自ら崩くずしたのである。


　ワニ達が反射的に身をたわめる。


　攻撃がくる。


　右か。左か。正面か……


　巨きよ体たいが──


「……っ！」


　跳はねた。


　動いたのは右側の一頭である。


　巨体が空気を抉えぐり抜ぬきながら突進し、鋭するどい牙が並ならんだ長い顎あごが、青年を嚙み千切らんと迫せまる。


　青年は──


「……っと」


　さして緊きん張ちよう感かんを伴ともなわない声を漏もらしながら、ひょいと跳とんで──


　降りた。


　ワニの鼻の上に。


　ワニはがふ、と声を漏もらしたまま口を閉じる。あろうことか──青年はワニを上から両足で踏ん付けて、その顎を閉とじさせたのである。


　虚きよをつかれたのか、初めての経けい験けんだからか、ワニは踏ん付けられたまま、硬こう直ちよくしていた。


「……親父おやじが言ってたんだよな」


　ワニの上に直立しながら面めん倒どうくさそうに青年は言った。


「ワニってのは嚙む力はやたらと強いくせに、顎を開く力は弱いんだ──ってな。なるほど、本当みたいだな」


　それに異いを唱えようとしたわけでもあるまいが──居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎした後、ワニは全身をねじって青年を跳ね飛ばす。ひょいと軽い動作で着地した青年に、別のワニが襲おそい掛かかった。


　青年は横に小さく跳んでその攻撃をかわし──空中で刀を抜ぬいた。


　横よこ殴なぐりに顎を振ふるワニ。だが青年は狙ねらい澄すましたようにやはりその上に着地した。


　刀を下向きに突つき出して。


　鈍にぶい音と共に、体重をかけた突き──というか何というか──は、ワニの鼻先から顎の下までを貫つらぬいた。


「……と」


　だが。


　ワニは刀で上顎と下顎を縫ぬいとめられながらも、平然と身をくねらせて青年を跳ね飛ばす。同時に別の一頭が横手から突っ込んできて──青年はそれを避さけたものの、刀は彼の手を離はなれ、ワニの顎に残ってしまった。


　これで彼に武ぶ器きはない。


「爬虫類はとにかく鈍にぶいって聞いてはいたが──」


　刀で両顎を串くし刺ざしにされながらも、さして苦く悶もんする様子もないワニを見み据すえながら、青年は呟つぶやく。


「やっぱり、『痛いたみ』で追い払はらうのは無理か」


　ならばどうするというのか。


　彼の得物はワニに突き刺さったままだ。その個体は確たしかに地面に縫い付けられているが、その気になれば簡かん単たんに顎を地面から引き抜いて突進してくるだろう。他の二体も健けん在ざいだ。


　痛みが威い嚇かくにならないならば、その動きを止めるには殺害しかない。


　ワニ達が再ふたたび青年に向けて突進する。串くし刺ざしにされていた個体も、大きく身体からだを振って勢いきおいで刀を抜き飛ばすと、仲間に続く。


　青年は動かない。


　ただ十じゆう分ぶんにその顎が自分に向けて肉にく薄はくするのを待ち──


「炎ほのおの民たみよ・踊おどれ」


　とだけ彼は呟いた。


　次の瞬しゆん間かん……ワニ達は轟ごう音おんと共に宙ちゆうを舞まった。


　まるで火薬が予あらかじめ埋うめてあったかのように、地面から爆ばく裂れつの炎と衝しよう撃げきが噴ふき上がる。爬は虫ちゆう類るいの王達を虚こ空くうに投げ上げたのは、それだった。


　能のう動どう防ぼう御ぎよ系けいの防性魔ま法ほう。


　その場に軍ぐん属ぞくの魔導士が居たならば、それがラインヴァン王国軍において〈炎陣ムスペル〉と呼よばれている魔法であると悟さとったろう。珍めずらしいものではない。つまりそれだけ使い勝手がよく強力という事だ。


　ワニ達は──少し腹はらを焦こがされ、あるいは抉られて仰あお向むけに倒れていた。


　生命力の強い爬虫類ゆえ、致ち命めい傷しようというほどではないだろうが──二体は気き絶ぜつしているようだった。ぴくりとも動かない。一体は意い識しきがあるようだが……仰あお向むけに転がったワニほど無力な生き物もいない。小型種であればすぐさま跳ね起きられたろうが、今はその巨体が災わざわいして思うように動きが取れないらしい。


　じたばたと短い四し肢しを動かす様は滑こつ稽けいですらあった。


「……すまんな」


　青年はそう言って刀を拾った。


　少しは時間的な余よ裕ゆうもできたようだ。


「さて……」


　面倒くさそうな声とは裏腹に、青年は刀を鞘さやに収おさめると、地に倒たおれている人ひと影かげの方へと駆かけ出した。








（ああ……）


　ほとんど失われた五感の片かた隅すみで、娘はその近づいてくる人間の気配を知覚していた。


　何者かは分からない。分からないが、今の娘には他に手しゆ段だんはなく、時間もない。不安はあるが、今はもう、この偶ぐう然ぜんを人生最後の幸運と信じるしかなかった。


　青ざめた唇くちびるが開く。


「どなたか……どなたか、存ぞんじませんが……」


　最も早はやそれは彼女の意に反して、か細い息づかいと大差ないものであったが……彼女は絶ぜつ叫きようするかのような意志力をそこにそそぎ込んで、近づいてくる気配に語りかけた。


「……何だ？」


　娘の行こう為いをその人物は止めなかった。


　一目でもう手て遅おくれと気付いたのだろう。せめて最さい期ごの言葉を聞き取ろうというのか──そっと娘の身体を抱だき上げながら、その誰だれかが身を屈かがめてくる気配があった。口元に耳を寄よせてくれているのかもしれない。


「どうか……どうか……この……」


　命がけの……いや残り少ない命を費やしての懇こん願がん。最早、自分の声も聞こえず、自分が抱き上げられている感かん触しよくさえ知る事はなかったが……娘は気力を振ふり絞しぼって生しよう涯がい最後の言葉を紡つむぎ続けていた。








　ダストヴィン大陸の夏は短い。


　肌はだを焼く陽光の強さにうんざりしていた乙女おとめ達も、すぐにその押おしつけがましい暑さを懐なつかしむようになる。


　暦こよみの上では一年という時間を等分して割わり当てられる四季であるが、本当に夏と呼べる期間は、実じつ質しつ的に二か月あまりだ。生命力にあふれた季節ではあるが、冬の長さと比くらべれば、その日々はあまりに短く、はかない。


　晩ばん夏かは駆け足で去り、冬の前ぜん奏そうたる秋が慎つつましげにやってくる。夏と同様短い収しゆう穫かくの季節を迎むかえ、人や獣けものは来きたるべき冷たい日々に対する準じゆん備びを始めるのだ。


　そんな秋のある日。


「んー……にゃ」


　街かい道どう脇わきに停とめた旅りよ装そう馬ば車しやの車体を、支ささえの一方に利用して張はった、簡かん易い式のテントの中。


　そこに一人の少女が眠ねむっていた。


　品良く整った目鼻立ちが可か愛わいらしい。可か憐れん……と評ひようしても差し障さわりはないだろう。さすがに、その幼おさなさを多分に残した容よう姿しを、優ゆう美びと評するのは、まだ早いかもしれないが。


「んにゃ……」


　毛もう布ふの下で寝ね返がえりを一つ。黄おう金ごん色いろの長い髪かみが、その動きに合わせて緩ゆるやかに揺ゆれた。


　パシフィカ・カスール。


　それが少女の名前だ。


　大それた由来も、隠かくされた意味もない。ただ『たくさんの人に好かれるように』……そんな名付け親達の願いをこめた、名前だった。


　だが。


　そんな願いも空むなしく、ある種の者達はそれとは別の言葉を使って彼女を呼よび示しめす。


　ラインヴァン王室の歴史にとって、最大の汚お点てんとも言うべき一語で。


　即すなわち……〈廃はい棄き王おう女じよ〉と。


　かつてマウゼル教の聖せい地ちグレンデルにおいて下された託たく宣せんに『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断だんじられ、非ひ公こう式しきに抹まつ殺さつされたはずのラインヴァン王国第一王女。


　禁きん忌きとしてありとあらゆる公式記録からその存そん在ざいを消され、今また、世界の未来と王室の体面を守るという大義のために、その命を狙ねらわれる幸さち薄うすき姫ひめ君ぎみ。


　それが彼女……。


「みゅー……」


　……なのだが。


　だらしなく口を半開きにしたまま、ふにゃふにゃと寝息をたてているパシフィカの姿からは、そういった深しん刻こくな背はい景けいなど、ち…………っとも伝わってこなかったりする。血ち眼まなこになって彼女の密みつ殺さつを画かく策さくしている王室関係者などが見れば、脱だつ力りよくするかもしれない。


　もっとも……


「んみゅー……」


　寝起きは元々良いはずの彼女が、いつもの起き床しよう時間を過すぎても起きようとしないのは、昨さく晩ばん遅おそく、悪あく夢むを見て何度も跳はね起きてしまったからだ。


　いくら前向きに生きようと、闊かつ達たつさの陰にしまい込もうと、苦く悩のうは時折そういった形で噴ふん出しゆつする。起きては泣き、眠り、また跳ね起き……そんな事を何度も繰くり返せば、寝不足にもなるし、疲つかれもする。彼女の今の寝顔は、そんな時間の果てに手に入れたものであると……知っているのは彼女の兄と姉だけだ。


　それはさておき。


「んん……にゅ？」


　パシフィカは身じろぎした。


　ぺしぺしと額ひたいを何かが軽く叩たたく感触が彼女の眠りに割り込んでくる。しかも……何で叩いたのか、その額には、何やらべっとりと濡ぬれた感触が残っていた。


　一いつ瞬しゆん、疑ぎ問もんのようなものが脳のう裏りを過よぎったが、圧あつ倒とう的な眠気の前に、溶とけて消える。


　だが……


「んにゃ。うーん……」


　さらにぺしぺしと頰ほおを叩く感触。


　そしてやはり、濡れた感触。


　痛いたくはないが、しつこい。


　さらにぺしぺし。


　も一つぺしぺし。


　おまけにぺしぺし。


　ぺしぺし。ぺしぺし。ぺしぺしぺしぺしぺしぺし。


「うん……ぬう」


　最初は眠気に負けてそれを無む視ししていたパシフィカであったが……さすがに執しつ拗ように繰り返される安あん眠みん妨ぼう害がいに、彼女も微睡まどろんではいられなくなってきた。


「シャノン兄……今け朝さは……もうちょっと寝かせ……」


　もごもごと口の中にこもるような声でそう言いつつ……彼女はようやく、その蒼あおい眼めを開いて眼がん前ぜんの人ひと影かげを見た。


　冗じよう談だんのように小こ振ぶりな、その姿すがたを。
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「あぶう」


　……ぺし。べっちょり。


　玩具おもちやのように小さくて寸すん詰づまりの手が、涎よだれにまみれて彼女の頰を叩く。


「……にゃ？」


　寝ぼけて瞬まばたきするパシフィカ。


　起きろ、とでもせかすかのように、手は執しつ拗ようにパシフィカの頰を叩き、涎でべちゃべちゃにしてゆく。


「あぶう。ぶうぶう」


「…………」


　粘ねばっこい眠ねむ気けに、止まっていた頭がゆっくりと回り始める。パシフィカは、しばし呆ぼう然ぜんとその眼前の人影を見つめ……


「……にょわあああああああっ!?」


「あぶ、あぶあぶう！」


「ななななな、何これえっ！」


　驚きよう愕がくの叫さけび声を挙げて飛とび退のくパシフィカの姿が面おも白しろかったのか、その不ふ埒らちな安眠妨害者はきゃっきゃと、声を上げて喜んでいた。


　小さな人影。


　やたらと小振りな四し肢し。それに比ひしてやたらと大きな頭。何も考えてなさそうな眼。締しまりなく緩ゆるんだ口元を濡らす涎。


「あ、あか、あかあか、赤ちゃちゃちゃ……」


　そう。


　それは……まだ生まれて一年にもなるまいと思われる、嬰えい児じのものであった。








「……起きたわね」


　ことことと蓋ふたを震わせ始めたポットから顔を上げて、その黒衣の娘むすめは呟つぶやいた。


　歳としの頃ころ二は十た歳ち過すぎの美しい女じよ性せいである。


　艶つややかな黒の長ちよう髪はつと、潤うるんだような黒の双そう眸ぼうが印象的である。その容よう姿しは、既すでに大人おとなの女性として完成していながら、どこか童女のような幼おさなさを残していた。


　特にひたすらのんびりした表ひよう情じようには、苦労知らずの子供に通じるような無む垢くさ、無む邪じや気きさが感じ取れる。


　ラクウェル・カスール。


　この娘むすめが幾いくつもの軍用魔法を修しゆう得とくした、超ちよう一流の魔ま導どう士しであると言えば笑い出す者もいるかもしれない。


　まして、双ふた子ごの弟と共に、妹パシフィカ・カスールの命を狙ねらう者達をことごとく退しりぞけてきた〈守しゆ護ご者しや〉であると……たとえ本人の口から言われても信じない人間はいるだろう。どこぞの花売り娘とでも言う方がまだ説得力というものがある。


　そんな娘であった。


「ラ、ラクウェル姉っ……！」


　ばさり、とテントの扉とびら布ぬのを跳ね上げながら、まろび出てきたのは、言うまでもなくパシフィカである。わたわたと四肢を動かしてラクウェルのところまで這はってくると、彼女は顔中を口にして喚わめいた。


「なに、なによあれっ！　なんであんな……」


「あぶう」


「ああ、出て来た！」


　まるで怪かい物ぶつが洞どう窟くつの奥おくから這い出してくるのを見たかのように、取り乱みだすパシフィカ。落ち着いて考えれば、慌あわてる必要も騒さわぐ必要もないのだが……よほど驚おどろいたのか、すっかり動どう揺ようしている。


「あ、あれ……！　あの子……」


　赤ん坊はまだうまく這い這いできないのか、テントから出たところでころん、と転がって手足をばたつかせている。


　ようやく生え揃そろったらしい麻あさ色いろの髪と、くるくるとよく動く茶色の眼。一見して特とく徴ちようらしい特徴もない、ごく普通の嬰児である。


「パシフィカ……」


　ラクウェルはいつもの、のほほんとした表ひよう情じように、ほんの少し驚いたような色を上乗せして、妹とその赤ん坊を見み比くらべた。


「そう。そうなの。まだまだ子こ供どもだ子供だと思っていたら……」


「……へ？」


　しみじみと言う姉のセリフを、パシフィカは一瞬理り解かいできずに、眼を瞬しばたたかせる。


「父さんや母さんが生きていたら、さぞ喜んだ事でしょうね……ああ、見てる、父さん母さん。初孫よ」


　遥はるか彼方かなたを見み据すえるような遠い眼めを秋空に向けながら、ラクウェルが言う。


　……ひょっとしたら、単に焦しよう点てんが定まっていないだけかもしれないが。


「え？　いや、あの……まご？」


「で……父親は誰だれなの？」


「えーと……あの、父親って……？」


「あ、レオくん？　うーん。最近の子は真ま面じ目めそうな顔して、おませさんねえ……」


「違ちが……って、そーじゃなくて！」


「レオくんと違うの？　じゃあ、一体……」


「だーかーらー！」


「そうね、そんな事は重要じゃないわよね。可か愛わいい妹が生んだ子なら私の子も同然。たとえ父親がどこの誰か分からなくても、幸せにしてあげなきゃ……」


「ラクウェル姉～～っ！」


　祈いのるような仕し草ぐさをしつつ、感かん極きわまった様子で言う姉の襟えり首くびをつかんで、パシフィカは前後に揺さぶった。


「違うって言ってるでしょうがっ！」


「何が？」


「だから！　あれは私の子じゃなくて！　大体、お腹なかも大きくなかったのに、どうやって生むのよ！」


　一いつ瞬しゆん首を傾かしげ……ラクウェルは至し極ごく真面目な表情で妹を見つめた。


「パシフィカ……自分のお腹を痛いためて生んだ子をそんな風に言うなんて、酷ひどいわ」


「会話をしろ～～～～ッ！」


　最大の声量で喚いてから、力つきてがっくりと姉の襟元にぶら下がるパシフィカ。


「じゃあ冗じよう談だんはこの辺にしておきましょうか」


「…………」


　ぷるぷると震ふるえる拳こぶしを振ふり上げる妹をにこやかに眺ながめながら、ラクウェルは言った。


「実はシャノンがね……」


　言われてから、パシフィカは気付いた。


　そういえばラクウェルの双ふた子ごの弟の姿すがたが見えない。パシフィカははっと何かに思い当たった表情で、赤ん坊を指さして言った。


「……生んだの？」


「男の人は赤ちゃん生まないと思うけど」


「じゃあ、分ぶん裂れつしたとか」


「……それはもっと無理じゃないかしら……」


　姉の言葉に、パシフィカは一瞬首を傾げる。


「でもシャノン兄ってラクウェル姉から分裂して殖ふえたんでしょ？」


「誰が言ったの、そんな事？」


「父さん」


　即そく答とうするパシフィカ。


　ラクウェルは何か考え込むような表情をしていたが……何を想そう像ぞうしたのか、うっとりとした表情で言った。


「……それも素す敵てきね」


「何がどー素敵なんだかちょっと怖こわいから追及しないけど……真面目な話、どうしたの、この子？」


「シャノンが拾ってきたのよ」


　赤ん坊ぼうに近づくと、ラクウェルは意外にも慣なれた手つきでひょいとその小さな身体からだを抱だき上げた。人見知りしない子なのか、赤ん坊はきゃっきゃと声を上げて喜んでいる。


「焚たき火の番を交代する前に〈楽園アスガルド〉を張はったのだけれど……」


　ラクウェルは街かい道どうの傍かたわらに広がる深い山林の方を見ながら言った。


「それに反はん応のうが引っかかったのよ。大人の女じよ性せいが一人と、赤ん坊と」


「え？　じゃあ……」


「母親の方は……」


　割わり込こんでくる声は物もの憂うげだった。もっともこれは今日に限かぎった事でもないが。


「……間に合わなかったけどな」


「シャノン兄？」


　馬車の向こう側から姿を現した声の主は、長身瘦そう軀くを黒い外がい套とうに包んでいた。巨きよ大だいなイリエワニ三頭をたった一人で退しりぞけた青年である。


「あ、おかえりなさい」


　ラクウェルが微笑ほほえむ。青年……ラクウェルの双子の弟シャノン・カスールは、妙みように年寄り臭くさい仕し草ぐさで肩かたを回しながら言った。


「んあー、肩こった。ラクウェル……すまんが、お茶くれ」


「はいはい。じゃあ、この子お願い」


　ラクウェルは赤ん坊をシャノンに抱かせると、ポットを火から外はずす。


「間に合わなかったって……？」


　思わず問いながら……しかしシャノンの衣服の汚よごれと、彼が担かついでいるスコップで、パシフィカは事じ情じようを悟さとっていた。シャノンもそれに気付いたか、特に答えてこない。小さく肩を竦すくめただけだ。改めて聞いて楽しい答えではないからだろう。


「じゃあ、その子……」


　孤こ児じ……そんな言葉をパシフィカは呑のみ込こんだ。赤ん坊が分かるはずもないのだが、その言葉を言うのは躊躇ためらわれたのだ。


　側にいてくれるべき誰だれかを失った子。


　何よりも大きなその喪そう失しつの事実を……この赤ん坊はまだ知らない。


「そっか……」


　複ふく雑ざつな表情で、パシフィカはシャノンの抱く赤ん坊を見つめる。それは憐あわれみでも哀かなしみでもなく……


「大変だね……」


　ラクウェルやシャノンに言うというよりは、その赤ん坊に直接語りかけるような口調で、パシフィカは言った。


「はい。こぼしたら危あぶないから、ちょっと温ぬるめにしたけど」


「んー……」


　ラクウェルから香こう茶ちやの入ったカップを受け取り、シャノンは赤ん坊を片かた手てで器用に抱きながら、残る片手で茶を飲む。


「ところでシャノン兄」


「……何だ？」


　赤ん坊を抱きながら茶を飲む……その仕草が妙みように様さまになっているように感じて、パシフィカは首を傾かしげた。


「気のせいかもしれないけど、シャノン兄、妙に手慣れてない？　どっかに隠かくし子ごとかいるんじゃないでしょうね」


「んなもん、いてたまるか。大体、誰のせいで手慣れたと思ってるんだ」


「……へ？」


「母さんが身体弱かったからな。俺おれとラクウェルがよくおまえの面めん倒どう見てたんだよ。親父おやじは親父でこういう事には不器用でな、すぐおっことしそうになるから、危あぶなっかしくて任まかせておけなかったし」


「……あ、そうか……」


　パシフィカの表情が感かん慨がいの色を浮うかべる。


　義ぎ母ぼキャロル・カスールはパシフィカが四歳さいの頃ころに病で死んでいる。だから義母について、あまり明めい確かくな記き憶おくは残っていないのだが……そういえばベッドに寝ねている事が多かったようにも思う。


「……何だよ？」


「何でもないよ」


　視し線せんを感じたのか、シャノンが顔を上げて聞いてくるが、微び笑しようしてパシフィカは首を振ふった。


　赤ん坊を抱く兄と、その傍らに座すわる姉。


　彼等の姿すがたの向こうに……病弱な母や不器用な父に代わって、赤ん坊の世話をする幼おさない少年少女を見たような気がしたのだ。


「ところで男の子？　女の子？」


「女の子」


　シャノンが即そく答とうする。


「……確たしかめたの？」


　じろりと半はん眼がんで見み据すえてくる妹に面めん倒どうくさそうな視線を返し、シャノンは言った。


「言っておくが、んなもん、見慣れてるからな」


「そ……そうなの？」


「何度おまえのおむつ換かえたと思ってるんだ」


「な……！」


　思わず何か叫さけびそうになり──しかしパシフィカは何か思い直したのか、顔を真まっ赤かにして黙だまり込んだ。


　しばし煩はん悶もん。そしてようやく……彼女は呻うめくように言った。


「そ、そりゃそうだろうけどさ」


　そもそも──物心ついてからも、何度も一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っていたのだ。確かに見慣れているといわれればその通りだろう。もっとも、照れも焦あせりもせずに、平然と『見慣れている』と断言されるのも……何やら屈くつ辱じよく的てきな気がしたが。


「名前はメイフェリアだとさ」


「ふうん、メイちゃん、だね」


　気を取り直して赤ん坊ぼうを眺ながめる。


　赤ん坊は小さな眼めを一いつ杯ぱいに見開いて、パシフィカを眺めている。生まれて一年にも満たない生命にとっては、眼に映うつるもの全すべてが驚きよう異いであり、また感動であるのだろう。


「……しかしどうしたもんかな」


　シャノンはカップを置くと、指先でメイフェリアをあやしながらため息をついた。


「いくらなんでも俺達の道行きに乳にゆう幼よう児じなんぞ連れてゆくわけにはいかんし」


「……え？」


　眼を瞬しばたたかせるパシフィカ。


「危き険けんだし、そんな余よ裕ゆうもないからな」


「あ……でも」


「おまえ……」


　シャノンは半眼でパシフィカをにらむ。


「俺達で育てよう、とか思ってたんじゃないだろうな？」


「いや、その……えーと」


　人差し指で頰ほおを搔かくパシフィカ。


　ちょっとは考えたらしい。曖あい昧まいな笑え顔がおでごまかそうとする妹を呆あきれた様子で眺め……それからシャノンはラクウェルの方へと眼を向けた。


「そうね。近くの……村か町かで、引き取ってもらいましょう」


「ま……それが妥だ当とうか」


　そう言うと、シャノンは馬車の御ぎよ者しや台だいに登り、足あし下もとの物入れに入っていた地図を引っぱり出した。


　ラインヴァン国土管理院発行のもので、小さな村落などは記き載さい漏もれしている事もあるが……少なくとも街かい道どう沿ぞいに点てん在ざいする村や街についての情じよう報ほうは、かなり詳しよう細さいに記載してある。シャノン達に限かぎらず、王国辺へん境きようを行く者達の必ひつ需じゆ品ひんだ。


「ふむ。このまま街道を行くと、ベルナルデリの街に出る。ヘッケラン公こう爵しやく家けの直ちよく接せつ統とう治ち領りようだな。大きな街みたいだから、そこで孤児院なり何なりを探さがせばいいだろう」


「シャノン兄。でもこれって結けつ構こう……」


　横から地図をのぞき込みながらパシフィカが言う。


「距きよ離りがあるな。普ふ通つうに進んで、所要日数、四日ほどか。まあ、どうせ近くは通る予定だったんだし、回り道というわけでも……」


「私の言いたいのはそういう事じゃなくて」


「何だ？」


　眉まゆをひそめてシャノンは妹を振ふり返った。


「その間、どうするの？」


「何が」


「お乳ちち」


「…………」


　しばし無言で虚こ空くうを見み据すえ……それからシャノンは無む表ひよう情じようにパシフィカに向き直ると、ぽん、と両手を妹の肩かたに置いた。


「……がんばれ」


「出るわけないでしょうがあっ！」


　パシフィカの叫さけびが秋の街道に響ひびきわたった。








　小川の側そばに、積み上げられた石。


　石せき碑ひというのも愚おろかしいような、簡かん素そなものである。恐おそらく周囲に土を掘ほり起こした真新しい跡あとがなければ、それが墓ぼ碑ひだと分かる者も少ないだろう。


　だが……


「……ほう」


　男は感心した様子でその石を眺ながめた。


　軽けい装そうの革かわ鎧よろいを着た、四十歳さいほどの中年男である。がっしりしているが、背せは低く……そのせいか、幅はば広ひろの剣けんを二本、腰こしではなく背中に提さげている。


　着ている野戦服や、腰に提げたポーチはラインヴァン王国軍が正式採さい用ようしているものだが、はいている革かわ靴ぐつや武ぶ器きは、明らかにラインヴァン兵士の装そう備びとは異ことなる。この統一性のなさは、典型的な傭よう兵へいの恰かつ好こうだ。


　幾いくつもの戦場を渡わたり歩いてきた事を証しようするかのように、袖そでをまくってむき出した腕うでには、大小無数の傷きず跡あとが残っており、その四角い顔にも、大きな刃は物もの傷が二本、走っている。


　強面こわもてとはこういう顔をいうのだろう。ごつごつと骨ほねっぽく角かく張ばっている顔に、やぶにらみ気味の細い眼めが載のっている。


　意外に几き帳ちよう面めんなのか、黒くろ髪かみはきちんと整せい髪はつ油ゆで撫なでつけられているようだが……それがかえって違い和わ感がある。幼児が夜道で出会うと、間ま違ちがいなく泣き出しそうな面相であった。


「見事なものであるな」


「何がですか？」


　涼すずやかな声で尋たずねるのは、男の側に立つ相あい棒ぼうらしき男である。


　体たい軀くはひょろりと高く、顔の造つくりも相棒とは対象的に細い。金きん髪ぱつは色がくすんでぼさぼさだ。同様の恰好をしている事からして、こちらも傭兵なのだろうが……こちらはどう見てもその衣い装しようが似に合あっていなかった。


　見るからに虚きよ弱じやくそうで、その細い撫なで肩などを見ていると、きちんと身につけているはずの革鎧も、何となく、ずり落ちてきているように見える。歳としは三十前だろうか。こちらは子供に蹴けられても、そのまま──ぽてん、と倒たおれそうな印象があった。


　武器らしい武器も帯びておらず、代わりに小さな背負袋リユツクサツクのようなものが、樹に止まる蟬せみのようにちょこんと細長い背中にぶら下がっている。


　どう見ても長剣や短たん槍そう、戦せん斧ぷといった傭兵の標ひよう準じゆん的てきな武装は入りそうにないが──その中に何らかの武器が入ってるのだろうか。


「この墓碑の石だが……いずこかで拾ってきたものを、そのまま積んでいるものではない。そこの……」


　短軀の男は近くの岩に顎あごをしゃくった。


「岩から斬きり出したものであるな」


「何らかの魔法を併へい用ようしたんですかね。普ふ通つうは無理でしょう？」


「岩の質しつによっては、純じゆん粋すいに剣けん術じゆつだけでも不ふ可か能のうではないが。だが、魔法を併用したにしても、剣術そのものに通じぬ魔ま導どう士しではこうはいかぬな。若わかいのに、見事な切り口よ」


「どうして若いと？」


「そこの足跡が証しよう拠こ。踏ふみ込こみ方が若い」


「…………」


　ひょろりとした男は、淡あわい紫むらさきの眼を瞬しばたたかせ、言われたその地面を見たが、そこには枯かれ葉はが積もっているだけである。とても足跡など見えない……はずだ。


「まあ、ヴィルクさんがそう言うなら、そうなんでしょうけど」


「恐おそらく十代後半から二は十た歳ち過すぎ。歩ほ幅はばからして身長は恐らくアルト、お主より少し低いかどうか、といったところであるな。ワニの足跡も見られるが……撃げき退たいしたのはこの若者であろうよ」


「さすがは元〈死を招く疾風モータル・ストーム〉……というところですかね」


「その話はやめい。まだ昔せき日じつの栄光を惜おしむ歳にはなっておらぬ積もりだ」


　細く鋭い黒眼が相棒をにらみつける。


「失礼しました」


　アルトはふらついているのか、会え釈しやくしたのかよく分からない動きで身体からだを揺ゆらす。


「さて。追うぞ。アチンソン殿どのもあれでなかなか、気が短いお方のようだ。やや予想外の人間が絡からんできたようだが、のんびりしている暇ひまはない」


「了りよう解かいです」


　そして二人の傭兵は、その石碑に背を向けて歩き出した。








「んーふふ」


　馬車に揺られながら、パシフィカは御ぎよ者しや台だいの上でメイフェリアを抱いていた。隣となりではシャノンが手た綱づなを握にぎっている。ラクウェルは客室で昼ひる寝ね中だ。


「なんかもー不思議よね。手の指も足の指も、こんなに小さいのに、ちゃんと動くんだもん。お肌はだもすべすべ」


「あだあ。だああ。あぶあ」


　母親のおっぱいの代わりだと思っているのか、頰ほおをつつくパシフィカの指を意外に強い力でつかむと、メイフェリアはその指先をしゃぶり始めた。


「こら、こそばゆいって。にゃははは」


「玩具おもちやじゃないんだから、遊んでないで、寝かせてやれよ」


　あくびをかみ殺しながらシャノンが言う。彼も昨さく晩ばんはメイフェリアの救出と、母親の埋まい葬そうで、あまり寝ねていないのだ。


「分かってるって。でも離り乳にゆう食しよく、食べてくれて良かったね」


「生後半年ってところか。できれば、山や羊ぎか牛の乳ちちも用意した方がいいとは思うがな……面めん倒どうくさいこった」


　シャノンは、常つねにも増まして深々とため息をつく。よほど育児に関して苦労した記き憶おくがあるのだろう。


「私の時も大変だった？」


「まあな」


　ちらりとパシフィカと、彼女の抱く赤ん坊を見ながら、シャノンは続けた。


「親父おやじも母さんもおまえの事ばかり気にかけるし、俺おれもラクウェルもおまえの世話をやたらと押おしつけられたし。夜泣きするから寝れないわ、ちょっと眼を離はなすととんでもない事してるわ、そのせいで俺おれが親父に殴なぐられるわ……」


「…………」


「なんでこんなよその子を、うちの親は可か愛わいがるんだろう、なんで俺がこんな事しなきゃいけなんだろうって、思った事はあったな」


　頰を搔かきながら……そこでようやくシャノンは苦く笑しようしてみせた。


　メイフェリアはいつの間にか寝てしまったらしい。二人の会話の間に響ひびくのは、小さな寝息と、馬車の進む音だけだ。


「私の事、嫌きらいだった？」


「ああ」


　ふと思いついたような口調で尋たずねるパシフィカに、何の躊躇ためらいも気負いもなく、ごく当然のような口調で答えるシャノン。


「じゃあ……」


　どうして私を好きになってくれたの……？


　言葉は音にならずにのどの奥おくで途と切ぎれた。改めてそんな台詞せりふを口にして問うのは、さすがにパシフィカも恥はずかしかったのだ。


　そんな彼女の内心を、知ってか知らずにか……シャノンは苦笑を引っ込めて、続ける。


「いつだったか、おまえが熱だしてな……」


　感かん慨がい深ぶかげな口調だった。よほど印象に残っている出来事なのだろう。


　だがそこで──はた、とシャノンの表ひよう情じようは固まった。


「熱だして、何よ？」


「いや、別に」


　珍めずらしく曖あい昧まいに言葉を濁にごしてシャノンは肩かたを竦すくめた。


　ただ、何を思い出しているのか──ほんの少し、その頰が赤あか味みを帯びているように、パシフィカには見えた。


「何よ、気になるでしょうが」


「いや、まあ──」


　顎あごをさするような仕し草ぐさで口元に手をやりながら、シャノンは言った。


「あの時、ついでに首締しめて息の根止めておけば、今、根こん性じよう知恵の輪娘むすめのわがままに苦しむ必要もなかったな、と。メイ、こんなくそ生意気な娘に育っちゃ駄だ目めだぞ」


「余よ計けいなお世話よっ！」


　怒ど鳴なりながらもパシフィカも内心、苦笑していた。こういうところは、隠かくし事をするにも、本当に不器用な兄である。少なくとも詐さ欺ぎ師しの類たぐいにはなれまい。


「大体さあ、シャノン兄は……」


　そこでパシフィカは言葉を止めた。


　不意にシャノンの表情が鋭するどいものに変わったからだ。


「……柄がらにもない事をすべきじゃないな」


　鋭く緊きん張ちようした声で、感慨の余よ韻いんを振ふり払はらいながら、シャノンは言った。


　道の彼方かなた。


　そこに馬車の進路を塞ふさぐような形で、二人組の男が立っている。


　短身だががっしりした体たい軀くの、やたらと厳いかめしい顔の男と、長身だがひょろひょろと脆ぜい弱じやくそうな印象の、優やさ男おとこと。


　傭よう兵へい風ふうのその二人の気配を、シャノンは察さつ知ちするのが遅おくれたのだ。


　彼等が気配を抑おさえていたという事もあるのだろうが……昔の想おもい出でに気を取られて、気配を察知する感覚が鈍どん磨ましていたようだ。


「メイを連れて中に入ってろ。それからラクウェルを起こせ。連中、かなりできる」


「……分かった」


　御者台の後ろの窓まどから、客室にもぐり込むパシフィカ。


「まったく、しつこい……」


　シャノンは呟つぶやくと、刀に手をかける。


　馬車は速度を緩ゆるめも速めもせず、人が歩くような速度で、男達に向けて進んでゆく。


「名乗る積もりはあるか？」


　面めん倒どうくさそうなシャノンの問いに、二人は顔を見合わせた。それでも何か思うところでもあったのか、二人は素す直なおに答えてきた。


「ヴィルク・ナガン」


「アルト・スプリングフィールドです」


「いきなり奇き襲しゆうして来ないのは、それなりの自信があるからか。最近の刺し客かくにしては珍しく実力派ってわけだ」


　シャノンの言葉に、二人はもう一度顔を見合わせた。


「おい。何を言っている？」


　ヴィルクが眉まゆをひそめて言った。


　一歩踏ふみ出し……短軀の傭兵は恫どう喝かつのように低く力のこもった声でこう告げた。


「我われ々われが用があるのは、お主たちが連れておるその赤ん坊ぼうだ」




　第二章　ヴィルクとアルト







　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが街かい道どうに満ちる。


「……何だと？」


　シャノンは眼めを細め、改めて馬車の前に立ちはだかる二人組を見つめた。


　背せは低いががっしりした体軀に二本の剣けんを背負った、四十歳さいほどの男と。


　長身だがその両手をだらんと垂たらした気負いのない立ち方故ゆえか、妙みように体重の軽そうな雰ふん囲い気きの、三十歳ほどの男と。


　彼等はそれぞれヴィルク、アルトと名乗っている。無む論ろん、それが本名とは限かぎらないが。


　共に軽けい装そうの革かわ鎧よろいや、ラインヴァン王国軍が正式採さい用ようしている型式の軍装品などを身につけているが……革靴や細かな装備は違ちがう。それに一見してそれと分かる武器を帯びているのはヴィルクのみで、アルトの方はというと、素す手でだ。少なくともシャノンに見えている範はん囲いに武器らしい武器はない。魔ま導どう士しか、あるいは何らかの暗器──隠し武器の類たぐいを携けい帯たいしているのかは、分からないが。


　正せい規き兵へいではなかろう。いかにも傭兵風の二人である。無論、傭兵と一ひと括くくりに言っても、その中には一流の本ほん職しよくから、そこらの農夫が転職したばかりの素人しろうとまで、様々な連中がいるのだが……
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（……相当やるな、特に双そう剣けんのおっさん）


　恰かつ好こうだけの素人ではないとシャノンは見ていた。彼等の接せつ近きんに気付かなかったのは、彼が昔話に気をやっていた事もあるのだが、彼等が気配を抑え込んでいたから、という事もある。ろくに戦せん闘とう訓くん練れんも実戦経けい験けんも積んでいない者には無理な芸当だ。


　それに……ヴィルクの方は、幅はば広ひろな重量級の剣を二本も背負っていながら、立ち方に目立った緊張がない。身体からだの一部になるほどに長い間、それを身につけて動き回っている証しよう拠こだ。


「赤ん坊だと？」


「何を勘かん違ちがいしているのかは知らぬが」


　ヴィルクが低く濁にごった声で言う。本人は普ふ通つうにしゃべっている積もりなのかもしれないが、どうにも、この泥どろを煮に立たてるような声と、いかつい面相が組合わされると、恫どう喝かつのように聞こえて仕方ない。


「我われ々われはぬしら自身になど興きよう味みはない。用があるのは、ぬしらが連れている、その赤ん坊だ、と言っておるのだ」


「……赤ん坊……」


　無論それは、川岸で亡なくなった娘むすめからシャノンが託たくされた例の嬰えい児じ……メイフェリアの事を言っているのだろう。だが、いかにも荒あら事ごと師しといった雰囲気の彼等が、メイフェリアに何の用があるというのか。


「何者だ？　あんたら」


「それを問うのは、むしろこちら側だ。ぬしらは一体何者か？　あの赤ん坊と……いや母親と何らかの縁えにしある者か？」


　ヴィルクの問いにシャノンは一瞬黙だまり込んだ。相手の真意を測はかりかねたのである。


「それとも単なる通りすがりか」


「…………」


　何らかの思おも惑わくがあの嬰児には絡からんでいるらしい。となると……あの母親の死亡も何らかの人じん為い的な原げん因いんによるものかもしれない。いや、果たしてあの死んだ娘が母親であったのかどうかも、確かく証しようがない。


　黙り込んだシャノンをどう思ったのか……ヴィルクとアルトは一瞬顔を見合わせる。何かを思いついた様子でアルトは一つ大きく頷うなずくと、前に出ながら言ってきた。


「実はその子の父親に依い頼らいされて、保ほ護ごしに来たのですよ」


「……いかにも『今考えました』って風に聞こえるのは、俺おれの気のせいか？」


　アルトを半はん眼がんでにらみながら、シャノンが言う。アルトは首をひねって一瞬考えてから、言った。


「……ちょっと説得力が足りませんかね？」


「ちょっとな」


　若じやつ干かんうんざりした表ひよう情じようで応じるシャノン。


「ぬしは黙っておれ、アルト」


　アルトを押しのけてヴィルクが前に出た。


「見たところただの通りすがりの様子……我等が何者であろうと、ぬしらには縁えんもゆかりもない赤ん坊、渡すのに躊躇ためらういわれはなかろう？」


「……あんたらが俺達の事を、どう思ってるのか知らないが」


　シャノンは心底から呆あきれた様子で言った。


「通りすがりだからって、はいそうですか、と渡わたせるようなもんでもないだろうが。特に……そういう物言いをする相手にはな」


　どうにもこの二人は胡う散さん臭くさい。もっとも二人の側から見ればシャノン達も十じゆう分ぶんに胡散臭いのかもしれないが。


「……そうか」


　だが、そう応おうじるヴィルクは、むしろほんの少し、嬉うれしそうにも見えた。


　しかし……シャノンとしてはまだ『赤ん坊ぼうに用がある』という彼等の言葉そのものも、頭から信用したわけではない。違うと思わせておいて、その実やはり、パシフィカ目当ての刺し客かくである可能性は残っている。


「何を身み構がまえておる？」


　ヴィルクが眉まゆをひそめて尋たずねてくる。


　シャノンの表情か、筋きん肉にくの緊きん張ちようにでも内心がにじんでいたのかもしれない。無む論ろん、普通の人間にそれを読みとる事は、不可能に近いのだが……


「先ほど奇き襲しゆう云うん々ぬんと言っておったな。察するにぬしら、何か後ろ暗いところでもあるな？」


「余よ計けいなお世話だ」


　シャノンは憮ぶ然ぜんと言い返すが、ヴィルクはかまわず言葉を続けた。


「それとも、その赤ん坊……どこぞの人買いにでも売るつもりであったか？　何にせよ、ぬしらの側にいるのが、赤ん坊のためになるとは思えんがな」


「それはお互たがい様だろう？」


　シャノンの言葉には応こたえず、ヴィルクは背せ中なかの剣に両手を伸のばす。


「……素直に渡す気がないなら、仕方あるまい。力ずくになるが」


「ヴィルクさん……あまり事は荒あら立だてないようにとの話でしたが？」


　そうアルトが口を挟はさむが、ヴィルクは相あい棒ぼうの方を振ふり向きもせずに言った。


「殺しはせんよ……可か能のうな限かぎりではあるが」


「お優やさしいこったな」


　言いながらシャノンも刀に手をやる。


　アルトはともかく、ヴィルクは言葉で説き伏ふせるよりも、剣けんで叩たたき伏せた方が話が通りやすい類たぐいの人間のようだ。無論、簡かん単たんにはいくまいが。


「ふむ……自分の子でも知ち己きの子でない赤ん坊のために、剣を抜ぬくか？」


「……悪いか？」


　正直、メイフェリアを庇かばっても、彼には何の得にもならない。むしろ、今のように余計な厄やつ介かい事が増ふえるだけだろう。


　だが死に際ぎわに持てる力を振り絞しぼって、我が子を自分に託たくしたあの娘むすめの事を思うと──せめて安心できる人間のところにまでは、責任を持って届とどけたいと、彼は思っていた。


「いいや。小気味よい」


　本気なのかどうか……ヴィルクは大きく頷うなずいて剣を抜き放った。


　幅はば広ひろで見るからに分厚い剣身の二本を軽々と振って構える。その動きには熟じゆく達たつした戦士の余よ裕ゆうさえあった。


　だが……ふと御ぎよ者しや台だいから降おりて刀を抜こうとしたシャノンの姿すがたを見て、このいかつい傭よう兵へいは眉をひそめる。


「む？　……ぬしの、その構え……」


　そこで言葉は途と切ぎれた。


　……ばぢっ！


　会話を強きよう制せい的に断たち切きるかの如ごとく──激はげしい音をたてて、二人の間に電光が弾はじけたからである。


「ラクウェル？」


　反はん射しや的に身を引きながら間合いの外に出て振り返ったシャノンは、馬車の客室側部の扉とびらを開き、道に降り立つラクウェルと、パシフィカの姿を見た。どうやら気取られぬように、馬車の中で呪じゆ文もんを唱となえていたらしい。


　その間にも、電光は地から天へ向けて伸び上がり、折り畳たたまれ、歪わい曲きよくしつつ、何かの形を成し始める。


　虚こ空くうから抽ちゆう出しゆつされ、雷かみなりの骨ほね組ぐみに、ばしんばしんと音をたててはまって行く部品。その光景はある種の人形を組み立てる様子を連想させるが──そこに実体はない。あくまでそれは凝ぎよう縮しゆくされた純じゆん粋すいな力の具ぐ現げんとしてその形けい態たいを採とる。


　シャノンはその工こう程ていに見覚えがあった。


　破は壊かい力りよくの権ごん化げ。


　魔ま法ほうにより組み立てられる疑ぎ似じ生物。


　疑似故ゆえにこそ、それは自然ならざる圧あつ倒とう的な力でもって敵てき対たい者しやを葬ほうむる。


　第一戦術級攻こう性せい魔ま法ほう〈武ト雷ー神ル〉……！


「な……!?」


　……が起動するかに見えたのだが。


「なんだ、これはっ!?」


「完成！」


　何な故ぜかラクウェルの代わりにパシフィカが拳こぶしを握にぎりしめて宣せん言げんする。


「〈重攻こう撃げき型がたスーピイくん壱いち号ごう〉！」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、対立も忘れて顔を見合わせる、シャノンとヴィルク達。


　それはまあ……それほどに……奇き妙みようというか、激げき烈れつに変な物体だった。物体だろう。生き物というにはかなり語ご弊へいがある。


　そのずんぐりむっくりの物体は……くい、と身体からだに比ひしてでかすぎる頭を傾かしげた。


「……おい」


「聞くな」


　シャノンは頭を抱かかえたくなるのを堪こらえながら言った。


「何だ、これは？」


「聞くなっつーに」


　ヴィルクもアルトも、呆ぼう然ぜんとその目の前に出現した物体を見つめている。その不ふ条じよう理りな物体を見つめる彼等の表ひよう情じようは、戦せん慄りつというよりも、困こん惑わくに偏かたよっていた。


　それの全体的な形態は、『直立歩行する寸すん詰づまりのワニ』である。


　巨大な頭部にはトサカだかたてがみだか何だかよく分からないものが付ふ属ぞくしており、その脇わきには申し訳わけ程度の角も生えている。眼めは思わずこじ開けて中身を確たしかめたくなるほどに細く、手足は感動的なまでに短い。


　縫ぬいぐるみをそのまま人間よりも二回りほど大きくしたような、なんとも間抜けなその姿に……シャノンは見覚えがあった。


　もっとも、前回見た時とは若じやつ干かんその出で立ちに違いがある。


　その丸っこい体たい軀くには、まるで玩具おもちやのような、いい加か減げんな造つくりの鎧よろいを身につけ、右手には杭くい打うちに使うようなでっかい木槌ハンマー……のようなもの……を携たずさえている。


「ああ……可か愛わいいわ……スーピイくん……」


　……んご。


　鼻づまりのような、何とも形けい容ようしがたい声をあげると、その物体……恐おそらくは制御用仮か想そう精せい霊れいを埋うめ込まれた第一戦せん術じゆつ級きゆう攻性魔法は、のてのてと短い手足を動かして傭兵達の方へと歩き始める。


「また訳わけのわからんものを……」


　シャノンが呻うめくように言った。


　やはり平へい衡こう感覚がうまく働いていないのか、そのずんぐりむっくりが、ぼて、とこけた。


「……だから何なのだ、これは……」


「だから聞くな、頼たのむから」


　……んごぉ……


　むっくりと起きあがった〈スーピイくん〉の細い眼には、『痛いたいの』とでも言いたげに、じわりと涙なみだなぞ浮うかんでいたりする。


「……芸が細かいな。何の役に立つのか知らないが」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　げんなりした様子のシャノンに、ラクウェルは微笑ほほえみながら言った。


「外装と仮想精霊の設せつ定ていが一部変わっただけで、中身は〈武ト雷ー神ル〉のままよ」


「ト……〈武ト雷ー神ル〉だと？」


　ヴィルクが呻うめくように言う。


　どうやらヴィルクもアルトも〈武雷神〉がどういう魔法か、知っているらしい。


〈武雷神〉は、魔法で創つくり出した巨きよ漢かん型の疑似生物を器うつわとして、その中に強大な破壊力を封ふう入にゆうした代しろ物ものだ。拠きよ点てん攻こう略りやく、あるいは戦線突とつ破ぱなどに使われる強力な魔法で、その複ふく雑ざつな魔ま導どう式しきを起動できる魔導士は少ない。ましてその式を独どく自じに改良調整できる魔導士となると、王宮魔導士団ジエイド・サーキツト級の実力者だ。


　……んご。んごんご。


　両手を振ふり上げて雄お叫たけびを放ち……というか単に喜んでぶんぶん両手を振り回しているようにも見えたが……〈重攻撃型スーピイくん壱号〉は傭よう兵へい達に歩み寄よって行く。


「…………！」


　その足あし跡あとが黒く焦こげているのに気付いて、さすがのヴィルクとアルトも顔色を変えた。


　そもそも、歩兵二人に〈武雷神〉をぶつけるなどというのは、掘ほつ立たて小屋に攻城兵器をぶつけるようなものだ。


　しかもこの〈重攻撃型スーピイくん壱号〉、どう見ても、目標に触ふれるまでは内部に封入されているはずの破は壊かい力りよく……雷らい電でんが、封じきれずに漏もれている。


　……んご？


　後ずさるヴィルク達を見てもう一度〈スーピイくん〉が首を傾げる。『どうしたの？』とでも言いたげに。その拍ひよう子しに持っていた槌が側の樹じゆ木もくに触れ、蒼あおい稲いな妻ずまが走ったかと思うと……瞬しゆん時じに炎えん上じようした。


「ちょ、ちょっと待って下さい、いくらなんでも……！」


　慌あわてふためいて叫さけぶアルトなど無む視しして、パシフィカは高らかに拳こぶしを突つき上げて言った。


「行け、強きよう襲しゆう突とつ撃げき型がたスーピイくん！　冷れい酷こく非情な殺し屋達を薙なぎ払はらうのよっ！」


　先ほどと名前が違ちがうとか、どっちが冷酷非情なんだろうとか、まあ色々思うところはあったが、シャノンは面めん倒どうくさいので突っ込むのをやめた。


　……んごっ。


　直立歩行するドラゴンもどきは、どてどてとヴィルク達に向けて走り出した。その手足をばたばたと振る走り方は、ラクウェルでなくても微笑ほほえましく感じたろう……そのたわけた外観の内側に、城じよう壁へきを打ち破り、人間など十数人まとめて蒸じよう発はつさせられるだけの破壊力を保ほ有ゆうしていると知らずに見れば、であるが。


　……んご。んごっ。


　直撃されないまでも、こんな、制せい御ぎよも怪あやしいような代物に寄られたら、それだけで危険だ。火薬の山の側そばで火遊びしているようなものである。


「のわああああっ………！」


　アルトが悲鳴をあげ、ヴィルクが表ひよう情じようを歪ゆがめる。二人は咄とつ嗟さに後方へと飛とび退のき……


　そこへ〈スーピイくん〉は突っ込んだ。


　閃せん光こう、そして爆ばく煙えん。


　轟ごう音おんが秋空を叩たたく。瞬間的にシャノン達の髪かみが爆風と衝しよう撃げきで跳はね上がった。


　……やがて。


　収おさまった砂さ塵じんの向こうには……人間などまとめて数人は埋うめてしまえそうな大おお穴あなと、その底でじたばたともがく〈スーピイくん〉の姿すがたがあった。


　傭兵達の姿はない。


「……さすがに逃にげたか」


　ぶすぶすと焦こげた匂においを立ち上らせている地面を眺ながめつつ、シャノンが呟つぶやいたところを見ると……あの傭兵二人組は、とりあえず爆発の煙と轟音に紛まぎれて退たい却きやくしたらしい。引き際ぎわの鮮あざやかさは、やはり熟じゆく練れんの傭兵の証しよう拠こだろう。


　ちなみに〈スーピイくん〉は、出しゆつ現げん時じの約三分の一程てい度どの大きさになっている。力を一定量使うと、縮ちぢむらしい。この辺も本来の〈武ト雷ー神ル〉とは違うようだ。本来の〈武雷神〉は力を分割して小出しにするような器用さは、ない。


　魔ま法ほうの技ぎ術じゆつ的な意味では、大した代物なのであろうが──


「はいスーピイくん、ご苦労様」


　ラクウェルがそう言うと、むっくりと疑ぎ似じ生物は起きあがって……挨あい拶さつのつもりか、ぶんぶん片手を振ふりながら、姿を薄れさせて消しよう滅めつした。


「しかし……また訳わけのわからん魔法を……」


「殺さつ伐ばつとした日にち常じように潤うるおいがほしくて」


「……十二分に殺伐としてないか？」


　地面の大穴を見ながらシャノンが言う。無む論ろん、あの『スーピイくん』程度の動きならば、あの二人は十じゆう分ぶんに回かい避ひできると思ったからこそ、ラクウェルも起動したのであろうし、シャノンも止めなかったのだが……


「でも可か愛わいくしてあるから」


「……それで全すべてが許されるとでも？」


「でも何にしろ、助かったじゃない。全く、殺し屋もしつこいったら。〈廃はい棄き王おう女じよ〉ですって看板背せ負おってるわけでもないのに、どこで嗅かぎつけてくるのかしらね」


　パシフィカがシャノンの横に並ならびながら、腕うでを組んで言う。シャノンは妹の方を妙みように力の抜ぬけた表情で見た。


「いや……どうも別口らしいんだがな」


「……へ？」


「だから……お前を狙ねらってきた殺し屋じゃないらしいぞ、あの連中」


　つまり……ラクウェルは、殺し屋でもない相手に、洒落しやれにならない攻こう性せい魔ま法ほうをぶちかました訳で。


「…………」


「…………」


　沈ちん黙もくが一同の間に横たわる。黒い穴を揃そろって眺める姉妹の額ひたいに、やはり揃って脂あぶら汗あせが浮うかんでくるのを見ながら、シャノンは面倒くさそうに付け加えた。


「まあ、どっちにしろ堅かた気ぎじゃなさそうだったけどな」


「……そ、そうよね。そうよ。うんうん。あはははは」


「間ま違ちがいは誰だれにでもあるわ。気にしちゃ駄だ目め」


「お前が言うな、お前が……」


　慰なぐさめるように妹の肩かたに手を置く双ふた子ごの姉へ、シャノンは呻うめくように言った。








　書しよ類るい操そう作さは見事だった。


　かつて下されたはずの第五壱壱壱回目の〈聖せいグレンデルの託たく宣せん〉。そしてそれにまつわる〈廃棄王女〉抹まつ殺さつの顚てん末まつ。この二点に関わる記録は一いつ切さい残っていない。


　王室資し料りよう室しつ……家系図から歴代の王族の好んだ料理の調レ理シ箋ピまで、ありとあらゆる王室関係の記録を残しているはずの書庫にさえ、一切、その記録は残されていない。


　現げん第一王子フォルシスは双子としてではなく一人息むす子ことして生まれたとされているし、当時の〈グレンデルの託宣〉に関係する王室の書しよ簡かんも、当たり障さわりのない内容に書き換かえられている。


　だが。


「見事ではあっても完かん璧ぺきではない、か」


　そう呟つぶやいてクリスは記録書を閉じた。


　直ちよく接せつ的な記き載さいはなくても、記載内ない容ようの不自然な部分を追って行けば、そこにはある種の輪りん郭かくが浮かび上がる。騙だまし絵のようなものだ。そうと知らずに見ていれば気がつかないが……そこに隠かくされている何かを知った上で見れば、記録の織おりなす『絵』の中に、ぽっかりと一つの空白があるのが分かる。


〈廃はい棄き王おう女じよ〉という名の空白が。


「当時の〈聖グレンデルの託宣〉に関しては、目撃者は恐おそらく百人を越こしていたはず……中には他国の大使なども含ふくまれていただろうし、殺すにせよ、金を握にぎらせて言い含めるにせよ、その全員の口を塞ふさぐわけにもいかなかったんだろうけど」


　そのために無理矢理に創つくり出した記録には空白ができてしまったのだろう。もっとも、これはフォルシスから王室資料室の鍵かぎを借りて非公開書類を閲えつ覧らんできたからこそ、の事ではあるが。


　元々王室資料室は、王族か、そうでなければ王族に許きよ可かをもらった者しか入れない。あまり表おもて沙ざ汰たにはできない記録……たとえば、三代前の第二王女は自他共に認みとめる色情狂ニンフオマニアで、夜な夜な城じよう下かの庶しよ民みんに身を任まかせに城を抜け出ていたとか、五代前の国王は、血を見る事なしには眠ねむる事もできないような、加サ虐デ趣イ味ス者トであったとか……も残っているからだ。


　ちなみに──王族というものは、血統を重んじるばかりに、よくある種の異い常じよう者しやを輩出する。濃こくなった血は、本来ならば理性の内に埋もれてしまうような特とく殊しゆ性や異常性を、際きわだたせてしまうのだ。


　ある意味で……〈廃棄王女〉という存そん在ざいも、その一種なのかもしれない。


「……クリス？」


「こっちです、フォルシス様」


　既すでに王子の気配には気付いていたので、クリスは落ち着いて記録書を棚たなに戻もどし、素す早ばやく別の書物を手に取った。


「ああ、こんな所にいたのか」


　書棚の向こうから顔を出した金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年──フォルシス王子は、クリスに微笑ほほえみかけた。


「調べものに熱中するのもいいけど、少しは外の空気も吸すった方がいいよ。ルキアがパイを焼いてくれたから、少し休んで、お茶にしないか？」


「そうですね。いただきます」


　そう言ってクリスは書棚に偽ぎ装そうとして手に取っていた本を戻し……かけてフォルシスの視し線せんに気付いた。


「……なんです？」


「……君、そういう趣しゆ味みがあったのかい？」


　言われてその書類を改めて見たクリスは……表情を引きつらせた。


　彼がろくに題名も確たしかめずに手に取っていたのは……化け粧しようの本だった。


　王族貴族は儀ぎ礼れい的な意味合いで、男性も簡単な化粧や装そう飾しよくを施ほどこす事が多い。フォルシスなども、耳には小こ粒つぶながら鮮あざやかな白さを示す真しん珠じゆの耳ピ飾アりスが光っている。


　だが……クリスが手にしているのは、明らかに貴き婦ふ人じん向けの一冊である。


「いや、これは……」


「まあ君くらい美形だと女装しても似に合あうかもしれないけど」


「違……」


「でも万一、それ以上の趣味もあるのなら、悪いけど僕ぼくとしてもつきあいの仕方を再考させてもらうよ。僕にそういった趣味はないから……」


「だから違います」


　クリスの言葉を聞いているのかいないのか、フォルシスは笑いながら言葉を続ける。案外、この王子、実は意地が悪いのかもしれない。


「しかしまあ、ルキアが聞いたら喜びそうだね。彼女はなんて言うか、他人を着飾らせるのが大好きで。実は僕も一度、女装させられた事があってね」


　苦く笑しようしながらフォルシスが言う。


「……もっとも、父様には不ふ評ひようだったけれど」


「フォルシス様……」


　女装姿のフォルシス。


　そこから国王バルテリクが何を連想したか……クリスにも想そう像ぞうに難かたくない。


「で……調べは進んでいるのかい？」


　共に連れ立って書庫の出口へと歩き出しながら、フォルシスが何気なく尋たずねてくる。


「ええ、まあ……」


「大変だろう？」


　曖あい昧まいに頷うなずくクリスにフォルシスはいつもの笑え顔がおを浮うかべたまま、言った。


「〈廃棄王女〉に関する記録は全部抹まつ消しようされてるからね」


「…………！」


　思わず立ち止まりそうになったが、驚おどろきを何とか押おさえ込み、クリスはフォルシスの横顔を見る。〈廃棄王女〉の双ふた子ごの兄は、気負いのない、柔やわらかな表情のまま、言葉を続けた。


「僕も調べた事があるんだよ。第十三番書しよ架かに、第十八番書架……君が僕と同じように本を調べていくようだから、ひょっとしてと思ったんだけれど」


「……殿でん下か……」


　見かけの素直さ故ゆえか、このラインヴァン王国の第一王子は、間ま抜ぬけというか、鈍にぶいというか──普ふ段だんの言動を見ている限かぎり、決して賢かしこくは見えないのだが……それは見み誤あやまりだったようだ。鋭するどくはないが、物事を観察、判はん断だんする力は、人ひと並なみ以上にあるらしい。


「フォルシス、だよ」


「え？」


「殿下はよしてくれって言ったろう？」


「……申もうし訳わけありません」


　クリスは立ち止まって頭を下げた。


「僕の双子の妹……」


　フォルシスも立ち止まってクリスの顔を見つめる。いつもと変わらぬその柔らかな笑顔に、クリスは微かすかな陰かげりを見たように思った。


「同じ父と母から時を同じくして生まれる存そん在ざい。分身……半身と言ってもいい」


「…………」


「同じ者なんだ……男と女の違ちがいがあるだけで。だからひょっとしたら……ほんのちょっと運命が違っていたら、父様に殺されていたのは……『棄すてられて』いたのは僕の方だったのかもしれないんだよ……」


　フォルシスはため息のような口調でそう言うと、再ふたたび歩き出す。


「フォルシス様……」


「頼たのみがあるんだ」


　今度は前を向いたまま、フォルシスは言葉をつないだ。


「君が何のために僕の妹の事を調べているのか知らないけれど……僕にも手伝わせてくれないかな」


「いや、それは……」


「それが駄だ目めならせめて、君の調べた事を僕にも教えてくれないか」


　意外な言葉に躊ちゆう躇ちよするクリスに、フォルシスは静かに言った。


「僕は知っておく義ぎ務むがあるんだよ……僕の代わりに死んだ妹の事を。もう死んでしまった妹には、何もしてあげられないにしても……せめて彼女の事を覚えていてあげたい。誰だれもが、彼女の事を忘わすれようとしているとしても、いや、だからこそ……せめて、この世に生まれてきた半身として僕だけは、彼女の事を覚えておく義務があると思うんだよ」


　クリスは改めてラインヴァン王国第一王子の横顔を見つめた。


『幸しあわせな負け犬、ここに眠ねむる』


　そんな言葉が脳のう裏りを過よぎる。


　死ねば終わる。消える。なくなる。そこに一人の人間が居いたという事実さえ、やがては忘れ去られる。


　元より非合法な訓練故に、〈オブスティネート・アロウ〉に集められた候こう補ほ生せいの子供達は、訓練施し設せつに入った時点で戸こ籍せきを含ふくめた全すべての記録を抹消されていた。死んでもそこに刻きざむべき名はない。ただ個性なき死者として、無情な碑ひ文ぶんを刻まれた墓ぼ碑ひの下に、数多あまたの骸むくろと共に区別なく押おし込められるだけだ。


　自分が確たしかにそこに存そん在ざいしていたという証あかしが、消える。無だけが残る。


　それが恐おそろしかった。


　たまらない位に恐ろしかった。


　だからクリスは覚えている。共喰いのようにして生き残る過か程ていで消えていった他の訓練生達の顔を覚えている。彼等の命を踏ふみ台にして生き残った自分の、それが責せき務むだと思うからだ。


　大国の第一王子と元孤こ児じの特とく務む戦せん技ぎ兵へい。


　およそ正反対の生まれと立場でありながら……その非ひ凡ぼんな生い立ち故ゆえに、追つい憶おくの責務を自みずからに課かす少年達。


　クリスはこのフォルシスという少年に……初めて親近感を持った。


「……なんてね。でも、他に僕には何もできないし。単に、自分だけが生き残ってしまった、うしろめたさをごまかすための……自じ己こ満足かもしれないけれど」


「いいえ」


　クリスは首を振ふった。


「そんな事はないと思いますよ。きっと妹姫がその事を知れば、喜ばれるはずです」


「……そうかな」


「ええ」


　本当にそう思う。


「殿下！　バイラッハ卿きよう！」


　廊下の曲まがり角の向こうから、ふくよかな感じの中年の女性……フォルシスづきの侍じ女じよ頭がしらであるルキアが顔を出して声をかけてくる。


「なかなかお戻もどりになられないから、心配して見に来れば、このような廊ろう下かの真ん中で立ち話など……私自じ慢まんのパイが冷めてしまいますわ！」


「ごめん、ルキア、すぐ行くよ」


　クリスとフォルシスは互いに苦笑を交わすと、ルキアの方へと駆かけ出した。








　ヴィルクもアルトも共に負ふ傷しようは大したものではなかった。せいぜい青あお痣あざが数か所、というところである。


「しかし……」


　ヴィルクは木こ陰かげで身体からだについた粉ふん塵じんを払はらい落としながら言った。


「いきなり〈武ト雷ー神ル〉の改良型とはな」


「改良というか何というか……なんか『重じゆう攻こう撃げき型スーピイくん壱いち号ごう』とか言ってましたが。とにかく意外な伏ふく兵へいでしたね。まさか魔ま導どう士しまでいるとは」


　アルトはというと、彼の隣となりに座すわって、近くの川の水で湿しめらせた布ぬのを額ひたいに当てている。痛いた々しい青痣であるが、第一戦せん術じゆつ級きゆうの攻性魔法の攻撃を受けた結果としては、その程度で済すめば無傷と言ってもいい。


「何者なんでしょうね？」


「……さてな」


「しかしヴィルクさん、何だかちょっと動どう揺ようしておられたでしょう？　何か心当たりでもあるんじゃ？」


「ああ、あれか……」


　あの訳わけの分からない魔法が起動する直前……ヴィルクが動揺し、その結果、闘とう志しが若じやつ干かん鈍にぶっていた事に、アルトは気付いていた。第一戦術級の攻性魔法の使い手が居たという予よ想そう外がいの要素があったにせよ、彼等がその場に留とどまらず、一いつ旦たんシャノン達と距きよ離りを置いたのは、その点も大きい。


「あの若わか造ぞうの構かまえが……それと武器が、妙みように似にていたのでな……」


　ヴィルクは革かわ鎧よろいの肩かた当あてを外はずして内側の粉塵を振ふり落としながら言う。


「似ていた？　誰だれにです？」


「ユーマ・ナンブ……いや、後々にはカスールという姓せいを名乗っておったが……とにかく〈モータル・ストーム〉最強と言われた男だ。いや、分ぶん隊たい指し揮き官かんとしての能のう力りよくは、並なみであったが……剣けん技ぎや格闘術、そして仕し掛かけ罠わな、その他諸もろ々もろ……個人的な戦闘技術で言えば、私の知る限り、間ま違ちがいなく最強。当時の私はまだ十代の若造であったが……あの強さは、忘わすれようがない」


「ヴィルクさんがそこまで言いますか」


　相変わらずの低く濁にごった声ではあるのだが、ヴィルクの口調には何か妙に熱っぽいものをアルトは感じた。珍めずらしい事だ。十代の頃ころのヴィルク・ナガンにとって、そのユーマ・カスールという人物は憧どう憬けいの対象であったのかもしれない。


「あの男の武ぶ術じゆつは、やや特とく殊しゆ故ゆえ……見間違えようもなし。年ねん齢れいからいえばあの男の弟で子しと考えるのが妥だ当とうであるな」


「ははあ、なるほど」


「まあ、相手は誰であろうと仕事を遂すい行こうするのに躊躇ためらいはないがな……いや」


　アルトが眉まゆをひそめる。


　粉塵を払い落とした肩当てを締しめ直しながら、ヴィルクは薄うすく笑ったのだ。滅めつ多たに笑え顔がおなど見せない男なのだが……


「むしろ幸運を感かん謝しやすべきか。あのユーマ・ナンブの弟子と立ち合えるとなれば」








　赤ん坊ぼうは全身で泣く。


　それは言葉の語れぬ赤ん坊にとって、自分の意思を、親ないしその代理に伝えるための唯ゆい一いつの手しゆ段だんだからだ。だから赤ん坊はそれこそ、まるでこの世の終わりであるかのように全身の力を振ふり絞しぼって泣く。それはもう力ちから一いつ杯ぱい泣く。


「ふええ、ええええ、ええええええ……！」


　無む論ろん、赤ん坊の泣く理由は様々だ。お腹なかがすいたと泣く事もあれば、母親の姿すがたが見えないからと泣く事もある。おしめを変えてほしい事だってある。


　聴きき慣なれない人間には、皆同じ声に聞こえるのだが……『よく聞いているとね、それぞれの場合に、泣き声が違うのよ』とは、ラクウェルの弁べんである。たとえば、お腹がすいた時は、母親の乳ちちを吸すう時の口の形で声を上げるのだとか。


　やはり意思疎そ通つうの手段ということで、赤ん坊なりに区別して泣いているのかもしれない。


「えええっ、えええ、ええええええーっ！」


「にゃあああああああああ」


　身も世もない泣き声を放つメイフェリアの横で、これまた苦く悶もんするかのようにパシフィカが声を上げながら、馬車客室の内うち壁かべに爪つめを立てていた。


「ええええええっ、ええっ、えええええっ！」


「んにょわあああああ……」


「……何をやってるの？」


　シャノンと御ぎよ者しやを交代し、御者台から客室の中へと入ってきたラクウェルは、爪研とぎをする猫ねこのように、壁を搔かきむしるパシフィカに言った。


「なんていうか、もうこの声聴いてると……」


「居いても立ってもいられないって？　しょうがないわね」


　ラクウェルは苦く笑しようして椅い子すの上に寝ねかされていたメイフェリアを抱だき上げる。


「パシフィカって、子供を生んでも、育児の途と中ちゆうで眠ねむれなくなって、思わず赤ちゃんの首絞しめちゃう類タイプかも」


「……そんな事ないもん」


「意外に多いって話よ？」


　ラクウェルは時折、のんびりとした表ひよう情じようで怖こわい事を言う。


「私は結婚なんてしないもん。赤ん坊も生まないし」


「なんで？　可か愛わいいわよ？」


「……なんででも」


　ふてくされたような表情で言うパシフィカ。


「……変な子」


　ラクウェルは言いながら椅子の下の物入れから布ぬの切きれを取り出す。


「これはおむつね、多分」


　てきぱきとメイフェリアのおむつを換かえるラクウェル。パシフィカの面めん倒どうを見ながら育ち、故郷の街、あるいは旅先の街でも何度か子守の仕事をした事のある彼女にしてみれば、簡かん単たんな作業だ。


「あ、泣きやんだ」


「気持ちいい？　良かったわね、メイ」


　不快感が去って、意思表示の必要がなくなったからか、赤ん坊はパシフィカが呆あきれるほどの現金さで泣きやんだ。


「自由自在って感じ。よくこうもぴたっと泣きやんだり、いきなり泣いたりできるわね」


「そういうものよ、赤ちゃんって」


　ラクウェルは微笑ほほえみながら、赤ん坊を抱き上げる。


「……そっか。そうなんだ」


　ラクウェルに手て渡わたされ、メイフェリアを抱くパシフィカ。短い手をばたばたと動かして自分の頰ほおを触さわってくる赤ん坊に、思わず表情が緩ゆるむ。


「んんー、やっぱり可愛い」


「あぶう」


「あーお肌はだすべすべー。にゃははは」


　赤ん坊に頰ずりするパシフィカをラクウェルは黙だまって見つめ……そして言った。


「パシフィカ、分かってると思うけど」


「…………分かってるよ、うん」


　パシフィカは赤ん坊を抱きしめながら、すこしうつむいて言った。


「でも、ちょっとだけ。ちょっとだけだから」


「…………」


　ラクウェルはそれ以上は何も言わずに、客室を出て、御者台に戻もどった。


「……何だった？」


　手た綱づなを握にぎりながらシャノンが聞いてくる。


「おしめよ。取り替かえたら泣きやんでくれたわ。でも今こん晩ばん辺りは……かなり泣くんじゃないかしらね。お母さんが居ないわけだし」


「今夜は眠れないかもな」


　げっそりした表情でシャノンは言った。


　客室からはパシフィカのはしゃぐ声と、メイフェリアの声が、聞こえてくる。すっかりパシフィカはメイフェリアの事が気に入ったらしい。


「しかし……さっきの連中、メイに用があるって言ってたが、どういう事なんだろうな？」


　間ま違ちがいなく彼等はもう一度来る。


　たまたまラクウェルという伏ふく兵へいが居いたために撤てつ退たいしたようだが……その実力からしても、そう簡単に諦あきらめるような連中でもないだろう。


「どこかの貴き族ぞくの御ご落らく胤いんとか……」


「まあ、それも有り得るが……とにかくベルナルデリの街に着いたら、少し調べてみた方がいいかもしれんな」








　薄うす暗ぐらい部へ屋やに扉とびらを叩たたく音が響ひびく。


　軽く二度、若干の間をおいて、さらに二度。


　だがベッドの上に伏ふしたその人ひと影かげは、動こうとはしない。寝ているのではない。きっちりと閉とざされたカーテンや室内の荒あれた様子からして……この部屋の主が外との接せつ触しよくを拒きよ絶ぜつしているのは明白だった。


　扉を叩く音が絶たえる。


　代わりに短いきしみの音と共に、精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこされた扉が、開いた。


　外を拒こばんだ薄うす闇やみに、暴ぼう力りよく的な白さで光が切り込んでくる。その純じゆん白ぱくの中に……一人の男の影が黒々と染しみつけられていた。


「テルマ様」


　慇いん懃ぎんな口調で男が言う。


　礼れい儀ぎを徹てつ底ていしつつ……しかしどこか相手を冷たく見み据すえて居るかのような声である。


「侍じ女じよ達が心配しております。せめてお食事だけでも」


「……でていって」


　くぐもった声が命じる。突つっ伏した顔と、湿しめった枕まくらの間から漏もれる声だ。泣いて泣いて泣き疲つかれた者の声であった。


「私の……私の子……私の……」


　譫うわ言ごとのように呟つぶやく言葉。扉の男への言葉ではなく、それは自身の内へと投げ込む言葉であった。


「テルマ様」


　男は非ひ情じようとも言える冷静さを保たもったまま、言う。


「ご安心下さい。手は打ってあります」


「……安心？」


　ふと声の調子が変わる。静かだが、ぎりぎりに張はりつめて、弾はじける寸すん前ぜんの何かを内包したような……そんな声である。


「何を安心するって言うの？　アチンソン！　あの子は死んだのよ？　私の子は……私の大事な……今いま更さら、今更、何を安心するっていうのよ……！」


「子供などまた造つくればよろしい」


　アチンソンと呼よばれた男は言った。慇懃な口調は変わらず、そこにはしかし相手に服ふく従じゆうを強制するかのような力強さがあった。


「されど、あなた様がふせっておられては、何も始まりますまい」


「でていって！　貴方あなたの顔なんか見たくないわ！　声も聞きたくない！　でていって！」


「左様で」


　アチンソンは静かにそう言うと一礼する。


「しかしながらテルマ様、あなた様にはもう一度、お館様のお子を生んでいただかなくてはなりません。あなた様の感情がどうあれ、もう一度。最も早はや、他に方法はないのです。そのためには体調を崩くずされては困こまります」


「でていってっ！　お願いだから……でていって！」


「あなた様のお身体は、あなた様一人のものではなく、生まれてくる赤子は、あなた様一人の子ではないのです。その事を、ゆめゆめお忘れなきよう」


「…………」


　最早叫さけぶ気力もないのか嗚お咽えつだけを枕に染み込ませる部屋の主。アチンソンもそれ以上は言葉を重ねる事もなく、扉を閉じた。


「もう……もう終わっているのよ……とっくに終わっているの……なのにどうして貴方は……いつまでも……」


　低い低い嗚咽に混まじって響く声。


　淡あわい暗黒に再ふたたび沈んで行くその部屋の中で、濡ぬれたその声だけが、呪じゆ詛そのようにいつまでもいつまでも響いていた。




　第三章　母親の顔







　小川のせせらぎに白い陽光が跳はねる。


　岸辺は冷たくも清せい涼りような空気に包まれていた。


　緩ゆるやかに晴れて行く夜気と入れ替かわりに、汚けがれなき始まりの淡い匂においがゆっくりと広がって行く。場を満たす光も風も素そ朴ぼくで……そしてどこか優やさしい。


　……早朝である。


　健康のためだの、節目ある生活だの、小こ賢ざかしい理り屈くつよりも何よりも、純じゆん粋すいに早起きの良さを実感として納なつ得とくできる……そんな爽さわやかなひととき。


「……うーみゅー……」


　手て桶おけの中にくみあげられた清水。


　小川の流れから切り取られた小さな水面に……一人の少女の顔が映うつり込こんでいた。


　眼めは深い深い蒼あお。幼おさない丸みをまだ多分に残した頰ほおが愛らしい。結ゆい上げた金きん髪ぱつはやや癖くせの強さが見受けられるが、品良く整った顔立ちは美少女との評ひよう価かに恥はじない……


「……にょおろー……」


　恥じない……だろう、普段なら。


　全体にだらしなく緩ゆるんだ表情のためか、それとも血走りながらも弱々しく瞬またたく眼のせいか……いつもこの少女を特とく徴ちようづけている覇は気きがない。そのまま放置しておけば、どこまでもぐにょぐにょと緩みきった挙げ句、溶とけて崩れていきそうな風ふ情ぜいだ。


　疲つかれがもろに顔に出ている。


　少女……パシフィカは水面に両手を差し込んで鏡きよう像ぞうを崩した。予想以上の冷たさに若じやつ干かん躊躇ためらった後、彼女はやや乱暴な手つきで水をすくい上げ、顔を洗う。


「ぬぬ……」


　水の冷たさが緩みきった肌はだに喰い込む。それに驚おどろいたかのように、パシフィカの意い識しきに陣じん取どっていた眠ねむ気けは、一いつ瞬しゆん飛び去ったが……まさしくそれは一瞬に過すぎず、まるで餌えさ場ばに群むれるカラスのごとく、懲こりずに戻ってきて彼女の脳のうにたむろする。


　鬱うつ陶とうしいのだが……どうしようもない。


「んー……シャノン兄～」


　結局、思考の一部を停止させたまま、パシフィカは水を張った手桶を、隣で順番待ちしていた兄に手て渡わたした。


「んー……」


　手桶を受け取るシャノンはシャノンで、やはり眼の下にうっすらと隈くまができていたりする。彼もここ三日ほどまともに眠っていないのだ。気け怠だるげな表ひよう情じようは昨日今日に始まった事ではないが、その気怠げな緩み方が、さらにひどくなっている。


「おにーちゃん……」


　パシフィカはとろんとした眼で、傍かたわらの兄を見つめる。


「今け朝さは特に変な顔ね～」


「……人の事が言えた顔か、おまえは」


　シャノンは無表情に手桶を傾ける。


「んにゃーっ！」


　小さい手桶とはいえ、頭からもろに水を被かぶってさすがの寝ぼけ少女も悲鳴をあげた。


「何すんのよおっ！」


「はっはっは。変な顔だ」


　やはりシャノンも寝不足で頭のどこかが緩んでいるらしい。パシフィカを指さしながら、へらへらと笑う。一瞬、パシフィカは怒りの表情で何かを喚わめきかけたが……ふと、にまっ、と相そう好ごうを崩して見せた。


「ん、もう。おにいちゃんたらあ」


　わざとらしいくらいに甘あまったるい声でそう言うと、パシフィカはやおらシャノンの胸むねの下辺りを狙ねらって抱だきつく。


「はっはっは。こいつう」


　無意味に爽やかな口調でそう言いながら、シャノンは、水の滴したたりまくる頭をぐりぐりと鳩みぞ尾おち辺りに押おしつけてくる妹を見下ろした。


　濡ぬれた布ぬのが肌に貼はり付く不快感。それは、抉えぐり込むよーな妹の頭の動きと共に、じわじわと無ぶ遠えん慮りよに広がりつつあった。


「こ・い・つ・う」


　へらへら笑いながらシャノンはパシフィカの頭に優やさしく右手の拳こぶしを当てると……ゆっくりと、しかし抉り込むよーに、ごりごりと左右に回転させた。


　頭のてっぺんのツボっぽい場所な上に、角張った兄の拳と相まって、これまた絶ぜつ妙みように痛いたい。だがパシフィカはめげずに頭に残った水気を兄の服に染しみ込ませる作業に集中した。


　ぐりぐり。ごりごり。


　ぐりごりぐりごり。


　ぐりごりぐりごりぐりごりぐりごり……


　二人してへらへらと笑いながら陰いん湿しつな攻こう撃げきの応おう酬しゆうを続ける兄と妹。正気の人間が見たら少々近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きではあった。


　二人はしばし執しつ拗ようにぐりごりぐりごりと嫌いやがらせを続け……やがてどちらからともなく身を離はなすと、揃そろってため息をついた。


「……眠い」


「そうか、奇き遇ぐうだな。実は俺おれもだ」


　面めん倒どうくさそうに応おうじてから、シャノンは川岸近くに停とめてある馬車を振ふり返った。


　シャノン達の道行きに、予想以上の頑がん強きようさと根性で付き合ってくれている四頭の馬達も、今朝はどことなく疲つかれ切った様子で、近くの草を喰はんでいる。


　誰だれもが疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった風ふ情ぜいのこの場で、唯ゆい一いつの例外は……メイフェリアを抱だいたラクウェルであった。


　彼女は片かた手てで赤ん坊ぼうを保ほ持じしつつ、馬車客室後部の貨か物もつ棚だなから、朝食用の乾かん燥そう食材を取り出しているところである。兄と並んでパシフィカも馬車の方を眺ながめつつ……納なつ得とく行かない、といった表情で言った。


「……なんでラクウェル姉は平気なのよ？」


　とろんとした表情をしてはいるが、彼女の場合は元々だ。確たしかにラクウェルの立ち居振る舞まいに疲労の影かげは見られない。


「あいつはまだ二晩だしな……徹てつ夜や」


「それにしたってもうちょっと眠そうにしてもいいと思うんだけど」


「……実は起きてるように見えるだけで、案外、寝てるのかもしれんな」


「…………」


　焦しよう点てんの曖あい昧まいそうな姉の眼めを見ていると、兄の説にも妙な説得力があった。


「普段からこつこつと寝ね溜だめしてるとか」


「貯ちよ蓄ちくじゃないんだから……」


　メイフェリアを拾って今日で三日目。


　昨晩とその前の晩と……シャノン達は一いつ睡すいもできなかった。うとうとしているとメイフェリアが泣く。急いで抱き上げてあやし、あるいは離り乳にゆう食しよくをやり、おしめを換かえ……眠ったのを確かく認にんの後、一安心と思っていると……さして時間を空けずにまた泣く。


　特にシャノンはメイフェリアの母親らしき女性の埋まい葬そう作さ業ぎようで、パシフィカは夢見が悪かったせいで、通算三晩、満足に眠っていない。


　メイフェリアはメイフェリアで、母親の姿すがたが見えなくて不安なのだろう。赤ん坊を責せめるつもりは毛頭ないが、さすがにそろそろ寝不足の疲労が頭に来る。


「なんかさあ、寝不足って一定量越こえると寝る事もできなくなるわよね」


「変に元気になるよな」


　無む論ろん、それは活力が湧わいてくるのではなくて、単に疲れを感知する感覚そのものが狂くるい始めているからである。


「無理でも少し仮か眠みんをとっておかないとな」


　かなりまずい状じよう態たいだ。こういう状じよう況きよう下かで一昨日おとといの傭よう兵へいにでも襲おそわれたら、少々困る。


「……パシフィカー」


　のんびりとしたラクウェルの声が届く。


「手が空いたら、ちょっとメイを見てて。朝御飯の用意するから」


「んー。分かったー……」


　眠そうに応おうじ……しかしそれでもパシフィカは小走りに馬車に駆かけ寄よると、メイフェリアをラクウェルの手から受け取った。


　朝食の用意の間くらい、そこら辺に寝かせておけばいいようなものだが……赤ん坊というのはちょっと目を離はなすと何をしでかすか分からない。それはこの三日でパシフィカもよく分かっていた。


　昨日も……彼女がうつらうつらしている間に、ふと外はずれてしまった髪かみ留どめを、メイが呑のみ込んでしまった時は、どれだけ寿命が縮ちぢむ思いをしたか。その時はシャノンがメイを逆さにぶら下げて、吐はき出させたが。


「にゅー。おねむですか、メイ」


「ああぶう」


「んん？　なになに？」


「ぶう……あぶぶ」


「うんうん、よかったねえ」


　どうみても成立していない会話を繰くり返しながら、パシフィカはメイフェリアの顔をのぞき込み、頰ほおずりし、つんつんと頰を指先でつつく。


　シャノンは無言で、メイフェリアを抱く妹の姿を眺めた。


　パシフィカの仕し草ぐさには確たしかに寝不足の疲れが見えるのだが……しかし、おしめだ、離乳食だ、夜泣きだ、とあれだけ悩なやまされながらも、可か愛わいくて仕方ないといった様子で、彼女はメイフェリアをあやしている。


　最初は、犬や猫ねこのような愛あい玩がん動物を可愛がる感覚と、同じだろうとシャノンは考えていたのだが……どうも違うようだ。


「はあい。ママでちゅよお」


「あだあ」


「噓うそを教えるな、噓を」


　シャノンの突っ込みは無む視しし、しかしパシフィカはメイフェリアをこちらに向けて言う。


「はあい、あれがおじーちゃんですよお」


「だあだあ」


「……せめてパパにしてくれ……」


　言いながらもシャノンは内心、眉まゆをひそめていた。


　ラクウェルの手つきと、パシフィカのそれとが、明らかに違っているのだ。


　ラクウェルのメイフェリアに対する扱あつかいは、やや事じ務む的、作業的な動きだ。過去に何度も他家の子供や妹の面倒を見てきた彼女は、力の抜ぬき加か減げんというものを知っている。


　だがパシフィカのそれはやたらと気が入っている。あれでは育児の疲れも相当なものになるはずだ。


　だが、可愛くて可愛くて仕方のない……そんな心情がはっきりと、パシフィカの手つきだけでも分かる。


　まるで、初めて……しかも半なかば以上諦あきらめていた我わが子を授さずかった、母親のように。


（あの馬ば鹿か……）


　シャノンは視線を妹と赤ん坊ぼうから外すと、川岸にしゃがみ込んで水を手ですくう。


（また、つまらん言い訳わけを、自分にしてるんじゃないだろうな……）


　冷たい水に頰を引き締しめつつ、彼はそんな事を考えていた。








　ぎちりと音をたてて轍わだちがきしむ。


「……ご苦労」


　そう言って御ぎよ者しやをねぎらうとクリスは馬車から降おりた。御者は小さく一礼して裏うらの馬小屋へと馬車を運んで行く。


「やっぱり僕ぼくは貴き族ぞくには向いてないな」


　馬車を門の前で見送りながら苦く笑しよう気ぎ味みにクリスは呟つぶやいた。


　王おう城じようからこのバイラッハ邸ていまで……歩いても、さして時間はかからない。徒歩で済すむ距きよ離りにわざわざ馬車を用いる労力を思うと、クリスはやはり馬鹿馬鹿しいと思ってしまう。


　それでも一応、彼が馬車を使用しているのは、単に貴族が徒歩で登下城をすれば、かえって目立つからだ。


　元々フォルシスとの交遊や彼自身の容よう姿しのせいで、彼は必要以上に注目を集めている。これ以上目立てば、任にん務むにも差さし障さわりが出そうだ。


「……あんまり暗殺者にも向いてないかも」


　さらにそう呟くと、クリスはバイラッハ邸の門をくぐった。
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　建前だけの養よう子し縁組ではあるが、一応、任務が終わるまで彼はバイラッハ男だん爵しやく家けの人間である。彼が帰るのは〈オブスティネート・アロウ〉隊たい員いんの宿しゆく舎しや〈クウィーバー〉ではなく、このバイラッハ邸だ。


　ちなみにバイラッハ男爵領は王都ザウエルの北に隣りん接せつしている小さな土地だが、バイラッハ本邸は自領土内ではなく、より利便性の高い王都の一角に置かれている。


　男爵が亡なき今、当主代行の〈バロネス〉がバイラッハ邸の主人だが……あまりクリスは家で彼女と顔を合わせる事はない。どこで何をしているのかは分からないが、家に戻ってくるのは十日に一度というのが現げん状じようだ。


　正式な特とく務む戦せん技ぎ兵へいとして彼女の下に配はい属ぞくされてからもう三年になるが、未いまだに何を考えているのかよく分からない上司である。


「……何か用？」


　クリスはそう言って脚あしを止める。


　門から家の玄げん関かんまでには前庭がある。花か壇だんはあるが、他に大きな構こう造ぞう物ぶつはなく、比ひ較かく的見通しはいい。


　だが……


「……警けい告こくしておく」


　その声は彼の背はい後ごから聞こえた。


　いつでもお前を殺せるぞ、という威い嚇かくの意味なのかもしれないが、クリスは表情を変えない。振ふり向きもしない。


　相手に死角をとらせないのが一流の戦せん闘とう者しや。死角をとられても、その不利をものともしない実力があるのが超ちよう一流の戦闘者だ。


「余よ計けいな首は突っ込むな、バイラッハ卿きよう。男爵……いや、まだ正式な爵位の授じゆ与よさえ受けていない下げ賎せんの若わか造ぞうが、王室の問題に口を出すべきではない」


「随ずい分ぶんとまた、挑ちよう発はつ的だね」


　クリスは微笑ほほえみながら言った。


　一応隠かくれているようだが、相手の気配はつかんである。特に消そうともしていないようだ。余よ裕ゆうか、あるいは威嚇のつもりなのか。


「しかし僕のような『下賎の若造』にいちいち警告を送るなんて、ブレンテン公爵も意外と細かい人だね」


　気配が震ふるえる。図星らしい。


「……公爵を侮ぶ辱じよくするのは許さんぞ、化ばけ物。貴き様さまが元々特務戦技兵だという事は調べがついている。あの〈バロネス〉の手て駒ごまが……」


　そこで声は途切れる。


　玄関が開いて人ひと影かげが出てきたからだ。


「クリス」


　さも当然のように、彼に呼よびかけてくるその人影は……少女だった。


　歳としは恐おそらくクリスより少し上だろう。落ち着いた柔やわらかい微笑みを浮うかべているために、顔の造りよりもまずその表情が印象に残るような……そんな娘である。


　長く伸のばした黒い前まえ髪がみを全すべて後方に流すような髪型のため、露あらわになった額ひたいが広く見える。卵たまご形がたの顔の中で、笑っているせいか、元々細いのか、切れ長の細い黒くろ眼めがクリスを見つめていた。


「ジル……？」


「……クリス」


　ジルと呼よばれた少女は微び笑しようをわずかにも崩くずさずに首を振ふった。その表ひよう情じようの揺ゆるぎのなさは、むしろ笑え顔がおの仮面を着けているようにも見える。


　可か愛わいらしい笑顔だ。それは間ま違ちがいない。魅み力りよく的でもある。だが……その微笑を見ていると、表情が完成され過すぎていて、他の顔が想そう像ぞうできない。


　それは笑顔という名の無表情だ。


「おねーさまと呼んでくれないと、私、泣いちゃうから」


　少女は笑顔のまま……しかし三流役者もやらないような棒ぼう読よみ口調で言った。


「…………」


　顔をしかめて黙だまり込こむクリスを見ながらジルと呼ばれた娘は首を傾かしげると……やはり笑顔は何かで固めてあるかのように歪ゆがまない……さっと周囲を見み渡わたして言った。


「お話中？　続けて、続けて」


　驚きよう愕がくの気配が、揺れる。クリスにはともかく、他の人間に存在を察知されるとは思っていなかったのだろう。


　だとすると……この少女の正体にはまだ調べが及んでいないらしい。


　足音も衣きぬ擦ずれの音もなく、しかし素早く気配が遠ざかる。言葉通りの警告が目的だったのだろう。


「……いいの？」


「いいよ。用は済すんだみたいだ。ところで、何しにわざわざ……？」


「可愛い弟を出で迎むかえに」


「……うれしくて涙なみだが出そうだよ、ジルヴェステ・バイラッハ」


「……………」


　笑顔は髪の毛一ひと筋すじぶんも揺るがぬまま、静かにだくだくと涙を流し始めるジルを見て、クリスは顔をしかめた。この少女に泣かれると、人形が音もなく泣いているみたいで、変に怖こわい。


「……もとい、おねーさん」


　その一言で、ぴたりとジルの涙るい腺せんが活動停てい止しする。どうも出し入れ自由自在らしい。


「お母様からの伝言。『今日は家族揃そろってエビをたくさん食べましょうね』って」


「分かった」


　前もって打ち合わせてあった文句。


　第四特とく殊しゆ部ぶ隊たい〈クリムゾン・ソード〉の詰つめ所〈スカバード〉にて時じ刻こく一八：〇〇に調ちよう査さ状じよう況きようの報ほう告こくを受ける、という意味だ。


「あまり気は進まないけどね」


　どうもクリスは〈クリムゾン・ソード〉の連中が苦手なのだ。


　同じ〈バロネス〉を指し揮き官かんに戴いただく言うなれば姉妹部隊なのだが……〈オブスティネート・アロウ〉と〈クリムゾン・ソード〉、その隊員の傾向は全く違う。はっきり言って得体のしれない連中が多いのだ。この目の前の少女、ジルヴェステを含ふくめて。


　面めん識しきはあったが、共に何かの作戦に従じゆう事じするのは今回が初めてだ。彼女はただの連れん絡らく係がかりに過ぎないと聞かされているが……〈バロネス〉の事だ。単なる連絡役ではなく、クリスの監かん視し役という意味もあるだろう。


　戸こ籍せき上、彼女は姉という事になっている。


　わざわざクリスと同様に自分の養子として側そばに置く以上、それ相そう応おうの能のう力りよくがあると見ていいはずなのだが……彼女の身のこなしなどからクリスが感じる限かぎり、ある程てい度どの使い手ではあっても超一流、というほどではない。


「それと。ネレイディア様から二通目の手紙と、遠くタウルスの愛人から三通目の手紙が来てるわよ」


　やはり笑顔で、しかし感情のこもらない声でジルが言う。愛人というのは、どうもウイニアの事らしい。


「……で、本命はどっち？　おねーさん、誰だれにも言わないから」


（……うちの関係者って、こんなのばっかりだったっけ……？）


　ややげっそりとした表情でクリスは思う。


　元々〈バロネス〉の配下……特に第四特殊部隊〈クリムゾン・ソード〉には情じよう緒ちよ面で問題のある連中が多いと聞いているが。


　やはり子供は普ふ通つうの家庭で育つべきではないだろうか──などと今いま更さらながら、柄がらにもなく常じよう識しき的な事を考えるクリス。


「大丈夫。きちんと内容は一字一句写した上で、回かい覧らん板ばんにして回すようにお母様から言いつかってるから」


「まわすなっ」


　クリスは呻うめくように言った。








　ベルナルデリの街まであと一日余あまり──シャノン達の道どう程ていは順調に消化されていた。


　シャノンは傭よう兵へい二人組がすぐさま最さい襲しゆう撃げきを仕し掛かけてくるかとも思っていたが、今のところ彼等が姿を見せる様子はない。


『事を荒あら立だてるなと言われている』──そんな言葉を背せの高い方の傭兵が言っていた事から、人目を気にして襲撃を見合わせているのかも知れない。街に近くなれば、それだけ街かい道どうですれ違う者の数も増ふえる。


「ま──だからってこのままって事もないだろうけどな」


　傭兵達の身のこなしを思い出しながら、シャノンは言った。


　シャノン達は今──街道脇わきに設もうけられた停てい泊はく所じよに馬車を停とめて、休きゆう憩けいしていた。


　停泊所。


　これは王国政府や地方領主が管理する主要街道の一定距離ごとに設けられた、施し設せつの名前である。地方によって避ひ難なん所じよだの停泊所だの、呼よび方は異ことなるが──要ようするに公設の休憩施設だ。


　停泊所といっても、食事が出るわけでも温かいベッドがあるわけでもない。無人の建物がぽつんと街道脇の空き地に建てられているだけだ。馬車ごと入れる広さの入り口と、頑がん強きような煉れん瓦が造づくりの壁かべ、ベンチ数すう脚きやく、そして雨水を溜ためた井戸があるだけで、他には何もない。要するに廃はい屋おくと大差ない。


　ただ、非ひ常じよう時じにはここにこもって閂かんぬきをかけてしまえば野や獣じゆうや強ごう盗とうなどの脅きよう威いもある程度遮しや断だんできるし、ただでさえ野宿の多い辺へん境きようの旅人達にとっては、風雨をしのげる屋根と壁があるだけでも有あり難がたい。街道の通行税で建てられている施設なので、特に使用料金もかからず、この停泊所の利用者は結けつ構こう、多い。


　定期街道馬車──駅馬車の停車駅としても利用される所もあり、ここはその一つだった。


　普ふ段だん、あまり主要街道を利用しないシャノン達は、この施設を利用した経けい験けんもほとんどないのだが──さすがにここ連日の寝ね不ぶ足そくのために、ここに立ち寄よって休きゆう憩けいすることにしたのである。


　停泊所には他にも十数名の人ひと影かげと、四台の馬車、それに数頭の騎き馬ばの姿すがたも見える。


　あの傭兵達にしろ、パシフィカを狙ねらう殺し屋や王国軍の連中にしろ──これだけ人目があれば、そうそうは襲おそって来るまい。さすがに〈秩序守護者ピースメイカー〉が来ればどうなるかは分からないが……


「はー……ちょっと一息、ね」


　メイフェリアを膝ひざに抱きながら、パシフィカは停泊所の隅すみのベンチに座すわって言う。


「あー……」


　隣となりのベンチではシャノンがだらしなく寝転がっていて、だらけた声で応じてきた。ラクウェルは、停泊所の裏うらで遅おそめの昼食を作っていて、姿は見えない。


　今、メイフェリアは眠っている。眠っているからこそ、停泊所にシャノン達は立ち寄よれたのだ。


　今け朝さから──いや、夕べからメイフェリアは泣き通しなのである。起きては泣き、離り乳にゆう食しよくを食べ、また泣き、そして疲れて眠る。その繰くり返しだ。その繰り返す間かん隔かくが普通の人間の一日よりも短いために、どうしてもシャノン達は寝ている間にその泣き声でたたき起こされる事になる。


　しかも、ただ単におむつが気持ち悪いとか、お腹なかがすいたとか、そういう泣き声だけでもないらしいのである。離乳食をやろうがおむつを換かえようが、メイフェリアは泣きやまない。


　やはり母親がいなくなったのが不安なのだろうか。


　それとも他に原げん因いんでもあるのか……


　何にしても、赤ん坊の泣き声というものは、聴きく者の神しん経けいを徹てつ底てい的にすり減へらす。二日三日は眠らなくても常人並に動けるシャノンとて、これには参っているらしい。


「何がいけないのかなあ。やっぱりお母さんじゃないと駄だ目めなのかな」


「さてな。メイに尋たずねてみる訳わけにもいかんし」


　げっそりした様子のパシフィカに、やはりげっそりした様子で応じるシャノン。


「シャノン兄の経けい験けんからして、何か思い当たる事はないの？」


「おまえは……俺おれの覚えてる限かぎりじゃ、大体、おむつ、腹減へった、この二点だけだったからなあ、泣くのは」


「なんかすごく私が現げん金きんな赤ん坊ぼうだったように聞こえるけど」


「いや、実際そうだったし──ていうか、今でもか」


「なんでよ」


　などと言い合う二人の声にも、力がない。


「何が言いたいんだろうなあ、全く」


　シャノンはため息をついてメイフェリアの頰ほおをつつく。


　すると──


「あばあ……」


　メイフェリアがうっすらと眼めを開いた。


　シャノンが表情を強こわ張ばらせて自分の指先を見る。


「あ、まずい──」


「シャノン兄の馬ば鹿かっ!!」


　二人して慌あわてて立ち上がるが──もう遅い。


　次の瞬しゆん間かん。


「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああー!!」


　停泊所全体を揺ゆるがすほどの──というと少々大おお袈げ裟さだが、シャノン達にはそれくらい大きく響ひびいているように感じられた──声でメイフェリアが泣き始めた。


「しまった……」


　二人してどうしたものかと顔を見合わせる。


「うるせーぞ、そこっ!!」


「ガキ泣かせるなっ!!」


　停泊所のあちこちから、声があがる。


　元々旅の疲つかれを一時的とはいえ取るための施し設せつだ。程度差はあっても、誰だれもが疲れている。時間的には正しよう午ご過すぎだが、仮か眠みんをとっている者も多い。そこでけたたましい赤ん坊の泣き声を聞かされれば、苛いら立だちもするだろう。


「すいません、すいません」


　そう四方八方に謝あやまりながらシャノン達はメイフェリアを抱いて停泊所から出ようとする。


　だが──


「赤ん坊は泣くのが商売なんだよ！」


「そうだよ、大の男が赤ん坊の泣き声くらいで怒ど鳴なってんじゃないよ！」


　女の──それも中年の錆さびと深みを薄うすく含ふくんだ──声が響く。駅馬車の中からだ。


　シャノン達が見ると、駅馬車の客室から、数名の人ひと影かげが降おりてくるところだった。男もいれば女もいる。年ねん齢れいも様々で下は二は十た歳ち程ほどから上は老ろう婆ばと呼よべるような歳としの女性もいる。全体的に見れば、ごく普通の……ごく平凡な旅行客達だった。


　ただ……


「あんたらだって生まれた時は、赤ん坊だったんだろ！」


　旅行客の中の女性達が、先に怒鳴った男達に言う。


　男達は一いつ瞬しゆんむっとして反はん論ろんしようとしたらしいが……


「けっ──」


　両手を腰こしに当ててにらんでくる女達の表ひよう情じように何を見たのか──ベンチの一つに寝ころんでいた男の一人が、決まり悪そうに身じろぎすると、シャノン達に背せを向けて毛もう布ふを頭から被かぶった。


　一人が引き下がると、後は簡かん単たんだった。怒ど声せいを発した他の者達も、自分だけ意地を張はるのも恰かつ好こうが付かないと思ったのか……皆、決まり悪そうな表情を浮うかべたり、肩を竦すくめて苦く笑しようしたりして、停泊所を出るなり、再ふたたび寝入るなりしてしまった。


「はー……」


　感心したようにパシフィカが周囲を見回す。


　あるいは男達が引き下がったのは、女達の声や表情が、憎ぞう悪おや敵てき意いをぶつけるようなものではなく、まるで──駄だ々だをこねる子こ供どもを叱しかるような響きであったからかもしれない。


「あ、あの……」


　パシフィカとシャノンがどう反はん応のうしたものかと困こん惑わくしていると、旅行客達はぞろぞろと近づいてきて、二人を囲んだ。彼等は交こう互ごにパシフィカを──というか、パシフィカが抱いているメイフェリアをのぞき込んで言った。


「ああ、こりゃまたえらい勢いで泣いてるねえ」


「おーよしよし。大丈夫、大丈夫だからね」


「おしめは？」


「おっぱいは、やったかい？」


　メイフェリアを苦笑気味に眺ながめる男達、そして交互に尋たずねてくる女達。


「あ、えと。おしめは換かえたばっかりで、離乳食も──」


「駄目だよ」


「そうだよ、あんた。まだ完全に離り乳にゆうできてないんだろ、この様子じゃ」


　慌てて言うパシフィカに、女達は首を振ふった。


「え？　でも離乳食は──」


「あーもう、これだから最近の子は！」


　女達は呆あきれた、といった様子で顔を見合わせた。


「赤ちゃんは、急に離乳食に切り替かえられると、不安がるのよ。お母さんのおっぱいをしゃぶってるのは、何もお乳ちちを飲むためだけじゃないの。だから、しばらくは離乳食と母乳を併へい用ようしないと。いきなり離乳食だけになったら、そりゃ赤ちゃんも泣くよ」


「あー……なるほど」


　経験者らしき自信に裏打ちされた女達の言葉に、シャノンは頷うなずいた。


　要するに、まだ十じゆう分ぶんに離乳の終わっていない赤ん坊にとって、母親とは自分を見つめる顔よりも、自分を抱く腕うでよりも──まず自分にお乳を与えてくれる乳ち房ぶさの印象が強いのだろう。


　思えば、シャノンの記き憶おくの中でも、母乳が出もしないのにキャロルが胸むねをはだけてパシフィカを抱いていた光景が残っている。あれは、彼女がそうやってパシフィカを安心させていたのだろう。


「おっぱいをしゃぶらせてあげないと」


「え？　いや、あの──」


　しばらく女達の言葉を吟ぎん味みしてから──要するに自分がどう見られていて、何を求められているのかが、ようやくパシフィカには分かった。


「そ、そんな事──」


　だが、躊躇ためらってる間も、メイフェリアは泣いている。泣き始めのような爆ばく発はつ的な勢いきおいはないが、かえって苦しそうにひくひくと息いき継つぎをする音が、耳に障さわった。


「そうよー。赤ちゃんは大体、おっぱいしゃぶらせてやったら泣きやむから」


「ほらほら。泣いてるわよ。おーよちよち」


「別に初めてってわけでもないでしょ」


「どうしたの？　ひょっとしてお乳が出ないの？」


　パシフィカの様子を訝いぶかしんで、女達の一人が尋ねてくる。


「出なくても口に含ふくませてやれば、赤ちゃんは安心するものなのよ」


「いや、だからですね。その──」


「こいつの赤ん坊ぼうじゃないんですよ」


　女達の放つ圧力──というか何というか──に気け圧おされてしどろもどろのパシフィカに代わり、横からシャノンが口を挟はさむ。


「実はここへ来る途と中ちゆうで──捨てられていた子で」


　細かい経けい緯いを説明するのが面めん倒どうなので、シャノンはメイフェリアを預あずかった顚てん末まつについてはごまかした。


「まあ──ひどいねえ」


「こんなに可愛いのにねえ」


「可愛そうにねえ」


　旅行客達は口々に義ぎ憤ふんを口にする。


「どこか大きな街で、施設に預けようと思ってます。さすがに俺おれ達たちは旅の途と中ちゆうで責任を持って面倒をみれませんしね」


　シャノンは肩かたを竦すくめて言った。


「そうか──しょうがないなあ」


「しかしこりゃどうしたもんかね」


「せめて今だけでもおっぱいを──」


「あ。じゃあさ……」


　何やらごそごそと話し合っていた旅行客達は、一いつ斉せいに後ろの方を向くと、後方にいた、一人の女性を前の方に押おし出してきた。


　若わかい──恐おそらくは旅行客達の中では一番若い女性だろう。二は十た歳ちほどであろうか。歳としの面だけでいえば娘むすめと表してもいい。フードつきのやたらと地味な服を着て、長い黒くろ髪かみを大きく結ゆい上げているためか、妙みように大人おとなびた印象はあったが。


　そして──その娘の胸むな元もとには、紅あかい布ぬのの包みが抱だかれていた。


「あ……！」


　パシフィカが声を上げる。


　その紅い包みの中から、冗じよう談だんのように小さな手が出ていたからだ。


「アイリンさん、ちょっと乳う母ばの代わりでもしてやってくれんかね」


「……いいですよ」


　淡あわい苦笑を浮かべるとその娘はパシフィカに歩み寄よった。


「ちょっと、この子をお願いします」


　娘が傍かたわらの中年女性に赤ん坊を託たくす。その中年女性も赤ん坊の扱あつかいはよく心得ているのか、「あいよ」と頷うなずいてその娘の赤ん坊を気軽に抱き上げた。


「はいはいクープちゃん──ちょっとおばさんと遊ぼうねー」


「──貸して」


　両手を差し伸のべて娘が言う。


「え？　あ……はい」


　パシフィカが言われるままにメイフェリアを渡わたすと、娘は微み塵じんの躊躇ためらいも見せず、旅たび装しよう束ぞくで固めていた己おのれの胸元を、片かた手てで器用に開いた。


　そう大きくはないのだが……母ぼ乳にゆうで張はったその乳房が、『母親』を主張している。


　それが赤ん坊の眼めにも分かるのか……彼女が優やさしく自分の胸元にメイフェリアを抱き寄せると、メイフェリアの小さな口は、当然のような調子で彼女の胸に吸すい付いた。


「うん……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ？　大丈夫だから──」


　娘のかける声が分かっている訳わけでもあるまいが──メイフェリアはすぐに安心した様子で彼女のおっぱいを吸い始める。小さな口と喉のどが精せい巧こうな玩具おもちやのようにちょこちょこと動く様は、やはり理由もなく見る者を微笑ほほえましい気持ちにさせた。


「ははあ……」


　ただただ感心した様子で、パシフィカはメイフェリアと黒髪の娘を眺ながめる。


　パシフィカとそう変わらない歳である筈はずなのだが──娘の姿には赤ん坊という存そん在ざいに対する、絶ぜつ対たいの自信とでも言うべき何かが見えた。


　お腹なかを痛いためて生んだという実感か？


　それとも経けい験けん者しやとしての余よ裕ゆうか？


　それとも──


「母親……か」


　感かん慨がい深そうに言うシャノン。その横顔を、パシフィカは不思議そうに眺める。


　そして。


「……あ」


　ただひたすら感心した様子で──剝むき出しの娘の胸元を眺めているシャノンに気づいて、パシフィカは思いっきり彼の尻しりを蹴け飛とばした。








　長く薄うす暗ぐらい廊ろう下かを彼は歩く。


　まるでその長さがそのまま権けん威いを維い持じするために必要なのだと設計者が信じているかのような、無意味に長い通路。一定間かん隔かくで設もうけられた窓まどの外には、白昼の情じよう景けいが惜おしみなく広がっているはずなのに……光や音さえ無ぶ遠えん慮りよに入るのを躊躇ためらうかの如ごとく、この細長い空間には独特の薄暗さと静けさが澱よどんでいる。


　ただ響くのは彼の靴くつ音おとのみ。


　この場に立ちこめる気配を重圧と感じる者もいるだろう。だが彼はこの長い廊下を気に入っていた。ここを歩く時……その長い道程をゆっくりと辿たどる時、彼は密ひそかな愉ゆ悦えつを感じる。


　それが自分の支配する場ではなくても。


「アチンソン様」


　ふと声がかかる。


　扉とびらの一つが開いていたようだ。その向こうにメイド服姿の若い娘が立っている。彼の……ロイ・アチンソンの記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、確たしか今週の厨ちゆう房ぼう係がかりを命じておいたメイドの一人だ。


　メイドは不安げな表情を見せている。ロイが視線で続きを促うながすと、彼女はすがってくるような表情で言った。


「奥おく方がた様さまは……」


「相も変わらずふさぎ込こんでおられる」


　彼は慎しん重ちように言葉を選んで言った。無責任な小間使い風ふ情ぜいに余計な情じよう報ほうを与あたえれば、どんな噂うわさが立つか、分かったものではない。


「心配です……ほとんどお食事にも手をつけられずに……」


「確かに心配だ」


　彼は本心から頷うなずいた。もっとも彼の心配はメイドのそれとは意味が異ことなっていたが。


　テルマ・ヘッケランにはもう一度、子供を生んでもらわねばならない。出産不能なまでに衰すい弱じやくされては彼の悲願も水あ泡わと消える。


「だが時間のみが良薬という場合もある。私達が余計な事をしても奥方様の気が晴れるという訳わけでもなさそうだ。君は君の仕事に専念したまえ」


　そう言われてはメイドに返す言葉はない。何といっても相手はヘッケラン公こう爵しやく邸ていを事実上取り仕切る執しつ事じなのだから。


　朝食の用意をすべく厨房へと去って行くメイドの後ろ姿を見送りながら、彼は小さく呟つぶやいた。


「無論……彼女にはどうあっても健康になっていただく」


　どんな手段を使ってもだ。


　方法はある。肉体さえ受じゆ胎たい、出産に耐たえるのであれば、精神が健けん常じようである必要もない。


　むしろ問題は……


「後こう顧この憂うれいは確かく実じつに断たっておかねばな」


　そう呟くロイの表情は……恐ろしいほどの酷こく薄はくさを呈ていしていた。








　──かろんかろんかろん──


　駅えき馬ば車しやの御ぎよ者しやが鐘かねを振ふる。


「ありがとうございました」


　ラクウェルが馬車の窓まど越ごしに、旅行客達へ礼を言った。シャノンと、メイフェリアを抱いたパシフィカも軽く会え釈しやくする。


　簡単な昼食と休きゆう憩けいを済すませ──駅馬車は再ふたたび街かい道どうに出る時間である。ベルナルデリの街から来たこの駅馬車は、主要街道を通ってパウザ領りようの方へと向かうそうだ。つまりシャノン達とは全く逆ぎやく方向に動くことになる。


　恐おそらくもうシャノン達と、旅行客達が逢あう事は二度とあるまい。


「元気でね」


　我わが子を抱いた黒髪の娘が、柔やわらかに微笑ほほえむ。彼女の後ろでは他の乗客達も笑顔で窓越しにシャノン達を見下ろしていた。


「ほら。クープ……さよならーって」


　黒髪の娘は、我が子の小さな手をつかんでちょこちょこと左右に振って見せた。
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「あ、さよならーっ」


　パシフィカもメイフェリアの手を持って左右に振る。


　ほんの数時間のつきあいであったが──寄よる辺べなき旅人達にとっては、これも一つの出会いと別れだ。実のところシャノン達は彼等の名前さえはっきりとは聞いていないが──行きずりの出会いとは、そういうものであろう。


　しかし──


　がろがろと音をたてて駅馬車が進み始める。


「やっぱ母親ってのは違うよな……」


　ゆっくりと動き出す馬車を眺めながらシャノンは言った。


「シャノン兄──」


　パシフィカが眼めを細めて言う。


「助平」


「？──何の話だ」


　怪け訝げんそうにシャノンは妹の顔を見る。


「ちょっと母ぼ乳にゆうで張はってただけじゃないの」


「だから何の話をしてるんだ、おまえは」


　ため息をついてシャノンは視し線せんを去って行く馬車に戻もどした。


　男達を叱しかりとばした中年女性。


　メイフェリアに母乳を分け与えてくれた娘。


　彼女らの中には『母親』があった。


　弱い弱いと言われる女性の中に──ある日突とつ如じよとして目覚める強さと自信。


　それはかつて……シャノンが母キャロルに見ていた何かでもある。


　母性。そう呼よばれている何か。


　それが彼女らの表情にはあった。


　ふと──シャノンは思う。


　パシフィカやラクウェルも、いつか、あんな顔をするようになるのだろうか。


　想そう像ぞうしにくいが……しかし……


「どうしたの？」


　シャノンの笑みが微妙に変わったのに、気づいたのだろう。パシフィカはメイフェリアと一いつ緒しよに身体からだを傾かたむけて、シャノンの顔を下からのぞき込む。


「いや……ちょっとな」


　そう言ってシャノンは苦く笑しようした。


「さて、俺おれ達たちもそろそろ出発するか」








〈スカバード〉の廊ろう下かをジルと共に歩きながら、クリスは少々眉まゆをひそめていた。


　ここに至いたるまでに何人かの第四特とく殊しゆ部ぶ隊たい〈クリムゾン・ソード〉の特務戦技兵とも顔を合わせているが……どうにも得え体たいが知れない。


　表情がなかったり、逆ぎやくに四六時中、壁かべを向いて笑っていたり、夢遊病者のようにふらふらと敷しき地ち内を歩き回っていたり。


　端たん的てきに言ってしまえば壊こわれる寸すん前ぜんか、あるいは壊れきったような連中がやたらと多いのだ。


「怖こわい？」


　半歩先を歩くジルが尋たずねてくる。


「怖いね」


　クリスは正直に言った。


　彼等の……ジルも含めて……強さがその物もの腰ごしから、計れない。どう見ても素人しろうと以下のような身のこなしをしている連中が多いのだが、ただ情じよう緒ちよの壊れただけの人間なら、特殊部隊として編成する意味がない。


　彼等には〈クリムゾン・ソード〉として選ばれた何らかの特とく質しつがあるはずなのだ。


「僕も詳くわしい事は聞いていないからね、君たちについては」


「クリス」


　ぴたりと脚あしを止めて、ジルが振ふり返る。


「……失言だった、おねーさん」


　笑え顔がおのまま、滂ぼう沱だと涙なみだを流し始める義ぎ理りの姉を眺めながら、クリスは言った。どうもこの少女も扱あつかいに困こまる。


　再ふたたび歩き出しながら、ジルが言った。


「あなた達とは正反対の思想で、ここの特務戦技兵は集められたの」


　淡たん々たんとジルが言って寄よ越こす。


「あなた達は、高度な訓練により汎はん用よう性せいの高い柔じゆう軟なんな戦闘兵器として完成された。少数ながらも高こう性せい能のう、ほぼ能のう力りよくが均きん質しつで、運用上の癖くせもない、使いやすい駒こまとして」


「そうだね」


　クリスは頷うなずく。今いま更さらその事実に感じるところは何もない。


「私達は逆。個々の特殊能力を徹てつ底てい的に伸のばす事で、特殊兵器として完成された。私達は訓練で伸ばす事はできても、改めて得る事はできないような能力を持っている、特殊な人間。だから汎用性は低いし、癖くせがあるので駒こまとしては使いにくい」


　その説明でクリスの脳のう裏りにひらめく単語が一つあった。


「〈異能者ピキユリアン〉……」


「〈魔の落とし子スパウン〉の方が、一いつ般ぱん社会では通りがいいけれどね。でもその特殊能力を伸ばすという事は、決して幸せな事ではないのよ」


　相変わらずジルの声に変化はない。


　柔らかい口調だが、そこには何の感情も込められていない。ただの棒ぼう読よみだ。


「多くの場合、その能力は感情の高まりによって発はつ現げんするの。だから、必要な時に自分の感情を高め、それ以外では感情を圧あつ殺さつできるように……自由自在に制せい御ぎよできるように、色々な方法が採とられたわ。催さい眠みん暗あん示じ、薬やく物ぶつ投とう与よ、その他諸もろ々もろ」


「…………」


「当然、途と中ちゆうで首を吊つった者もいるし、訓くん練れん過か程ていで完全に『壊れて』しまった者もいる。候こう補ほ生の生せい存ぞん率りつはひょっとしたら〈オブスティネート・アロウ〉よりも低いかも。私達が鍛きたえられたのは、身体からだではなく、心というわけね」


　それを果たして鍛えると言っていいのかどうか。クリスには疑ぎ問もんだった。


「一つ聞いていいかな？　ジルねーさん」


「何？」


「君の能力は、何？」


「私達の能力は君のそれに比べると外げ道どう。だから種明かしは一回切り。相手が死ぬ時だけなの」


「……それはおっかないね」


「冗じよう談だんよ。私の能力は未来予知。時間に反はん比ぴ例れいして精せい度どが高まるから、一いつ瞬しゆん先の動きなら、まず間ま違ちがいなく予知できる」


　そう言った瞬間、ジルの鼻先をクリスの貫ぬき手てがかすめた。


「……ね？」


　ふと……ほんの少しだが、ジルの笑みが深まっているのに、クリスは気付いた。


「なるほど」


　今のはクリスの技を避さけたのではない。


　明らかに彼女はジルがどこに、どういう角度、速さで攻こう撃げきを繰くり出すか、知っていたのだ。


「ちょっと手て強ごわいな」


「それはどうかしらね。私の予知以上の速さで君なら動けそうだけどね。何にしても私達は特とく殊しゆ用よう途と専せん門もんの、特殊兵器よ。特定条じよう件けん下かでは君よりはるかに強いけど、他の場合は君の足あし下もとにも及およばないわ」


「なるほどね」


〈オブスティネート・アロウ〉に比べて、〈クリムゾン・ソード〉の特務戦技兵が実際の任務に就つく事が少なく、また機き密みつ性も高いのは、そういった理由があるからだろう。


　ラインヴァン王国軍の特殊部隊の中でも、さらに彼等は特殊なのだ。


「ところで、〈バロネス〉の呼よび出しについては何か聞いている？」


「少しは。でも直ちよく接せつ聞いた方が早いわよ」


　そう言うとジルは一ひと際きわ大きな扉とびらの前で立ち止まり、軽く叩いた。


「ジルヴェステ・バイラッハ、クリストファ・バイラッハ、出頭しました」


「お入りなさい」


〈バロネス〉の声が扉越しに届とどく。


　ジルとクリスは両開きの扉のそれぞれ右と左を押し開きながら、中に入った。


　そこは──食堂であった。


　ただ食事をするためだけとは思えないほど、広い空間。その床ゆかには、恐おそらく小さな民家であれば一いつ軒けん丸ごと建てられそうな面積がある。


　中央には、白い布ぬのの掛かかった、やたらと細長い食卓が置かれている。そしてその食卓の大きさに比べれば、あまりにも数少ない椅い子すが、一方の端はし──部屋の奥側に偏かたよって並べられていた。テーブルの上には、魚介類を主体にした夕食が三人分、並んでいる。


　蒸しエビもある。『今日はエビをたくさん食べましょうね』……単なる暗あん号ごうのはずなのだが、本当に出して来るところは、〈バロネス〉なりの茶目っ気かもしれない。


「お座すわりなさいな」


　食しよく卓たくの向こうに立っていた〈バロネス〉は、クリスとジルに着席を促し、自分も椅子に座る。とりあえず二人が着席し、目線で次の行動の伺うかがいを立ててくるのを待って──バロネスは言葉をつないだ。


「現げん状じよう報ほう告こくを聞きましょうか──」


　眼鏡めがねの奥で〈バロネス〉の目が細まる。


　クリスは素早く今までの成果を脳のう裏りにまとめ上げた。書類は必要最小限しか作らない。どれだけ厳げん重じゆうに管理しても、文字として記されている以上、他人に盗ぬすみ見られる可か能のう性せいがあるからだ。


「で──クリスとネレイディア様とはどこまでいってるの？」


「懸け想そう文ぶみらしきお手紙が、今月に入って二通……」


　答えたのは、クリスではなく、ジルだ。


「あらま、意外と奥おく手てね、クリス。もう唇くちびるくらいは奪うばってるのかと思ったら、まだ文通？」


　クリスは思わず椅子から滑すべり落ちそうになるのをこらえながら、静かに、しかし明めい確かくな非ひ難なんの響ひびきを込こめて言った。


「〈バロネス〉……」


「これは冗談じゃなくて。ネレイディア・プレッシンとは親しくしておきなさい。彼女は、使えます」


「調査に……ですか？」


　クリスが眉まゆをひそめて言う。


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉の調査に関してもそうだけれど……少々軍と、王室周辺で妙な動きがあるの。中心はペータシュタール伯はく爵しやくだけれど、その動きの中には、プレッシン伯爵もいるわ。ネレイディア・プレッシンを押さえておいて損そんはないわね」


　平然と語る〈バロネス〉と平然とそれを聞くクリス。人を駒こまや札、あるいは消しよう耗もう品ひんのように考える事に、今いま更さら、抵てい抗こうを覚える者達ではない。


　冷れい酷こくというわけではない。必要ならば自分の思考から情じよう緒ちよを切り離はなせる人間、という事だ。王国の暗部を支ささえる者達には必要な技ぎ能のうである。


　きれい事だけで国家は救えない。


「場合によっては、今の調査を一いつ旦たんうち切って、別の任にん務むについてもらうかもしれないわ。マウゼル教教会の方も幾いくつか動きが出ているし、思いの外ほか、事じ態たいの進行が早いのよ」


「それは……」


　クリスの脳裏を深しん刻こくな一語がよぎる。


　叛はん乱らん。


「最悪……小規き模ぼではあるでしょうけど、この王都が戦場になるわね」


「…………!!」


　クリスの目が険けわしさを帯びる。ジルは相変わらず笑顔のまま。まるで〈バロネス〉とクリスの会話の中身が聞こえていないようにさえ見える。


「まあ、その事についてはいずれ。それよりも、本来の調ちよう査さの方だけれど？」


「記録は一通り……フォルシス殿でん下かのご協力で、王室資し料りよう室しつも調べましたが、綺き麗れいに消されています。ただ、当時の〈グレンデルの託たく宣せん〉の儀ぎに出席していた貴き族ぞく、官かん僚りよう、高位神官については、当時の登とう城じよう記録と、会議名めい簿ぼの出欠簿から数名、それらしき名前を探さがし出しました。合計六名。内、ホーグ枢すう機き卿きよう、クノーブル子爵、ベルグマン外務卿には接せつ触しよく済ずみですが、まだ意味のある情報を引き出せる段階ではありません。他はまだ……」


「専せん門もん外の任務結果としては、上出来よ。そのまま続けて頂戴。うち切る場合はまたジルに連れん絡らくさせます。それからジル……」


「はい」


「例の件けんの判はん定てい結果は出た？」


「出ました。私の能力を基き準じゆん値ちとして、それと同等か、上回る結果を出せたのは、ニドルス、マローン、アルドリットの三人です」


「……ジルを入れて四人ね。クリス」


「はい？」


「あなたから見て、〈オブスティネート・アロウ〉の特とく務む戦せん技ぎ兵へいの中で、能力の高いと思われる者を十五名ほど、挙げておいて。こちらでも候こう補ほ者しやは選出するけれど」


「……まさか」


　自分とほぼ同等の戦せん闘とう能力を持つ少年少女達……即そく座ざに数名の名前を脳のう裏りに浮うかべながら、クリスは硬かたい声で言った。


「言ったでしょう。最悪、この王都は戦場になるわよ」




　第四章　再戦







　ベルナルデリの街。


　地方都市としては大きな方であろう。マウゼル教の巡じゆん礼れい地ちの中でも特に大きなこの街は、交こう易えき地ちとしても有名である。街の南側には運うん河がも引かれ、川の流れに船を任まかせていれば、わずか半日で海にも出る事ができる。


　現げん領りよう主しゆはヘッケラン公爵。まだ三十代半なかばと若わかく、比ひ較かく的てき温おん厚こうだが、いま一つ覇は気きに欠けるとも言われている人物である。


「まあ、あそこは執しつ事じがしっかりしてるからねえ。元々は奥おく方がた様さまの家からついてきた、侍じ従じゆうなんだけど」


　……などという情報を、シャノンはわずか一時間グロツクの間に鼓こ膜まくがめげるほど、聞かされ続けていた。


「はあ……そうですか」


　シャノンは何とか面めん倒どうくさそうに声がだれるのを押さえ込み、相づちを打っていた。


　見み渡わたせば広がる緑の大地。


　ここはベルナルデリ郊こう外がいに位置する酪らく農のう場じようである。草原の一部を、柵さくで切り取っただけのような場所だが、近くの森の一部も取り込こんでいるようだ。


　あちこちにのんびりと草を喰はむ牛の姿が見える。大きな畜ちく舎しやの向こう側には馬用の放牧場もあり、シャノン達の馬車はそちらに停車させていた。


　シャノン達はメイフェリアに飲ませるための牛ぎゆう乳にゆうを分けてもらうため、ここに寄よった。


　気のいい農場主の細君は、『困こまった時はお互たがい様』と、金も取らずに携けい帯たい用の樽たる一いつ杯ぱいに牛乳を分けてくれたのだが……ふだんの生活によほど退たい屈くつしているのか、シャノン達を捕つかまえたまま、もう一時間以上もの間、世間話を一方的にしゃべっている。


　シャノンはもういい加か減げんうんざりしているのだが、彼の隣のパシフィカはというと、メイフェリアを抱いたまま、興きよう味み津しん々しんといった様子で話を聞いている。つきあいがいい、というよりも単にうわさ話の類たぐいが好きなのだ。


　ついでに言うとラクウェルは馬車の番をしているので、ここにはいない。


「奥方様も最近は、あんまり表に出てこられないけどねえ。ご懐かい妊にんされたってお話も大分前に聞いたけど、どうなったのかしら」


「……ご懐妊……」


　シャノンはふとメイフェリアの方に視し線せんをやる。まさかその領主の娘むすめが実はメイフェリアだった、などという偶ぐう然ぜんは、ないと思うのだが……


「なんていっても地方領主の中では指折りの名家だった実家が、ああなっちゃったから気落ちされるのも仕方ないけど……あ、知ってる？　例のコッフェル伯爵家の話」


　小太りの陽気な中年女じよ性せいは、まるで軍事機き密みつでも話すかのように、声を潜ひそめてシャノンに顔を寄せる。シャノンは半ばうんざりしながらも、つきあいで、パシフィカは勢いきおい込んで、耳を寄せた。


「なんでも、伯爵様自身がとても優ゆう秀しゆうな魔ま導どう士しだったらしいんだけど……八年前に、御領地で何だか大きな魔法の実じつ験けん中に、お亡なくなりになったっていう話よ。今でもお屋や敷しきはおろか、その直ちよく轄かつ領りようごとごそっと消えて……」


「……〈奈落ギンヌンガガプ〉事件か」


　シャノンが口の中で呟つぶやく。


　ラインヴァン王国が戦略級攻性魔法と呼よばれる大規き模ぼ魔法の改良実験中……魔導士たちの意い識しき内に設せつ定ていされた仮か想そう空間で疑ぎ似じ起動するはずの魔導式が、誤あやまって現げん実じつ世界に接続されてしまった事じ件けんである。


　元はシャノンも詳くわしくは知らなかったのだが、以前とある事じ情じようでこの戦せん略りやく級きゆう攻こう性せい魔ま法ほうと関わる事があって、ラクウェルから話を聞いた事があった。


「何でも何十万人と死んでしまったらしくって。まあ、直ちよつ系けいのご親族は街と共に消えちゃったみたいだけど、責せき任にんを問われて伯爵家の親族縁えん者じやは軒のき並なみ永えい蟄ちつ居きよ。事実上のお取りつぶしね。ここのヘッケランに嫁とついできていた奥方は、まあ、御処しよ罰ばつを免まぬがれたのだけれど……実験に失敗したのは伯爵様ご本人で、とっくに死んでおられるのにねえ……」


「……そうですね」


　言いながらもシャノンは内心、眉まゆをひそめていた。


　死んでいるからこそ、親族に罪つみが被きせられたのだ。何なん万まん人にんもの死者を人じん災さいで出しておいて、誰も処罰されないでは、民心が収おさまるまい。その責任を徹てつ底てい的てきに追つい及きゆうすれば、実験を命じたラインヴァン王家にも行き着くはずで……コッフェル家の取りつぶしは、その責任追及をごまかすためのものだろう。


　犯人がいて、それが処罰されれば人民は納なつ得とくする。それ以上の事を追及する者はほとんどいないし、いても国家権力の前には個人的な糾きゆう弾だん行こう為いなど挫ざ折せつせざるを得ない。


「あ、すいませんがそろそろ……」


「あらそうお？　ま、しばらく街にいるなら、いつでも牛ぎゆう乳にゆうは分けたげるよ」


「ありがとうございます」


　世間話云うん々ぬんはともかく、心底からシャノンは言った。ぺこりとパシフィカも頭を下げる。


「なんのなんの。私もさ、昔はお乳ちちが出なくて苦労したんだよ。よくうちの牛たちの世話になったもんさね」


「そうだったんですか」


「ま、がんばりな、おとうちゃん。奥おくさんも若いのに大変ねえ」


「…………」


　シャノン。パシフィカ。そしてメイフェリア。この農場主の妻つまが、脳裏でこの三人の間にどういう相関関係図を描えがいているのか、パシフィカとシャノンは、すぐに気付いた。


　確かに、厳きびしい環かん境きようが自立と成せい熟じゆくを要求する田舎いなかでは、十五や十六で結けつ婚こんして子供を産む娘も、それほど珍めずらしくないが……


「いや、俺おれは……」


「ええもう、大変なんです、すごく」


　シャノンの言葉に被かぶせるようにして、パシフィカが言う。


「こんな若い子、お母さんにしちゃって。そっち方面になんて、全然興味ないってな顔しといて、こういう人ほど、凄すごいんだってねえ」


「ええ、それはもう」


「こんの助すけ平べえ。えらく眠ねむそうだけど、夜はちゃんと奥さん寝ねかしてあげなよ？」


「…………」


　シャノンは黙だまって自分の脚あしの上に、密ひそかに……しかしもの凄い勢いで踏ふみ降おろされたパシフィカの靴くつを、眺ながめた。


「それじゃあ、本当にありがとうございました。さあ、行きましょう、ア・ナ・タ」


　にっこり笑ってパシフィカが言った。


　明らかに面おも白しろがっている。下へ手たに弁べん解かいしてもパシフィカを喜ばせるだけなので、シャノンはあえてしかめ面つらのまま……それなりに踏まれた足は痛いたかった……一礼した。








「……何を考えてんだ、おまえは」


　のんびりと酪らく農のう場じようを歩きながら、シャノンは傍かたわらのパシフィカとメイフェリアを振ふり返って言う。


「いいじゃん。面白いし」


　にやにやと笑いながらパシフィカが応おうじる。


「何を照れているの、ア・ナ・タ？」


「やめんか。しかし昨日もちょっと思ったんだが。考えたら……お前もいつかは母親になったりするんだよなあ」


「……ならないって」


　赤ん坊ぼうをあやす妹の姿を見ながら何の気なしに言ったシャノンであるが、何な故ぜか強い口調でパシフィカが断言する。


「なれるわけ、ないよ」


「…………」


　妹の口調に珍めずらしく不ふ機き嫌げんな響きを感じて、シャノンは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。


「なりたいのか？　なりたくないのか？」


　シャノンの問いにパシフィカはしばし考え込むような表ひよう情じようを見せたが……


「……なりたいよ。でも」


　普ふ通つうに恋をして。普通に結ばれて。普通に子を生んで。育てて。


　呆あきれるほどに、どこにでも転がっていそうな未来。それがこの少女にとっては、どれだけ遠い世界の事であることか。


「なら、なれる。そう思わないと何も始まらんだろう」


「……でも、自信がないよ」


　パシフィカは改めて、メイフェリアを抱きしめる。それは子を守ろうとする母親というよりも、むしろ……何かにすがろうとする幼おさな子ごのようにさえ見える。


「自信？　今のお前の様子を見てると、立りつ派ぱにやれると思うけどな」


　明日をも知れぬ運命。


　それ故ゆえにパシフィカは母親になる事を、半ば諦あきらめようとしているのだと、シャノンは思っていたのだが……


「だってこれは……『ごっこ』だもの」


　パシフィカは小さく笑って見せた。


「責せき任にんのない……ただの『遊び』だから」


「…………」


「私は……もし子こ供どもを生んでも、愛してあげられる自信がないよ」


　シャノンは想おもい出だす……人工孵ふ化かされた鶏にわとりの話を。


　養よう鶏けい場じようで、何らかの理由から母鳥ではなく人間の手によって保ほ温おん、孵化させられた鶏は、自分の産んだ卵たまごを温あたためないことがままあるという。たとえ温めても、かえった雛ひなを自分の子と認にん識しきできずにつつき殺してしまう事もあるのだと……


「自信がないよ」


　パシフィカは繰り返す。


　血の繫つながり。肉親という関係から、当然かつ必然に発生するはずの情愛。本当の両親が注ぐべきであった愛情を、彼女は知らない。


　人の手によって孵かえされたヒヨコのように。


　だから……どうしていいのか分からない。


「俺達は……俺や親おや父じや母さんや、ラクウェルは……おまえの家族として、役不足だったのか？」


「違ちがうわ。そうじゃないの」


　パシフィカが激はげしく首を振る。メイフェリアが不思議そうに彼女の顔を見上げていた。


「大事にしてもらったと思う。それがたとえ『ごっこ』でも、私は本当の家族以上に可か愛わいがってもらったと思うし……」


　パシフィカはラクウェルの言葉を想い出す。


『たとえそれが『家族ごっこ』だとしても……だからこそ、当たり前のように一いつ緒しよにいるだけの関係より、かえって尊とうといと、私は思うのよ。だから大丈夫。私達は義ぎ務むとか、義理とかじゃなくて……望んであなたの側そばにいるのだから』


　そうだ。


　形としては分かる。自分がユーマやキャロル、シャノンやラクウェルといった家族から受けてきた愛情を同じように注げばいいのだろう。


　だが。注げるのか？　愛せるのか？


　血の繫がった親ですら、我わが子を殺す。


　ならば自分がシャノン達と同じようにやれる保ほ証しようはどこにもないではないか。自分の子を好きになれる保証はどこにある？


　彼女は肉親の情を信じない。信じる事ができない。それを受けた事がない故ゆえに。


「子は親を選べないし、そしてやっぱり親も生まれてくる子を選べないんだよ。誰だれも彼も、全員を好きになる事はできないし、私だって嫌きらいな人だっているもの。それが自分の子でない可か能のう性せいは……」


「何を悩なやんでるのかと思えば……」


　シャノンは心底疲つかれた様子で肩かたを落とす。


「お前は選んだか？」


「え？」


「俺おれの妹である事を選んだか？」


「……それは……」


「それがいつだったのかは、俺も知らないが……おまえが、俺達と血が繫がってないと知った時に、おまえの中で『家族』は崩くずれたか？　その瞬しゆん間かんから俺達は、たまたま好きになっただけの他人になったのか？」


「そ……そんな事ない！」


　それははっきりと断言できる。


「お前はちょっと、気にしすぎだ。血の繫がりがあるとか、ないとか。大体、『ごっこ』だってのならそれを一生続ければいいんだよ。自分の子にだって『家族ごっこ』をしてやればいい。休み休みながらでもな」


　理想に向けて重ねる疑ぎ似じの遊ゆう戯ぎ。


　理想に向けてかぶる仮か面めん。


　偽ぎ善ぜんがいつか偽善でなくなる日まで。


「大体血の繫がりとか何とか……『はーい、ここからここに繫いでます～』みたいに糸でも引いてるのを見たのか？」


「……はあ？」


「見た事ないだろ。本当にあるかどうかだって分からないんだよ、そんなもんは。だったら気にするだけ無む駄だだ」


「……ものすごく強ごう引いんな理り屈くつに聞こえるけど」


　淡あわく苦く笑しようしながらパシフィカが言う。


「ほっとけ。何にしろ、そういうのはいっぱしに女になって、生んでから悩め。まだ彼氏もいないくせに」


　強引に話を切り上げるシャノン。ひょっとしたら……照れているのかもしれない。


　そうして後に続くのは、いつも通りの他愛ない会話だ。シャノンとパシフィカは、馬ば鹿か話をしながら、牛達の散さん在ざいする牧草地を歩いて行く。


　そして。


　ふとシャノンが脚を止める。


　パシフィカが不ふ審しんげに兄の横顔を見上げ……そして彼の視し線せんを追うと、そこには、牧草地にまばらに生える樹じゆ木もくの一本があった。


　その影から、見覚えのある傭よう兵へい姿すがたの男達が出てきたのは、次の瞬しゆん間かんだった。


「……そろそろ来る頃ころだとは思ってたが」


　パシフィカとメイフェリアを背はい後ごに庇かばいつつ、シャノンは物もの憂うげに二人の傭兵……ヴィルクとアルトを眺めた。


「次は何か罠わなでも張はってくると思ったが」


「それも考えたが……」


　ヴィルクが前に出ながら言う。手は既すでに両肩……背せ中なかに背負った剣けんの柄つかにかかっている。


「折せつ角かくユーマ・カスールの教えを受けた者と剣けんを交える事のできる好機に恵めぐまれたのだ。つまらぬ仕事と思っておったが、ここは一つ楽しんでも罰ばちは当たるまいよ」


　シャノンとパシフィカは顔を見合わせた。


「……親父おやじを知ってるのか？」


「ふむ……息むす子こか？　なるほど、言われてみればユーマ殿どののみならず、キャロル殿の面おも影かげもあるな」


　感かん慨がい深げに言うヴィルク。シャノンは彼の傭兵姿を改めて眺め……そして言った。


「……ひょっとして〈モータル・ストーム〉の関係者か？」


「斥せつ候こうを務つとめておった。まあ、正せい規きの要員というより、見習いのような立場であったが」


　道理で使い手なはずだ。


〈モータル・ストーム〉はラインヴァン王国軍史上最強とも言われた傭兵集しゆう団だんだ。色々と問題のあった部隊で、もう二十年以上も前に解かい体たいされているが……個こ々こ人じんの戦せん闘とう能のう力りよくに関していえば、当時の宮きゆう廷てい騎き士し団だん〈アンヴァー・ナイツ〉と同等か、それ以上であったと伝えられている。


「……親父に免めんじて、ここは見み逃のがしてくれるってのはないのか？」


「ないな」


「では穏おん便びんに話し合うとか」


「剣士が軟なん弱じやくな事を言うな。剣士なれば……」


　そこでヴィルクは背せ中なかの剣を左右同時に抜ぬきはなった。


「これで語るが本筋よ」


「……厄やつ介かいな性せい格かくしてるな、あんた……」


　心底から面めん倒どうくさそうにシャノンが言う。


「許ゆるせ、性しよう分ぶんだ。もう四十五にもなると変えようがない」


　ため息をついてシャノンは刀を抜ぬいた。


　そして視線をヴィルクではなく、アルトの方へと移す。双そう剣けん使いの相あい棒ぼうとは対照的に、ひょろりと背の高い男は、背負袋リユツクサツクから棒のようなものを取り出しているところだった。


　アルトはシャノンの視線に気付くと、緊きん張ちよう感かんのない笑え顔がおを浮うかべて、言う。


「あ、どうぞどうぞ、お気になさらず。僕は応援係サポーターですから」


　右手に二本、左手に二本と、伸しん縮しゆく式しきの棒を伸のばし、計四本の棒をつなぎ合わせる。棒は結局、彼の身長を越こす長さになった。


　続いてアルトが右手をさっと振ふると、手品のようにばさりと布ぬのが広がった。大きい。人間の一人くらいは包めそうな代しろ物ものだ。どこぞに小さく折り畳たたんで隠かくしていたのであろうが……


「……旗？」


　完成したアルトの得え物ものを見て、パシフィカが素すっ頓とん狂きような声を上げる。


　そう。それは旗だった。


　見せつけるようにばさりと一度それを振って見せ、アルトはにっこりと笑った。


「さーて。応援するぞー」


「…………」


　まあ、確かに戦場において軍旗を保ほ持じして走り回る……戦意高こう揚ようや、敵てき味み方かたの識別のためだが……役やく職しよくがあるのは、シャノンも知っているが。


「じゃん、じゃじゃじゃじゃん、じゃじゃじゃじゃん、じゃじゃじゃじゃん～」


　どうやら何かの歌の前ぜん奏そうらしいが……アルトが何やら声を上げて旗を振り始める。ついでにひょこひょことおかしな風に手足を動かしているのを見ると、どうも踊おどっている積もりらしい。


「逆さからう敵てき軍ぐんみーなごろしぃ～、さあ行け臆おく病びよう野や郎ろう共ぉー、人間一度は死ぬもんさぁーっと。……はい、みなさんも良ければご一緒に」


　ばさりばさりと旗を振りながら、独ひとりで楽しそうに踊り始めるアルトをしばし眺め……脱だつ力りよく感かんを覚えながらもシャノンはヴィルクに視線を戻もどした。


「頼たのもしい仲間を連れてるな」


　ヴィルクは無言。


「行け～行け～、血の海開け、屍しかばねの山築きずけ～。我等の剣こそ天の定め～……と。二番。くーじける奴やつなど置いてくぞ～」


　アルトはとりあえず無視して……まさか本当に歌って旗を振るだけが能の男でもないとは思うが……シャノンは視線をヴィルクに据すえたまま、パシフィカに小声で言う。


「パシフィカ。メイをここに置いてラクウェルのところへ行け」


「え？」


「連中の狙ねらいはメイだ。お前が連れて逃にげれば、むしろお前の方を追う。俺おれも二人共を牽けん制せいする自信はないんだよ」


「でも……」


「とにかく俺は時間を稼かせぐ。おまえはラクウェルを連れてこい」


「でも……！」


「いいから言う事を聞け」


「…………」


　確かに兄の言葉には一理ある。


　パシフィカは相手を刺し激げきしないように、ゆっくりと後ずさり……


「……ごめん、シャノン兄っ！」


　だがメイを抱いたまま、パシフィカは馬車を停とめてある方へと駆かけ出した。


「パシフィ……！」


　叫さけびは途と中ちゆうで途切れた。


　恐おそろしい速さで繰くり出された剣の一いち撃げきを、咄とつ嗟さに刀で受け止める。強きよう烈れつな衝撃がシャノンの腕うでをかけのぼった。


「ち……！」


「なめてもらっては困こまる」


　ヴィルクは片腕でシャノンの刀を抑おさえ込こみながら言った。


　とんでもない斬ざん撃げきの重さである。


　元々両手で使うべき剣けんを片手で操あやつる以上、その腕力が尋じん常じようでないのは無む論ろんだが……この重さは、単たん純じゆんな腕わん力りよくの所産ではない。


　打ち込みの角度、速さ、脚の運び方、踏み込む位置、間合い、諸もろ々もろの要よう素そを無駄なくつなげて力に変へん換かんする技ぎ術じゆつを、この男はきちんと会え得とくしているのだ。


「よそ見の暇ひまなど与あたえんよ。アルト」


「合点承しよう知ちで～すっと」


　アルトは大きな旗をかついで駆け出した。


「……応援だけじゃなかったのか？」


「応援サポートだ。私が戦いに集中する間、雑事を片かたづけてくれる。頼もしい相棒だ」


　言いながらヴィルクの左の剣が旋せん回かいする。


　……やばい！


　シャノンは咄嗟に刀を押し離しながら後方に跳とぶ。だが旋回した切っ先は、衣服を裂さき、彼の横腹をかすめて過ぎた。


（見切った積もりだったが……）


　シャノンは腹ふく部ぶににじむ血を意識しながら、刀を構かまえなおした。


　片手持ちの剣は、両手持ちに比べると斬撃の速さ重さは劣おとるが……その分、身体からだを伸のばしきっての一撃を放てる。端たん的てきに言えば、同じ長さの剣を使っても、やや間合いが広い。


　相手が剣だからと、つい普ふ通つうの剣士に対する戦いを意識して間合いを読んでしまったシャノンは、その広い間合いを把は握あくしきっていなかったのだ。やはり寝不足で判断力が多少鈍にぶっているらしい。


「ふむ。筋すじはいい。修しゆう練れんも積んでいる」


　ヴィルクの声は相変わらず恫どう喝かつのように低いが……


「経けい験けんもそこそこにあるようだ。二撃も私の打ち込みを防ふせぐとなれば、まぐれではなかろう。嬉うれしい事この上なし！　私を幻げん滅めつさせていたならば、二度と剣など持てない身体にしてやろうと思っていたところであるが」


「勝手な事を言うな」


　シャノンは呻うめくように言う。


　縦たてと横……二本の剣を顔の前で交差させた構えで、にい、と楽しげにヴィルクが笑う。普段はしかめ面を崩さないだけに、いかつい顔に浮かぶ笑みには、壮そう絶ぜつな迫はく力りよくがあった。


「いざ！　来ませい！」


　このヴィルクという男、明らかに戦いそのものを愉たのしんでいるが、享きよう楽らくに溺おぼれて隙すきを作るような愚おろか者でもあるまい。


　無論……パシフィカの後を追う隙など、到とう底ていくれそうにもなかった。








　不意に視界が閉へい塞そくする。


　思わずつんのめりそうになりながらも、パシフィカは何とか体たい勢せいを保たもって立ち止まった。自分でも信じ難がたい平へい衡こう感覚である。メイフェリアを……赤ん坊を抱かかえている自覚が、彼女に常つねに倍する集中力をもたらしたのかもしれない。


「……な、何よ、これ？」


　まるでその言葉に反はん応のうするかのように、彼女の視界を塞ふさいだ色しき彩さいは、まるで波のようにするすると引いて一いち枚まいの黄色い大きな布ぬのになった。


　何やら象形文字のような図ず版はんの織おり込まれたそれは……長い棒に取り付けられた、旗であった。
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「旗持ちフラツガーといっても戦場に出る兵士には変わりありませんからね」


　瞬しゆん時じに棒ぼうが旋せん回かいして布を巻まき取る。その旗の向こうから姿すがたを顕あらわしたのは、いうまでもなく傭よう兵へい二人組の一方……アルトだ。


「当然ながら身を守る武ぶ器きが必要です。ですが、さすがに大きな旗を抱えながら別の武器を持ち歩く余よ裕ゆうはない。だから考え出されたのが、旗そのものを武器として使う武術……この、戦旗術というわけです」


　ひょいとアルトが棒を操ると、旗は瞬時に広がって大きく翻ひるがえる。ただの布のはずが、その動きは妙に力強く、パシフィカには猛もう禽きんの翼つばさにさえ見えた。


「まあ、正せい統とう派はの武術とは違いますがね。まあ大道芸よりは実戦的かと」


　まるで宴えん席せきで隠し芸でも披ひ露ろうするかのような口調である。


　だが……普段、どことなくふらふらしている風ふ情ぜいのアルトが、今はまるで別人の印象を帯びている。旗を右手に持って立つその姿は、まるでそれを身体の一部として生まれてきたかのように、自然で無理のない雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　ふらふらした頼たよりない雰囲気など、もはや微み塵じんもない。


　恐おそらくは、これが本当のアルトなのだ。旗を持っていない状態の彼は……いうなれば片足で立っているようなものなのだろう。


「さて。その赤ちゃんを渡してもらいましょうか。別にとって喰くおうって訳わけじゃないですからご安心を」


　そう言うと、アルトはメイを抱きしめるパシフィカに向けて、一歩踏みだした。


「だからって、はいそうですかって渡せるわけないでしょ！」


　パシフィカはそう言って再び走り出す。アルトを避さけてその左横へ。だがアルトは素早く旗を旋回させるとパシフィカの足をその柄えですくった。


「…………！」


　パシフィカが短い悲鳴をあげる。


　自分の転倒に、ではなく……思わずメイフェリアを投げ出してしまった事に、だ。


　だが、滞とどこおる事無く旋回を続けた旗は、投げ出されたメイフェリアの方へと伸ばされ、旗が空中の赤ん坊を巻き取った。


　とんでもない早はや業わざである。


　相棒のヴィルクのように、動きに力はないが、その分、軽かる業わざ師しも青ざめるような速さと精せい密みつさがこの背せの高い男にはあった。


「危あぶない危ない」


　アルトは続く動作でひょいと赤ん坊を跳はね上げると、自分の腕で受け止めた。


「返して！」


　パシフィカが立ち上がって叫さけぶが、アルトは肩かたをすくめた。


「そう言われましても、これが私の仕事でしてね。大体、あなたは何の関係もない行きずりの他人でしょう？　この子を『返せ』と主張する権利はないかと思いますが？」


「うるさい！」


　パシフィカは叫んでアルトに突つっかかるが、次の瞬間、アルトはメイフェリアを抱いたまま、棒高跳びでもするかのように、ひょいと旗を支し柱ちゆうに空中回転する。


　すとんと地に降おり立った瞬間にはもう彼はパシフィカの背はい後ごにいた。


　パシフィカはメイフェリアを奪うばい返すどころか、アルトに触ふれる事もできない。


　ばさりとさらに翻る旗。


　振ふり返ってもう一度突っかかろうとしたパシフィカは、今度は突とつ如じよとしてからみついてきた布に自由を奪われ、ころんと地面に転がされてしまった。


「…………」


　パシフィカが青ざめて動きを止めた。


　鮮あざやか過ぎる旗さばきである。


　どういう操そう作さで、ただの旗にそこまでの作業が可能なのか、彼女には想そう像ぞうもつかないが……今のは、故こ意いに、パシフィカが打ち身などしないように、柔やわらかく転がしたのだ。


　だが、逆ぎやくにその気になれば相手を脳のう天てんから石の上に叩たたき落とす事もできるのだろう……その程てい度どはパシフィカにも分かった。


　大道芸などとんでもない。十じゆう分ぶんに殺さつ傷しよう力りよくのある戦闘技術だ。


「強ごう情じような娘むすめさんですね。どうしてそこまでむきになるのやら」


「だって泣いてるじゃない！」


　パシフィカの叫びに初めてアルトは自分の抱えている赤ん坊がぐずりだしているのに気づいた。まあ、こんなに激はげしいやり取りをしているのだから、今まで泣き出さなかった事の方が不思議だが。


「ああ、本当だ。ごめんよ」


　苦笑するアルトに、しかしパシフィカが鋭く叫ぶ。


「赤ちゃんは、泣くだけしか出来ないのよ。どんなに辛つらくても悲しくても苦しくても、泣く事しか出来ないのよ。泣く事だけが、赤ちゃんの言葉なのよ!?」


「……それは、そうですね」


　パシフィカの剣けん幕まくに、少々気け圧おされたような様子でアルトが応おうじる。


「そのたった一つの言葉に気づかないような人に……そんな人たちに赤ちゃんを預あずけられるわけないじゃないの！」


「…………」


　嘲ちよう笑しようでも無視でもなく……ただアルトは決まり悪そうに旗を持つ手の指で、後頭部を搔かいた。


「あんたたち、何者よ！　その子をどうする気よ!?」


　アルトが器用に肩を竦すくめる。


「それはやはり仕事上の秘ひ密みつですから」


「なら……やましい事情があると思われても仕方ないですね」


　のんびりとした口調でそう言ったのは、無論、パシフィカではない。


「先日はどーも」


　既すでに彼女の接せつ近きんには気づいていたのかもしれない。黒衣の女魔ま導どう士しに改めて旗ごと一礼すると、アルトはパシフィカに歩み寄り、あっさりとメイフェリアを渡した。


「え？」


「ちょっと預かっててください」


　一いつ瞬しゆん、アルトの行動の意味が分からず、目を瞬しばたたかせたパシフィカだが……次の瞬間、彼の言葉を理解して、顔を怒いかりに歪ゆがめた。


　赤ん坊を抱いたまま、ラクウェルと闘たたかうのはさすがに無理だろう。


　だが、パシフィカ程度の相手からは、いつでも取り返せる……彼はそう言っているのだ。


　メイフェリアを人ひと質じちにする、という発想がないのは、潔いさぎよいのか、単に抜ぬけているのか、今ひとつ分からない男であったが。


「私が勝てば、そのお仕事上の秘密を教えていただきたいのですが？」


　緊きん張ちよう感かんのない、まるで近所の店で野菜の値ね段だん交こう渉しようでもするかのような口調だが、アルトの方も、気楽な態たい度どはそのままだ。


「ヤです。勝手な事すると、ヴィルクさんが怒りますから」


「では」


　微笑んだままラクウェルが言った。


「……あなたが自分から言わざるを得ないようにしましょう」


　びくりとパシフィカがメイフェリアを抱いたまま身を震ふるわせる。


　無む論ろん、恫どう喝かつでも威い嚇かくでもない。ラクウェルは、基本的に、思った事はそのまま口にする性格だ。本気のラクウェルはシャノンなど比ひ較かくにならないくらいに、容よう赦しやがない。


「雷槌ミヨルニルよ・撃うて」


　ほとんど不意打ちにも近い攻性魔法の起動。


　軍用攻性魔法〈雷槌〉が連動式起動呪文バツチスペルによって高速起動。展てん開かいされた魔導式は、世界の原理そのものに干かん渉しよう。瞬時に魔法を物理現象として顕けん現げんさせる。


　紫し電でんがラクウェルの左手の先……虚こ空くうより突如として生じ、数すう条じように分ぶん裂れつしてアルトに襲おそいかかった。


　無論、殺傷能力は下げてあるが、まともに喰らえば一両日は半身不ふ随ずいになるだろう。


　だが。


「ほっ！」


　ばさりと旋回する旗。


　それは……一いつ閃せんにて雷いかずちの蛇へびをからめ取り、そのまま虚空に散らしてしまった。


「絶ぜつ縁えん糸しと避ひ雷らい線せん……」


「ご明察。ついでに言うと、特とく殊しゆな糸と織おり方をしてありますからね。防ぼう刃じん性せいは無論、かなり防火性と耐たい衝しよう撃げき性せいもありますよ」


　アルトは微笑ほほえみつつ言った。


　彼の戦旗。それは一いち瞥べつすれば、ただの派は手でなだけの布地に見えるが……戦旗術の使い手にかかれば、鋼はがねの鎧よろいにも優まさる防ぼう壁へきとなるのだ。


　鋼の鎧は叩たたき割われる。割れなくても中の人体に衝撃を叩き込む事はできる。だが……風にそよぐ旗は斬撃をまさしく風のように受け流し、雷を散らし、炎ほのおを通さない。


「無論、限げん界かいはありますがね」


　言いつつ疾しつ走そうするアルト。


　彼の言うとおり、旗の防御能力を上回る破は壊かい力りよくを叩きつければ、彼は倒たおせる。だが……


「もう呪じゆ文もんを唱となえる暇は与あたえませんよ！」


　棒術の要領で、アルトは旗の棒を突き出す。咄とつ嗟さに避けるラクウェルだが、大きく体勢を崩してしまう。


「は！」


　そこへ旋回して叩き降ろされる棒。


　ラクウェルはさらに転がってそれを避ける。


　だが。


　明らかにラクウェルの動きは、アルトに比べて鈍にぶかった。彼女は体術は専門外なので、無理もない。何とか一撃、二撃はかわしても、この戦旗使いが彼女を叩きのめすのに、十手はいらないだろう。


「意外に良い動きですね」


　だが、一度、棒を引いてアルトが言った。


　ラクウェルがそれなりに実じつ戦せん経けい験けんをつんだ魔ま導どう士しだと看かん破ぱしたのだろう。


　普ふ通つう、魔法は中遠距きよ離りからの支し援えんか、あるいは不意打ちが基き本ほんだ。たとえ連動式起動呪文バツチスペルを使っても、面と向かっては体たい術じゆつを極きわめた戦士に勝つ可能性は低い。


　そんな魔導士であるラクウェルが、アルトの前に出て来るという事は……何か策さくがあるという可能性が高いと判はん断だんしたのだ。


「……はて？」


　だが……急きゆう激げきな動きのせいで多少、息を荒あらげているラクウェルに、呪文を唱える様子はない。


　この二日の監かん視しで、他に伏ふく兵へいになり得るような仲間もいないのは、確認してある。


　隠し武器の類たぐいを持っていたとしても、アルトの間合いに入るのは無理だろう。何らかの罠わなにしても、この場に仕し掛かける暇ひまはなかったはずだ。


　では彼女は何を狙ねらっている？


　それとも魔法の技術のみに特化し、戦術の基き礎そも知らない、単なる専せん門もん馬鹿か？


「見込み違ちがいですかね。何にしても、これでは全然しゃべる気にはなれませんが？　あ、お嬢じようさん。逃げないようにね。あまりこういう手は使いたくないんですが、逃げるとお姉さんになんかしますよ」


「…………！」


　メイフェリアを抱だいたままその場を離はなれかけていたパシフィカが動きを止める。


「あ。いいからいいから。パシフィカ、先に行ってて」


　地面に座すわり込みながらも、気楽な口調で言うラクウェル。


「え？」


「この人は、私に何もできないから」


「ひょっとして、なめられてません、私？」


　アルトは少々傷きずついた様子で言う。


「こう見えても容よう赦しやなく、痛いたい事とか、えっちな事とか、しますよ？」


「そうなんですか？」


「ええ、それはもう、言語に絶ぜつするような、えっちな事を。あんな事とかこんな事とか。はっはっは」


　何な故ぜか表ひよう情じようだけは爽さわやかに笑いながら、アルトが頷うなずく。


「……という事で、えっちな事をされたくなければ、大人おとなしく姉妹共に投とう降こうして下さい」


　そう言うアルトに、ラクウェルは微笑ほほえんで言った。


「無理です。あなたにはできません」


「はあ。しょうがないですね」


　そう言いながらアルトは旗の棒部分を、ラクウェルの肩に振ふり下ろした。








「ほう」


　ヴィルクは薄うすく笑った。


　彼の双そう剣けんの斬ざん撃げきを、シャノンは基本的に全すべて紙かみ一ひと重えで止めている。


　大体において……彼ひ我がの実力差がよほど肉薄していなければ、こうも剣を打ち合うことはない。実じつ際さい、ここ十年ほど、五手以上かけても倒せなかった相手はいなかった。


「さすがはユーマ殿どのの子息！　剣の振り、握にぎり、踏ふみ込こみ、呼こ吸きゆう、気き迫はく、間合いの取り方、いずれも申し分なし！」


「やかましい」


　シャノンは刀を構かまえなおしながら言った。


　完全に息が上がっている。わずか七手。この打ち込みを防ふせぐのに、彼は全力疾しつ走そう以上の気力と体力を消しよう耗もうしていた。


　この男は戦せん闘とう者しやとしてはあの特とく務む戦せん技ぎ兵へいクリストファ・アーマライトにも匹ひつ敵てきするだろう。いや、精神的にある種の脆もろさを持っていたあの少年に比べると、むしろ精せい神しん力りよくも含ふくめた総そう合ごう的な戦闘力では、彼より強いかもしれない。


　まともなやり方では勝てない。


「惜おしむらくは、後の先に偏かたよって、目立った攻せめ技わざがない事か。基礎は見事だが、発はつ展てん性せいがいまひとつ。それ故、畳たたみかけられると防ぼう戦せん一方となる」


「ほっとけつってんだよ」


　だが、ヴィルクの言葉の正しさはシャノン自身、自覚している。


　彼には、確たしかに決め手としての攻め技……いわゆる剣けん術じゆつ、刀術でよく言われる、攻めの奥おう義ぎに類るいするものがない。


　特殊な技は幾いくつか身につけているが、あくまでそれは余技、というか外げ道どう技わざに近い。撃つ際の隙すきが多く、相当な使い手との、面と向かっての斬り合いで使うには、あまりに危険なものが多いのだ。


　かつて、父にそういった奥義技の伝でん授じゆを求めた時に、父は顔をしかめてこう言った。


「アホか、おまえは。最高最強の技つってもな、俺おれとお前じゃ体たい格かくも体重も、細かい動きの癖くせも違うんだぞ？　俺の奥義をお前にお仕着せたって、俺以上に使いこなせるわきゃないだろうが」


　彼は笑いながら、当時十六歳さいだったシャノンの頭を小突いた。


「奥義ってのはな。貰もらうもんじゃねえの。教えて貰った技の基き礎そ部品の中から、最も自分に合った形のそれを、実戦の中で調整しながら組み立てるモンなんだよ。分かったか、アホ息むす子こ」


（考えろ、考えろ……！）


　さらに畳みかけてくるヴィルクの双剣を片方は刀で受け、片方は体たいで捌さばいてシャノンは思う。


（相手の技わざの特性を見ろ。踏み込み、間合い、剣筋、目線、癖……そこから技を組み立てろ……！）


　必死の思考に引き延のばされた時間の中で、シャノンは考える。


　ヴィルクの動きには隙がない。普通は攻めの技を撃った後には、大なり小なり隙が必ずできるものだが、彼はそれをもう一本の剣で補おぎなっている。


　二本の剣がばらばらに動いていないのだ。見事に片かた方ほうの攻撃でできる隙すきを、もう片方の剣が消している。


　だが……


（……そうか）


　不意に、見えた……シャノンは思う。


（二本の剣、ではないんだ。剣と盾たてに過ぎない……）


　左右共に攻撃できる剣ではあるが、一本の剣が攻撃しているその瞬しゆん間かんは、もう一本の剣の攻撃はない。もう一本は防ぼう御ぎよに回っていて、その瞬間は剣ではなく、盾として機能しているからだ。


　考えてみれば、当たり前だ。剣撃には踏み込みの脚あし運はこびや腰のひねりも関係してくる。重い二本の剣を、同時に攻せめ手として振ふれるはずがない。


（ならば！）


　シャノンは前に踏み出す。


　双剣使いは身体からだを開いて撃うてる分、間合いは長いが、それは隙にもつながる。


　シャノンの中段からの横よこ薙なぎの一撃。


　ヴィルクはそれを難なく右剣で受けた。だが、それは計算の内だ。


　ヴィルクの左剣が迫る。


　突きだ。


「ぬおっ!?」


　ヴィルクが声をあげる。


　シャノンはそのまま踏ふみ込こみつつ自分の刀を離はなし、突ついてきたヴィルクの左ひだり腕うでを抱かかえ込んだのだ。


　急に右剣の抵てい抗こうがなくなったヴィルクはわずかだが体勢を崩くずす。それが、隙になったのである。


　まさかシャノンが武ぶ器きを手放すなどとは考えてもいなかったのであろう。


「…………！」


　思わずヴィルクが右剣をシャノンに叩たたきつけようとするが、間合いが近すぎて、逆ぎやくに刃はが届とどきにくい。


　ヴィルクの左腕を抱えたまま、シャノンはさらに踏み込み……ヴィルクの体勢が崩くずれたところで手を離はなし、身体の旋せん回かいに載せて肘ひじをヴィルクの肩に撃ち込む。


「がっ！」


　ヴィルクが右の剣を落とす。


　そして……








　棒ぼうはラクウェルの肩に振ふり下ろされた。


　鈍にぶい音に、パシフィカは眼めを閉じる。あの勢いきおいからすれば、鎖さ骨こつの一つも砕かれているだろう……


　だが。


「え？」


　素すっ頓とん狂きような声をあげたのは、アルトだ。


　彼の旗はラクウェルの身体からだを突き抜ぬけ、地面にまで振り下ろされていた。鈍い音は、棒の先せん端たんが地面を叩たたいた音だったのだ。


「ほら。何にもできない」


　まるでアルトの旗に串くし刺ざしにされたかのような体勢で……その癖くせ、一いつ滴てきの血も流さず……ラクウェルは微笑ほほえむと、左手で自分の腹を貫つらぬいている棒を握にぎる。


「雷槌ミヨルニルよ、撃うて」


「っとお！」


　旗を手放して後方に飛とび退のくアルト。二転三転して距きよ離りをとったため、さすがに電光は彼を追いきれずに空中に散った。


「馬ば鹿かな……幻げん像ぞうの魔ま法ほう？　でも気配はあるし……」


　アルトが手放した旗を、実じつ際さいにラクウェルは左手で持っている。幻像なら、アルトが手放した時点で、地面に転がっていなければならない。


　手て応ごたえはなかった。確たしかに腹を貫かれているラクウェルに、実体はない。


「ど、どういう事です？」


「其そは魔ま獣じゆう・終わりの魔獣・炎ほのおと雷いかづちを統すべるもの・パン屋さんの戦いにて決戦の力を示しめすものよ・我われとの盟めい約やくの元に・いでよ・〈スーピイくん〉……たくさん～」


　距離を採とったのが、裏うら目めに出た。


「ちょ……！」


　次の瞬しゆん間かん。


　制せい止しの間も許ゆるさず素早く唱えたラクウェルの前には、およそ十体の〈スーピイくん〉が出現していた。


　小さい。大きさは先日の〈スーピイくん〉の三分の一以下だ。だがそれが一いつ斉せいにアルトの方へと向かって歩き出す。


　んご。んご。んご。んご。んご。


　迫せまり来る小さな〈スーピイくん〉軍ぐん団だん。


　一体一体はまあ、可か愛わいいのだが、それが全く同じ動作、同じ表ひよう情じようで、整然と並ならんで詰つめ寄よってくる様は、迫はく力りよくがある……というか、ちょっと怖い。


「ちょっと、た、たくさんって！」


「あ、大だい丈じよう夫ぶです。数が多い分、威い力りよくは低いですから。捕つかまっても悶もん絶ぜつするほど痛いだけですよ」


「……あ……あなたという人はああっ！」


　アルトが喚わめいて逃にげ出す。


　幼児ほどの大きさの〈スーピイくん〉の群むれは、んごんごんごんごと腕を振り回しながら、皆、同じ仕し草ぐさで嬉うれしそうに、アルトの後を追っかけ始めた。


　んごっ。んごんごんごんごっ。


　何というか、小さい分、動きも妙みように素早い。アルトが追いつかれるのは時間の問題だった。


「……ところでラクウェル姉」


　遠ざかって行くアルトと、〈スーピイくん〉軍団の背せ中なかを眺ながめながら、パシフィカは串くし刺ざしになったままの姉に言う。


「どうなってんの？」


「ああ。幻まぼろしよ。身体一つ分、右にずらしてあるだけ」


　そう言うと、ラクウェルは〈幻城ウートガルザ〉を解かい除じよした。


「……あ、そういう事か」


「種明かしするとつまんないでしょ」


　笑いながらラクウェルは言った。


　彼女は自分の姿すがたを消し、代わりに自分のすぐ右に、自分の虚きよ像ぞうを映うつし出していたのだ。彼女が旗をつかんだ『左手』は、実は『右手』だったのである。気配は無む論ろん、あるし、片手だけだが、ものも持てる。だが左手以外に攻撃を仕し掛かけても、そもそもそこには何もないのだから、空から振ぶりして当然だ。


　それと知らず、アルトはラクウェルのすぐ右横の虚空に攻撃を仕掛けていたのである。


　やがて。


「んぎょわあああああああっ！」


　遠くからアルトの悲鳴が聞こえてきた。








「……やっぱその場凌しのぎじゃうまくいかないか」


　シャノンはつぶやく。


「戯たわけか、貴き様さまは！」


　シャノンに残った左の剣けんを突きつけながら、ヴィルクは言った。


「見み損そこなったわ！　捨すて身など、技とはいわん！　誰だれかを、何かを守って闘たたかうなら、それは単なる責せき任にん放ほう棄きだ。守り手として闘う以上、必ず勝つのが……いや、待っておる者の元に還かえるのが戦士の務つとめよ！」


「……返す言葉もない」


　素直にシャノンは言った。


　剣を捨てた以上、この一撃で決めねば、後がない。これでは確かに捨て身以外の何ものでもないだろう。


　ヴィルクには闘とう気きは多分にあったが、殺気がなかったからこそ、シャノンも怪け我がの一つや二つは覚かく悟ごでこの方法を採とったのだが……


「もっとも……」


　ヴィルクは薄うすく笑いながら言った。


「剣をあの場で手放すのではなく、左腕のみで抱え込んで右手は斬ざん撃げきにでも繫つなげれば、立りつ派ぱに通用するかもしれんな」


「あんたの腕を片かた手てだけで押おさえ込こむ自信がなかったんだよ」


「ならばもう少し腕の筋きん肉にくをつけい。貴様の体格なら片手の斬撃も十分使いこなせるわ」


「……ご教きよう授じゆ、痛いたみ入る」


「うむ」


　ヴィルクは頷うなずくと、剣を降おろし……そのままぐらりと後方にのけぞった。


「……なんておっさんだ、全く」


　鈍にぶい音をたてて地面に倒たおれるヴィルクを見下ろしながら、シャノンはため息をついた。


　一応、彼の捨て身の一撃……その要かなめたる、拳こぶしの一撃は、ヴィルクの腹はらに入っていたのだ。


　最終的には気き絶ぜつしたが……普通なら瞬時に悶もん絶ぜつするほどの拳けん打だを受けて、今の今まで平然としゃべっていたのだから、このヴィルク・ナガンという男の頑がん強きようさは、相当なものだ。


　この男が最初から殺すつもりでかかってきていたら……どうなっていた事か。


「……っと。いかん。パシフィカはどうなった……？」








　攻撃は角を曲がったその瞬間に始まった。


　路地と路地の交差する狭きよう隘あいな空間。ここでは襲しゆう撃げき者は圧あつ倒とう的に有利だ。襲おそわれた者は自由な回かい避ひ行動がとれず、また襲撃者は一撃必殺を期したその瞬間まで潜ひそんでおく物もの陰かげには事欠かない。無論、襲撃者はそこまできっちり判断した上でここを選んだのだろう。


　だが……


　真まっ直すぐに向かってくる切っ先を眺めながら、彼は瞬時に幾いくつかの判はん断だんを下していた。


　踏み込みは申し分なし。技の切れも悪くないが、単たん純じゆんかつ根本的な膂りよ力りよくがやや不足気味だ──だがこれは仕方ない事ではあるし、技術で十じゆう分ぶんに補おぎないがつく。


　文もん句くなしに使い手だ。


　当然といえば当然だが。彼の仲間はいずれも一流の名に恥はじない達人ぞろいである。そうでなければ生き残れなかったのだから。


　しかし……


「…………」


　彼は伸のばした指先で突つき出された短たん剣けんの腹を突いて軌き道どうを逸そらし、左手を掬すくい上げるようにして突き出す。相手は両手を開いた状態に陥おちいり、その胴どう体たいは完全にがら空きの状態になった。


　左手を突き出す動作そのままの勢いで回転した彼は、動きに乗せて、右で肘ひじ打うち。だがこれは難なんなく相手も上半身を引いて防ぼう御ぎよ。


　だが半ば体を逸そらして安定を損そこなった体勢に……彼の足あし払ばらいが決まった。


　思わず転倒する相手を、しかし逃のがさず手を伸ばして襟首をつかみ、引き寄せる。


「……はい。君は死んだね」


　相手の黒こく瞳どうに人差し指を突きつけながら、彼は言った。


「だから言ったでしょ。ボクじゃもう相手にならないからヤダって」


　膨ふくれ面つらで彼の……特とく務む戦せん技ぎ兵へいクリストファ・バイラッハの手を払いのけながら、同じく特務戦技兵の少女・ファファル・アーマライトは言った。


　枯葉色の長い髪。瘦やせ気味の肢し体たい。


　女としての色気には乏とぼしいが、奇妙な愛あい敬きようがある容姿だ。


　平へい凡ぼんな……一見すればどこにでもいそうな、普ふ通つうの少女だが、彼女もまたクリスと同様にラインヴァン王国軍きっての実戦部隊と言われる第五特とく殊しゆ部ぶ隊たい〈オブスティネート・アロウ〉の隊員であった。


　二人が居いるのは、一見すれば街中のようにも見えるが……〈オブスティネート・アロウ〉の訓練施し設せつの中だ。可能な限り実戦に近づけた訓練を行うため、〈オブスティネート・アロウ〉は市街や特殊な建物をそのまま再現した練れん技ぎ場じようを幾いくつか保ほ有ゆうしている。


　部隊の司令官たる〈バロネス〉にある仕事を命じられ、クリスはこの施設で同じ特務戦技兵達と模も擬ぎ戦せん闘とうを繰くり返していた。


「大体、今いま更さら、何を改まって、こんな事を始めたの？」


「〈バロネス〉から言い付かってね。〈オブスティネート・アロウ〉の中でも特に強い人間を選定しろって。理由はまだ言えないけど」


「だったら、最初からボクは駄だ目めじゃん」


　ファファルは肩を竦すくめて言った。


「任務成せい績せき、見たらわかりそうなもんでしょうが。ボクは能力的にはもう底辺をうろうろしてるよ？　大きな失敗はないけど、訓練成績もよくないし」


「……ちょっと最近思うところがあってね」


　クリスは微び笑しようして言った。


「『強さ』ってものの考え方を、僕らは少し間ま違ちがっていたような気がして」


「……お。なんか悟さとりましたか、バイラッハ男爵」


　面おも白しろがって言ってくるファファルの、襟えり首くびをつかんでいる手を離はなす。倒れる……ようにみえて、しかし彼女は身を捻ひねってころんと転がり、その勢いを利用したまま、淀よどみない動きで立ち上がった。


　戦闘においては、倒れる事が危き険けんなのではない。倒れて動きを止めてしまう事が、致ち命めい的てきな隙すきとなるのである。


　ならば。


　倒れてしまう事を恐れて、『倒れない事』にこだわる者と……倒されても、そこであきらめずに次の動きに移うつれる者と。


　決して倒れない者と、倒れても何度でも起き上がろうとする者と。


　果たして強いのは、どちらだろうか。


　ファファルの、そのすばしこい小動物のような動きを見て、クリスはとりあえず満足した。


「とりあえず、君は合ごう格かく」


「どういう基き準じゆんで選んでいるんだか」


　ファファルが苦く笑しようする。


　その時。


「クリス」


　呼よび声に振ふり向くと、そこに彼の建たて前まえ上の姉……その実、〈オブスティネート・アロウ〉と並ならんで〈バロネス〉が統とう括かつする特殊部隊〈クリムゾン・ソード〉隊員……ジルヴェステが立っている。相変わらず仮か面めんのように揺ゆるがない微び笑しようをその顔に貼はり付かせたまま、ジルは続けた。


「おバ義ロ母ネ様スがお呼びよ。そろそろ選定作業の結果を聞きたいって」


「判わかった。すぐ行くと伝えてくれ、ジル……じゃなくて」


　だらだらと牛の涎よだれの様に笑え顔がおのまま目から涙なみだを流し始めたジルに向けて、クリスは言い直した。


「お姉さん」


　ぴたりとジルの涙が止まる。


　彼女の涙るい腺せんは、いったいどういう構こう造ぞうになっているのか、一度徹てつ底てい的てきに解明したい衝しよう動どうに毎度の事ながら駆かられるクリスであった。


「……あー。クリ坊ったら女泣かせね」


「意味が違ちがうと思うんだけど」


　面おも白しろがって二人を見み比くらべるファファルにクリスは苦笑して言った。








「とゆーわけで」


　ぐるぐる巻まきに縄なわで縛しばられたヴィルクとアルトにパシフィカは言った。


「なんでこの子を狙ねらったのか、聞かせて貰もらいましょうか」


「……断ことわる」


　ヴィルクの返答は短い。


　敗やぶれたりとはいえ、そう簡かん単たんに口を割わっては雇やとい主への仁じん義ぎも通せない、という事だろう。


　隣となりのアルトはというと、よほど怖こわい想おもいでもしたのか、地面に向かってぶつぶつと何やら呟つぶやき続けている。


「スーピイくんが一匹ぴき、スーピイくんが二匹ひき、スーピイくんが三匹びき、スーピイくんが四匹、スーピイくんが五匹、スーピイくんが……たくさん……あああっ、たくさん……」


「素す直なおにしゃべらないと、大変よ」


　パシフィカがにやりと笑いながら言った。


「拷ごう問もんでもするか？　耐たい久きゆう訓くん練れんなら受けておるよ」


　ヴィルクが無む表ひよう情じように言う。


　だが。


「ふっふっふ」


　パシフィカが手にしたものを見て、ヴィルクのいかつい顔に動どう揺ようの亀き裂れつが走った。


　それは……鳥の羽は根ねである。




[image: ]


「待て、ぬしはまさか……」


「ふっふっふっふ」


　答えずに笑いながら、パシフィカは動けないヴィルクのブーツを脱ぬがす。続けて靴くつ下した。意外に白いヴィルクの足の裏うらが、外気にさらされる。


「ふっふっふっふ……どこまで耐たえられるか、見み物ものよねえ」


　邪じや悪あくな笑えみを浮うかべながら、パシフィカはそろりと羽根をヴィルクの足の裏に這はわせた。


　まさに軽く羽う毛もうが触ふれた、ただそれだけの事なのだが……


「…………！」


　びくん、と歴戦の傭よう兵へいの身体からだが跳はねた。


「あ、いい反応」


「ま、待て、待てい！」


　完全に動揺を表情にさらけ出しながら、ヴィルクが言う。どうも今の反はん応のうといい、このうろたえ方といい、かなりのくすぐったがりらしい。


「……ううっ」


　メイフェリアを抱だきながらシャノンが呻うめく。


　どうも彼も、そういうのには弱いらしい。


「くすぐりは実じつ際さいに拷問として使われる事もあるものねえ」


　ラクウェルがのんびりと笑いながら言う。


　確たしかに対拷問訓練を受けて苦く痛つうにはある程てい度ど慣なれている人間でも、くすぐられ続けると、あっさり陥かん落らくする事が多いという。迫はく力りよくは今ひとつだが、単にぶん殴なぐるよりは、よほど効こう果か的てきらしい。半日も続ければ精せい神しんに異い常じようをきたす場合もあると言うが……


「ふっふっふっふ」


「やめ……やああめえいっ……！　やめんか、や、やめ、やめ、ああああっ！」


「うりうりうりうり」


　縛られたまま、芋いも虫むしのように地をごろごろと転がり、パシフィカのくすぐり攻ぜめから逃のがれようとするヴィルク。それを鶏にわとりでも追うような仕し草ぐさで追いかけるパシフィカ。


「あいつ、変な趣しゆ味みあるんじゃないだろうな」


　妙みように嬉うれしそうにヴィルクを追い回す妹を眺ながめながら、シャノンは呟く。


　……やがて。


「のああああっ！」


「ああん、おじさま、可か愛わいいっ。にゃはは。えいえい。こんな事もしたりして」


「わかった、しゃべる、しゃべるから、そこは、そこだけは、よせえええええっ！」


　馬乗りになって、本ほん格かく的てきに足裏をくすぐり始めたパシフィカの下で、ヴィルクは絶ぜつ叫きようした。




　第五章　執しつ事じロイ・アチンソン







「お館やかた様」


　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中で、執事頭がしらのロイ・アチンソンは、静かな口調で語りかける。


「お館様の道楽にも困こまったものです。女遊びは程ほど々ほどになさいましと、あれほど申し上げましたものを。まあ……言ってみれば女遊びは貴き族ぞくのたしなみ、別にお館様に限かぎった事ではございませんが」


　薄く……歪ゆがんだ笑えみを見せるロイ。それは自じ嘲ちよう的な笑いにも見えた。


「あの娘むすめの妊にん娠しんはまずうございました。いや、テルマ様のお子こが存ぞん命めいしている間はそれも良かったのですが。所しよ詮せん、妾めかけ腹ばらは妾腹。汚けがれた庶しよ民みんの血を、貴族の血けつ統とうに入れる事は断だんじて許ゆるされません。正せい妻さいの子を差し置いて当主の地位に就つく事はなかったでしょう……ですが」


　そこまで言って、ロイはベッドに歩み寄よる。


　だが、ベッドの上の人ひと影かげは全く動かない。何の反応も見せない。


「テルマ様の御子が亡なくなった今、お館様の血を引く者はあの嬰みどり児ごのみ。あの嬰児が当主に据えられてしまう可か能のう性せいも出てきました。それは困る。とても困る」


　ロイはベッドの上の人物の横に跪ひざまずき、囁ささやくように言った。


「嬰児の方は手を打っておきました。じきにあの傭よう兵へい達たちが確かく保ほして運んでくるでしょう。その後、私の手で確かく実じつに抹まつ殺さつすればいい。そして……」


　やはりベッドの人物……ヘッケラン侯こう爵しやくは何の反応も見せない。眠ねむっているのか、あるいは死んでいるのか。


　呼こ吸きゆうはしているようだが……


「あなたにはもう少しだけ生きていていただかないと……せめて、もう一度テルマ様を抱だいて、子こ種だねを授けていただかなければ。ああ、ご心配なく……肉体制せい御ぎよは、魔ま導どう式しきを焼き込こみますので。眼めが見えなくても、耳が聞こえなくても、指一本動かなくても……きちんと子作りができる程てい度どには動かして差し上げます」


　とんでもない事を、むしろ嬉き々きとして語りながら、ロイは立ち上がった。


「では。その時までご自愛下さいますよう、お館様」


　あくまで慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口く調ちようでそう告げると、ロイは部へ屋やを出て行く。


　だが。


　彼の主たるはずのベッド上の人物……セイブレム・ヘッケラン公こう爵しやくは指一本動かす事はなかった。


　まるで、そういう形の植物であるかのように……








　状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきだった。


　闘たたかいに敗れ、相あい棒ぼう共々捕とらえられ、今、知っている全すべての情じよう報ほうについての自白を強要されている。


　場所は農場裏の林の中。もとより援えん軍ぐんが期待できる身ではないし、偶ぐう然ぜんに人が通りかかる可能性もない。状況打開の方ほう策さくも皆かい無むだ。


「むう……」


「……あのね……『むう』とか唸うなってる場合じゃなくてね」


　手足を縛しばられ、地に転がされて呻うめくヴィルクの隣となりにしゃがみ込みながら、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女……パシフィカが言った。


「自分の置かれた立場、分かってるう？　お・じ・さ・ま？」


　にんまりと笑みを浮うかべながら、パシフィカはひらひらとヴィルクによく見えるように、鳥の羽根を振ふって見せた。


「お……おのれ……卑ひ怯きような……」


「何が卑怯よ。さっき、しゃべるとか言った癖くせに、また黙だまり込んじゃって。うそつきの方がよっぽど卑怯よね」


　そう言いながらパシフィカがむき出しになっているヴィルクの足の裏に羽根を近づける。よほどくすぐりに弱いのか……歴戦の傭兵は声もなく身をよじった。


「悪い事は言わない、今のうちに白状しておいた方がいいぞ」


　パシフィカの後ろに立ちながら……脅きよう迫はくではなく、むしろ哀あわれむような口調でシャノンが言った。


「こいつの邪じや悪あくな脳のうが考えつく限りの『あーんな事』や『こーんな事』を、始める前に」


「誰だれが邪悪よ、誰が」


　自分にまっすぐ向けられたシャノンの指を払はらいながら、パシフィカが言う。シャノンは無表情に妹に向き直ると、事じ務む的てきな口調で、尋たずねた。


「……ちなみに、このおっさんが自白しない場合に打つ、次の手は？」


「えーとね。木の枝えだからぶら下げてね。まず脇わきの下と足の裏うらに、触ふれるかな？　触れないかな？　くらいの位置に、鳥の羽根を固定するの。ちょっとでも揺ゆれたら、それだけでこそばゆいし、こそばゆくて、暴あばれたらもっとこそばゆい、しかも、こちらは何の労力も費やさずに、自動的に拷ごう問もんできるという、画期的な実用新案！　ついでに服の中にちくちくするような毛ムシなんか入れたりすると、効果倍ばい増ぞう」


「……見ろ。こんなに邪悪だ」


　顔を青ざめさせるヴィルクに、腕うでを組みながらしみじみとシャノンが言った。


「邪悪、邪悪って言うなあっ！　そっちも頷うなずいてんじゃないッ！」


　パシフィカが怒ど鳴なる。


　彼女の振ふり返った先では、メイフェリアを抱だいたラクウェルと、ヴィルク同様に縛られたままのアルトが、そろって頷いていた。


　ちなみに、先ほどまで何やらブツブツと呟いていたアルトであるが、どうやらスーピイくんの群むれに刻きざまれた心の傷きずは、何とか克こく服ふくしたらしい。


「ヴィルク……」


　シャノンは沈ちん痛つうな表情を浮うかべて、ヴィルクの隣にしゃがみ込んだ。背はい後ごでパシフィカが何やら文もん句くを喚わめいているが、それはとりあえず、無視する。


「俺おれはあんたと戦いはしたが……あの短い戦いの中でも、大事な事を教えてもらった。その恩おん義ぎを返したい。できればあんたを、この邪悪な変質者の魔ま手しゆにゆだねるような真ま似ねだけは、避さけたいんだよ。分かってくれ……」


　まっすぐに自分を見つめながら言うシャノンの真しん摯しな表情に、ヴィルクは動どう揺ようの表ひよう情じようを浮かべる。


「ああ。美しいわ……」


「時には……男同士、死し闘とうを通じて芽め生ばえる敬けい意いと信しん頼らいもあります……」


　感かん極きわまったかのように、陶とう然ぜんと呟くラクウェルとアルト。


「……って勝かつ手てに人を悪役にして話をまとめんじゃない！」


　パシフィカはシャノンの長い後ろ髪がみをつかんで引っ張る。


「うるさいな、おまえは……邪悪な自分が他人の役に立てる事を、喜びに思うくらいの度量はないのか？」


「どーいう喜びよっ!?」


「邪悪の化身としては精しよう進じんが足りんぞ」


「なんでよっ！」


　顔をつきあわせて言い合いを始めるシャノンとパシフィカの姿を見て……ふと、ヴィルクのいかつい表情が緩ゆるんだ。


　どこかで見たような光景。


　遠い遠い、二十年以上も前の懐なつかしい記き憶おくの一いつ片ぺんを思い起こし……同時に、ヴィルクは何やら、意い地じを張るのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。


　負けは負けだ。


　ヴィルクは……潔いさぎよく知っている限かぎりの情報を提てい供きようするつもりになっていた。傭よう兵へいとしての仁義には反するが、元もと々もと彼の持っている情報は、大したものではない。


「ヴィルクさん……！」


　アルトが戦せん慄りつの表情を浮うかべた。


「ど、どうしたんですか？　顔が歪ゆがんでますよッ!?」


「これは微笑ほほえんでおるのだ、たわけッ！」


　ヴィルクは顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なってから、シャノン達たちに向き直った。


「さすがに……親子よな……」


「……はあ？」


「そうしておると、昔のユーマ殿どのとキャロル殿を見ておるようだ」


「…………」


　唐とう突とつなヴィルクの言葉に、シャノンとパシフィカは、どう反応していいのか分からず、困こん惑わくの表情で顔を見合わせた。


「我われ等らを雇やとったのは、ヘッケラン公爵家の執しつ事じ頭がしら……ロイ・アチンソンという男だ。セイブレム・ヘッケラン公爵の愛人と、彼女が連れて逃にげた公爵の落とし種である赤ん坊ぼうを捕ほ縛ばくしてくるよう、依い頼らいされた」


　ヴィルクは淡たん々たんとした口調で言う。


「悪いが、我等の知っている情報はそれだけだ」








　人は過か去こから自由になれない。


　過去は常つねに影かげのように人の後をついてくる。


　いつまでもついてくる。音もなく、密ひそやかに、しかし確実に追つい随ずいし……己おのれの束そく縛ばくから逃れようとする愚おろか者に、それがいかに甘あまい考えか、思い知らせる。


「奥おく方がた様……」


　ロイの言葉に、テルマはシーツをかぶったまま、ベッドの中で震ふるえた。


　彼女にとって、この執事は恐きよう怖ふだった。自分の上に覆おおい被かぶさる、過去からの恐怖そのものだった。とっくに終わってしまったはずなのに……しつこく残る恐怖の残ざん像ぞう。


　彼女を抑よく圧あつし、縛しばり付けてきた過去……コッフェル家という貴き族ぞくの家いえ柄がら、その具ぐ現げんといってもいいだろう。


「お食事を」


「…………」


　黙だまっていると、シーツがはぎ取られた。


　頑かたくなにうつぶせになっているテルマの身体からだを丁てい寧ねいに、しかし有う無むを言わせぬ強さでひっくり返すと、ロイは左手でテルマの顎あごをつかむ。


「う……う……」


　テルマは、みしりと顎の骨ほねがきしむ音を聞いたような気がした。骨を砕くだかんばかりの圧あつ迫ぱくに、思わず閉とじていた唇くちびるが開く。


「お食事でございます」


　ロイは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調でそう言うと、傍かたわらのワゴンの上に置かれていた大きめの水差しを手に取る。


　いや。それは確かに水差しではあったが、中身は水などではなかった。ロイがそれを傾かたむけると、その注ぎ口から出てきたのは、どろりとしたクリーム・シチューである。よく煮に込こんであるらしく、中の肉や野菜はもう、ほとんど原形を留とどめていない。


　ヘッケラン家の執事頭は無む表ひよう情じように、そのシチューをテルマの口の中へそそぎ込んだ。火傷やけどを負わない程てい度どには冷さましてあるらしい。


　無論、テルマはそれを拒こばみ、むせ、大部分を口の端はたからこぼすが……ロイは一向に構かまう様よう子すがない。


　その様子は……食用の家か畜ちくを無む理り矢や理り、肥こえ太らせる作業にも似にていた。


　そう……作業だ。そこには怒いかりもなければ陰いん険けんな嗜し虐ぎやく心しんもない。必要だから行う作業。感かん傷しようを差し挟はさまず、ただひたすらに実行される行こう為い。


　やがて、水差しの中のシチューがなくなると、ようやくロイはテルマから手を離はなす。彼女が衣服とベッドにこぼした大量のシチューを見て、彼は言った。


「またこのような粗そ相そうを……ヘッケラン公爵の正妻として、コッフェル家の血を継つぐ者として、常に恥はずかしくない立たち居い振ふる舞まいをなさいませ」


　咳せき込こみながら……テルマは身体からだが腐くさり落ちるような倦けん怠たい感かん、疲ひ労ろう感かんを覚えていた。


　皮ひ肉にくでも何でもなく……本気でそう思っているのだ、この男は。


　根本的に価か値ち観かんが違ちがう。同じものを見て同じものを聞いていても、同じ言葉で語り合っても、まったく話がかみ合わない。


　姿すがた形かたちは人間だが、異い質しつなバケモノと向かい合っているかのような感覚があった。
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「このままでは衛えい生せいにもよくありませんな。くれぐれもご自愛下さいませ。あなた様は、コッフェル家再さい興こうの……」


「狂くるって……るわ……」


　だが、それでも……相手が人の姿すがたをしているから、彼女は言葉を投げつけずにはいられない。無む駄だと分かっているはずなのに、つい言葉を交かわしてしまう。


　その繰くり返しだ。


　昔から……物もの心ごころついた頃から。


「あなたは狂ってるわ……何もかも終わってるのよ……父上も母上も死んだわ。叔お父じ上うえも叔お母ば上うえも！　コッフェル家の血ち筋すじが何だって言うのよ？　とっくにあんなもの、終わっているのよ！」


　テルマは発ほつ作さ的てきに言葉を投げつける。


「大体……あなただって、それに人生を狂わされたんでしょう……兄さん!?」


「おお。テルマ様」


　ロイの表情が……揺ゆらぐ。


　彼は心底困こまったような表情で言った。


「何度も申し上げましたはず。庶しよ民みんの汚けがれた血などが混まじった私を、兄などとお呼よびになってはなりません。コッフェルの名が汚けがれます。私はあなたの兄などではなく、一いち執しつ事じ、ロイ・アチンソンでございます」


「…………」


　卑ひ屈くつになっているのではない。


　この男はごく自然にそう考えているのだ。貴族というもの……その血筋、家いえ柄がら、連れん綿めんと続く一つの系けい譜ふ……そういった何かに至し上じようの価値を見いだしている。形さえないような、ただの概がい念ねんに、万ばん難なんを排はいしても護まもるべき、唯ゆい一いつ無む二にの価値があると思っているのだ。


　そのためには貴族個人でさえ、この男は道具と見なす。


　父と同じように。


　テルマの……そしてロイの父親は、母を道具としてしか見ていなかった。性せい欲よくの処しよ理りと、子し孫そんを残すための……ただそれだけの存在として見ていた。それ以上の価値を彼は伴はん侶りよたる妻つまに見いだしていなかった。そしてその態たい度どは自分の子こ供ども達たちに対しても、同じだった。


　貴族としての父の態度が、正しかったのか、間ま違ちがっていたのか、分からない。分からないが、テルマはそんな父が大だい嫌きらいだった。


　政せい略りやく結けつ婚こんが決まった時……テルマは顔も知らぬ相手との婚こん姻いんを心から喜んだ。どんな相手であろうと、この父の側そばにいるよりは数すう段だんましだ、と。コッフェルの家からの解かい放ほう、その事だけを思って彼女は喜びに涙なみだした。


　だが。


　彼女は解放されなかった。ロイが侍じ従じゆうという形で彼女の嫁よめ入いりに同行したからだ。


　父の思考をそのままに……いや、ある部分ではさらに歪ゆがんだ形で受け継ついでいるのが、ロイであった。


　父が戯たわむれに弄もてあそんだ庶しよ民みんの娘むすめ……彼女が生んだテルマの腹はら違ちがいの兄。父の分身。


　そして。


　あの事件が起こる。


　魔ま導どう技ぎ術じゆつの研究家としては〈ジェイド・サーキット〉の魔導士達に匹ひつ敵てきすると言われた父と、その助手達が、王国の依い頼らいで行っていた戦せん略りやく級攻こう性せい魔法の改良実験。


　その失敗によりテルマの父は……コッフェル家は消しよう滅めつした。


　領りよう土どの三割わりとその中に居きよ住じゆうしていた数え切れないほどの領民を道連れにして。


　直ちよつ系けいの親族で残った者達はごく少数であったが、彼らは永えい蟄ちつ居きよを命じられ、生しよう涯がい屋や敷しきから出る事を禁きんじられた。一歩でも屋敷の敷しき地ちから出れば死し刑けい……永蟄居とはそういう処しよ置ちである。事実上の幽ゆう閉へいであり、社会的な死刑宣せん告こくだ。


　そんな中……例外として処しよ罰ばつを免まぬがれたのが、テルマとロイであった。王室に対しても大きな発言力を持つヘッケラン公こう爵しやく家けに嫁とついでいたテルマと、ヘッケラン家の執しつ事じ頭がしらになっていたロイは、王室外交の見地から、見み逃のがされたのだ。


　これを機にロイの狂きよう気きは顕けん在ざい化かした。


　彼は、ヘッケラン家の財ざい力りよく、権けん力りよく、そしてテルマの子そのものを使って、いつかコッフェル家を再さい興こうしようと考えている。


　そのためには、血ちを絶たやしてはならない。


　庶しよ民みんなどという、卑いやしい血で濁にごった自分ではなく、純じゆん血けつの貴族の血をもって生まれてきたテルマと、やはり同様の、高貴な血筋の流れを受けて生まれた子。それこそが新たなコッフェル家の主として必要なのだ。


　だから……


「どうかご自愛下さい、テルマ様」


　そう告げるロイの口調はやはり慇いん懃ぎんだった。








「……妙みようよね」


　そう言い出したのは、客室の中でメイフェリアのおしめを換えていた、ラクウェルであった。


「何が？」


　御ぎよ者しや台だいの上で、シャノンが尋たずねる。


　ベルナルデリの街にシャノン達一行は入っていた。


　通つう常じよう、馬車や武ぶ装そうは色々と制せい限げんされる街が辺へん境きようには多いのだが……ベルナルデリの街は、警けい護ご役やくであるヘッケラン公爵家の治ち安あん騎き士し団だんが強く、また民間の自じ警けい組そ織しきとも協力し合っているので、武器や馬車の通行などに関する規き制せいも、比ひ較かく的てき緩ゆるやかであった。


　ヴィルク達はヴィルク達で、おとなしくシャノンの隣となりに座すわっている。母親……もはやあの女性がそうだったのは間ま違ちがいなかろう……が死んだ今、メイフェリアを返すべきは、やはりヘッケラン家だろう。多少のいざこざはあったものの、シャノン達はそう判はん断だんして、ヴィルク達と共にヘッケラン公爵の城しろへと向かっているのだ。


　ただ……ヴィルク達の言葉を完全に信用しきったわけでもないので、シャノン達は、一いち応おう、最後まで事を見み届とどけるつもりだった。


　ヘッケラン公爵家。


　地方では有数の名家である。比較的、善ぜん政せいを敷しいているので領民の評ひよう判ばんは良い。その領土や権けん勢せいに比ひして公こう爵しやくという位階はかなり分ぶん不ふ相そう応おうに高いが、これはヘッケラン家が元もと々もとは小国の王族であったからだ。


　現在は、ラインヴァンとの無む益えきな争いによる消しよう耗もうを嫌きらって、その傘さん下かに入っているが、ほぼ完全自治に近い統とう治ち形けい態たいと公爵位は、ラインヴァン王国が、元王家のヘッケラン家を軽かろんじていない証しよう拠ことも言える。


「そもそも……どうしてそのお妾めかけさんは逃にげ出したのかしら？」


「どうしてって……」


「赤ん坊ぼうを連れて逃げるなんて大変よ？　かなり差し迫せまった事じ情じようでもない限かぎり……」


　シャノンはヴィルクに問いかけの視線を向けるが、彼は首を振った。


「我われ等らも内部の事情までは聞いておらん」


「そういえば、公爵の正せい妻さいも子こ供ども、生んでたって聞いたが……何か関係があるのか？」


「ああ。そういえば亡なくなったという噂うわさを聞きましたね」


　そう答えたのはアルトである。


「亡くなった？　正妻の子が？」


「ええ。確かく認にんしたわけではないですがね。ヴィルクさんがまあ、武ぶ術じゆつ以外の細かい事にはこだわらない人ですから……小しよう心しん者ものの私としては、足あし下もとをすくわれないように、保ほ険けんの意味でも少々情じよう報ほうを。仕事の依い頼らいが来て、契けい約やくするまでの、半日程てい度どの時間しかありませんでしたから、大した事は調べられませんでしたが」


　傭よう兵へいが、依頼を受ける前に依頼主を調べるのは、暗あん黙もくの了りよう解かいである。後ろ盾だてのない彼らにとって、使い棄すてられたり、だまされたりするのを防ぐための、最さい低てい限げんの防ぼう御ぎよ策さくだ。


「先にこっちを拷ごう問もんしておくべきだったか」


　苦く笑しようするシャノン。


「ともかく……すると、どういう事になる？」


「世よ継つぎとして妾の子が注目されるとか？」


　アルトが首を傾かしげながら言う。だがシャノンは首を振ふった。


「いや……それは不自然だろう。また改めて子供を作ればいいだけの事だし」


「大体、その場合だと、お妾さんが逃げる意味がないでしょう？　執しつ事じさんもわざわざ傭兵を雇わなくても、治安騎士団に捜そう索さくを依頼すればいいわけだし……」


　それは確かにラクウェルの言うとおりだ。


「やっぱ、何か裏うらが在るな」


　シャノンは顔をしかめて呟つぶやき……そして改めてヴィルクとアルトを見み据すえて言った。


「ここはひとつ、協力してほしいんだが？」








　魔ま導どう式しき起動。意い識しき接せつ続ぞく。強きよう制せい介かい入にゆう。


「ふむ……」


　自分の中で組み上げた式……圧あつ縮しゆくしておいたそれを、ゆっくりと相手の意識に送り込む。


　魔導式は抵てい抗こうを受ける事もなく虚うつろな意識領りよう域いきに入り込み、定着し、そしてゆっくりと自じ己こ解かい凍とうを始める。


　壊こわれてしまった意識。


　これを修しゆう復ふくする事はできない。人の意識とは、記き憶おくとその他諸もろ々もろの要よう素そが織おりなす、複ふく雑ざつ怪かい奇きな構こう造ぞう体たいだからだ。一度壊れた人間の意識を修復する事は不ふ可か能のうなのだ。絶ぜつ対たいの不ふ可か逆ぎやく性せい。それはやはり一つの『死』だ。


　だが。


　意識の器うつわ……神しん経けい組そ織しきから干かん渉しようし、生理機き能のうに影えい響きようを及ぼす事はできる。肉体を維い持じし、動かす程てい度どの事はできるのだ。


　無む論ろん、それは人にん形ぎようを動かすのと大差ないのだが……


「上出来ですな」


　目の前にゆらりと立ち上がったセイブレムを満足げに眺ながめつつ、ロイは言った。


　元々、落馬によって致ち命めい的てきな脳のう挫ざ傷しようを起こしたセイブレムの肉体は、もう長くは保もたない。何とか簡かん単たんな制せい御ぎよ用の魔導式を組み上げ、生理機能を調節する事で、脳組織の崩ほう壊かいをくい止めているが、おそらく、保ってあと一週間、というところだろう。


　正直言って、肉体をきちんと動かすための──この人形同然の肉体を動かして、テルマと子作りをさせるための──本格的な制御用魔導式が完成する前に、肉体そのものが死んでしまうのではないかと、彼は心配していたのだ。


　だが、成功した。後は一日ほど安静にしておけば、脳の中に焼き込んだ魔導式は、放ほうっておいても自己調整して肉体の運動制御を完全に掌しよう握あくできるようになるはずだ。


「あとしばらくは生きていていただきます、セイブレム様……」


　ロイは微び笑しようして言った。


　この場に他人が居いれば……彼の正気を疑うたがった事だろう。この死体同然の肉体に、半分とはいえ、血を分けた妹を抱だかせようと言うのだ。少なくとも尋じん常じような人間の発想ではない。


　その時……


「アチンソン様！　アチンソン様!?　いずこにおいでですか？」


　扉とびらの向こうで、彼を呼よぶ声がする。


　ロイはセイブレムを元通りにベッドに寝ねかせ、部へ屋やから出た。


「……なんだ？」


「アチンソン様。そちらにおられましたか。何やら『危き急きゆう』の書しよ簡かんが届とどいております」


「私宛あてにか？」


　長い廊ろう下かを早足で近づいてきたメイドが、彼に一いち枚まいの封ふう筒とうを手て渡わたす。表には『危急』の文字。裏返すと、『ヴィルク・ナガン』の文字があった。


「誰だれがこれを？」


「子供が……駄だ賃ちんをもらったとかで」


　間ま違ちがいあるまい。


　念のために傭よう兵へいの二人とは、城しろの外で会うようにしている。連れん絡らくは『危急』の文字を添そえた書簡を誰か他人に託たくして渡すように、と伝えてあった。


「確かに受け取った。御ご苦く労ろう」


　そう言い残すと、ロイは足早に歩き出した。


　妾めかけ腹ばらの子は抹まつ殺さつしておかねばならない。テルマが生んだ子供が女である場合、親族会議はヘッケラン家の跡あと取とりを妾腹の子に指定する可能性もあるからだ。


　そして……傭兵達もだ。


　ベルナルデリの街を護まもる治ち安あん騎き士し団だんは、事態が発覚する恐おそれがあったので、妾とその子の捕ほ獲かくには使えなかった。


　仕方なくたまたまベルナルデリに来ていた傭兵達を雇やとい入れたのだが……所しよ詮せんは生まれの卑いやしい雇われ兵士など、信用はできない。事が終われば、念のために永遠に口を閉じさせねばなるまい。


　そう考えるとかえって傭兵を使ったのは好都合だ。始末しても後あと腐くされがない。


　順調……と言えるだろう。


　今のところ、何ら問題はない。


　ロイは長い廊ろう下かを歩きながら、独ひとり微び笑しようを浮うかべていた。








「結けつ論ろんから言うわ」


〈バロネス〉はクリスとジル、そして他にも集められた特とく務む戦せん技ぎ兵へいを見回して、言った。


　第四特とく殊しゆ部隊〈クリムゾン・ソード〉の詰つめ所である〈スカバード〉の一室には、総そう勢ぜい十六名の特務戦技兵が呼び出されていた。


　クリスの所しよ属ぞくする〈オブスティネート・アロウ〉が十二名。ジルの所属する〈クリムゾン・ソード〉が四名。


〈クリムゾン・ソード〉の選せん抜ばつ基き準じゆんは分からないが──〈オブスティネート・アロウ〉に関して言えば、クリスが実際に『試験』をしてみて確かめた使い手揃ぞろいだ。単純な戦せん闘とう技ぎ術じゆつや訓練成せい績せきのみで言えば、必ずしもここに居るのは『最強』の要員メンバー構こう成せいではないが、クリスには、本当の意味での『最強』を集めたという、ある種の確かく信しんがあった。


　ちなみに──


　通つう常じよう、二ふた桁けたにも達する特務戦技兵を集める事はほとんどない。十名の特務戦技兵は、実質的に通常兵士一個大隊八十名分の戦力に相当する。その中でも指折りの彼らとなれば……今この場に集められた兵士達の戦闘力は、はかりしれない。


「現在、ラインヴァン王国では、ある種の叛はん乱らんが計画されています。ブレンテン公こう爵しやくを旗はた頭がしらにし、ペータシュタール将しよう軍ぐん率ひきいる改かい革かく派はが、政せい権けんの奪だつ取しゆに乗り出すようです。大だい規き模ぼな戦闘には至いたらないでしょうが、部隊規模での戦闘は十分に考えられます。で……」


〈バロネス〉は静かな口く調ちようで言った。


「我われ々われは現げん王室擁よう護ご派はとして動くことになります」


「…………」


　特務戦技兵達は無言。


　元よりその程てい度どで動どう揺ようする連中でもない。


　それこそ、この場にいる全員でかかれば、今すぐにでも王おう城じようの中に攻せめ入って王室の人間を残らず抹まつ殺さつすることもできるだろう。奇き襲しゆうや暗殺といった特殊戦闘は、特務戦技兵の真しん骨こつ頂ちようである。


「敵てきは、おそらくペータシュタール将しよう軍ぐん配下の東方第三及および第四師団。そしてブレンテン公爵配下の私兵部隊〈グロウ・ランサーズ〉、そして……」


　一いつ瞬しゆん、〈バロネス〉は言葉を切った。珍めずらしい事である。


「王国軍諜ちよう報ほう部ぶ特務工作班はん〈ブラック・ホーク〉……」


　初めて──特務戦技兵達が、ざわめく。


〈ブラック・ホーク〉は、このラインヴァンの軍において、現時点でも常つねに実戦を重ねている数少ない部隊だ。個別の単純な戦闘力は特務戦技兵達が上だが、その実戦経けい験けんや、情じよう報ほう戦などを含ふくめた総そう合ごう的てきな力は、おそらく〈クリムゾン・ソード〉や〈オブスティネート・アロウ〉も上回るだろう。


「我々は主に〈グロウ・ランサーズ〉と、〈ブラック・ホーク〉を相手にします。実際に向こうがどのような戦せん術じゆつ、戦せん略りやくで来るかは、現時点では分かりませんが、おそらく我々にとっては最強の敵てきになるでしょう」


「〈バロネス〉」


　一人の少女が──ファファルが片かた手てを挙げて言う。


「我々は明らかに、諜報戦においては〈ブラック・ホーク〉に劣おとります。少数精せい鋭えいによる拠きよ点てん攻略戦においては、後ご手てに回った方が敗北するのは必ひつ至し……まして、元々現体制の防衛側に回るということは、それだけで出で遅おくれます。この点に関しては、どうお考えになっておられます？」


「だからこその〈クリムゾン・ソード〉よ」


〈バロネス〉は薄うすく笑えみを浮かべた。


「正当な情報戦では勝ち目はありません。ですから、我々は邪じや道どうでいきます。ニドルス、ジルヴェステ、マローン、アルドリット」


　呼よばれた四名はそれぞれ立ち上がった。


　いずれも〈クリムゾン・ソード〉だ。


「この四人は〈クリムゾン・ソード〉でも指折りの未来予知能力者です。あまり先の時間は無理ですが、数秒先までならばほぼ十割、数分先ならばほぼ五割、数時間先ならばほぼ三割の的てき中ちゆう率りつを叩たたき出しています」


〈オブスティネート・アロウ〉の兵士達たちが顔を見合わせる。


　未来予知。そのようなあやふやなものを頼たよりに、諜ちよう報ほう戦せんに長たけた〈ブラック・ホーク〉と、まともに戦えるのか。


「事が起これば、それぞれ、〈クリムゾン・ソード〉一人につき〈オブスティネート・アロウ〉三名、計四名の遊ゆう撃げき隊たいにより、王室関係者、重要拠きよ点てんの通常防ぼう衛えい戦力を補ほ佐さします」


〈バロネス〉はそう言ってから、ふと笑みを見せた。


「奮ふん起きなさい、子供達。破は壊かいと殺害にのみ存在理由を得てきたあなた達にとって、初めての『護まもる』仕事よ」








　墓ぼ碑ひの列のように、黒々とそびえるいくつもの影かげ。


　どれもかしこも同じ造つくりの……やたらと素そっ気けない造りの建物が、広く整地された場所に並ならんでいる。


　建物にはそれぞれ番号が振ふられているが、その番号が夜の影につぶされている今は、建物の合間を歩くと、さながら迷めい宮きゆうのような印象を受けるだろう。実じつ際さい、自分がいくつ辻つじを曲がったか数えていないと、どこにいるのかも怪あやしくなってくる。


　ベルナルデリの街の北東部にある倉庫街である。


　主要街かい道どうに隣りん接せつし、比ひ較かく的てき大きな河か川せんも近くに通っているため、この街は交こう易えきが盛さかんだ。隣国のギアットから各種特産品を運んでくる巡じゆん回かい商人達は、この街を中ちゆう継けい基き地ちとしていることも多い。


　積極的に領りよう主しゆであるヘッケラン公こう爵しやく家けも貿ぼう易えき交易を保ほ護ごしており、その際さいの課か税ぜいと引き替かえに、街の北東部に広大な管理地を設もうけ、そこを馬車などの駐ちゆう車しや場じよう及び貸かし倉そう庫こ施し設せつとして解かい放ほうしている。


　この倉庫街……日中は人通りも多い場所だが、夜となると一気に寂さびしくなる。まして、現げん在ざい倉庫自体が空からになっている数区画は、警けい備びの者も回ってこず、完全に無人状態だ。


　だが……


「思いの外ほか、時間がかかったな」


　開口一番、ロイはそう言った。


　現在使用されていない倉庫の一つ。その内部にロイと、そして彼の雇やとった傭よう兵へい二人……ヴィルクとアルトの姿すがたがあった。


　ヴィルクの腕うでには、大ぶりの布ぬのに包まれた赤ん坊ぼうの姿もある。


「実は途と中ちゆうで、邪じや魔まが入りまして」


　アルトがにこやかに笑いながら言う。依い頼らい主ぬしや他人との交こう渉しようは主にアルトの役目である。ヴィルクがしゃべると、その低く濁にごった声と、妙みように愛あい想そのない口調のためか、意味もなく場が荒すさんだりするからだ。


「女は？」


「途中で何らかの事故にあったらしく……死んでいました」


「…………」


　黙だまってロイは頷うなずいた。それはそれで手て間まが省はぶけて都合がよい。この傭兵達が妙な情じようにほだされて彼女を逃にがした事も考えられるが、現に赤ん坊を連れている以上、その可能性は極きわめて低い。


　ヴィルクの腕うでの中を一いち瞥べつし……布の中から、小さな、玩具おもちやのような手がはみ出して動いているのを確認した。人形ではない。


「結構。残りの半金は表の馬車に積んである」


「……いくつか、腑ふに落ちん点があるのだが」


　ヴィルクが言う。ロイは眉まゆをひそめて傭兵のいかつい顔を眺ながめた。


「私は金を払はらう。君たちは仕事をこなして金を受け取る。それ以上、何か必要かね？」


「一つ。何な故ぜ我々を使った？　治ち安あん騎き士し団だんではなく」


「事がヘッケラン家の醜聞スキヤンダルにもなりかねない事じ態たいだからだ。できるだけ正せい規きの兵は動かしたくなかった」


　これは無む論ろん、噓うそではない。真実の全すべてでもないが。


「一つ。何故、問題の女は子こ供どもを連れて逃げた？」


「さて。そこまでは私も知らない。多少、被ひ害がい妄もう想そうのきらいはあったようだが。私は単に、お館やかた様のお子を保護したかっただけだ」


「ふむ。まあ筋すじは通っておるな」


　ヴィルクは頷いた。


「では最後に一つ……」


　ヴィルクが相あい棒ぼうの足あし下もとに赤ん坊の包みを降おろしながら、言った。声が……それまでと比くらべて、微び妙みように低い。


「何かね？」


「貴き様さまが先ほどから漂ただよわせている殺さつ気きは、何だ？」


「……気のせいではないかね？」


　ロイは微笑ほほえんだ。


　微笑みながら……口の中で何かを呟つぶやく。


「…………！」


　それが呪じゆ文もんと察さつ知ちして……ヴィルクが前に出る。だが……


　連動式起動呪文。魔ま導どう式しき高速展てん開かい。


　ロイの方が早い。こうなる事も想定して、一定の距きよ離りはとってある。


　ロイは、一気に目の前の傭兵二人を、赤ん坊と共に吹ふき飛ばそうと……


　びじっ……！


　主魔導式の起動直前で、ロイの脳のう裏りに展開されていた式が乱れた。


　思わず、よろけるロイ。


　咄とつ嗟さに意識内の式を全消去。式の崩ほう壊かいによる意識への悪あく影えい響きようを除じよ去きよ。


「魔導……士!?」


　呻うめきながら彼は後方に下がった。


　今のは起動妨害用の魔法……〈妖精遊戯アーブルヘイム〉だ。近距離から強制的に相手の意識領域に接続して魔導式を送り込むという使い方をする。〈妖精遊戯〉の連れん鎖さ自じ壊かい型がた魔導式は、意識をかき乱し、他の魔導式をも巻き込んで自じ滅めつするのだ。


　意識領りよう域いきに保護用の〈壁ウオール〉を形成していれば簡かん単たんに防ふせげる代しろ物ものではあるが、今のは完全に不意打ちだった。


「どこだ？」


　無論、それには答えず、ヴィルクが剣けんを抜ぬきながら前に出る。


　だが……ロイは素す早ばやく次の呪文を唱えていた。彼のような超ちよう一級の魔導士は、式の起動に失敗した際さいの復ふつ帰きも、早い。


「炎ほのおの民たみよ・踊おどれ！」


　能動防ぼう御ぎよ魔法の爆ばく炎えんが、ヴィルクの前に炸さく裂れつする。能動防御とはいうが、直ちよく撃げきすれば人間を即そく死しさせるだけの力はあるのだ。


　それはなくとも、激しく吹ふきあがる炎の壁かべは、敵の前進をくい止め……


「しゃらくさい！」


　炎が割われた。


　ヴィルクが剣けんを構かまえたまま飛び出してくる。


　その後方で、ばさりと翻ひるがえる布。それが衝しよう撃げきの半ばを吸きゆう収しゆうし、ヴィルクに炎が燃え移るのを阻そ止ししたと、ロイは瞬しゆん間かん的に理解した。もう一人の傭兵……アルトの戦せん旗きだ。


　対魔法戦の経験をも、十分にこの二人は積んでいる。思った以上の強きよう敵てきだ。


　ロイは素早く次の呪文を唱える。まさか切り札の一つを、このような場で使うとは思っていなかったが……


「嘲笑わらえ・嘲笑え・殺さつ戮りくの蛇へび！」


　迫せまり来る剣の圧力を感じながらもロイが叫さけぶ。魔ま法ほうの高速起動を感じて、このまま攻せめ込むべきか、かわすべきか、迷まよったヴィルクの剣けん閃せんがほんの一いつ瞬しゆん、鈍にぶった。


　その一瞬に連動式起動呪文による攻こう性せい魔法が起動する。


〈虐殺龍ニツドヘグ〉が。


「ぬッ……!?」


　突とつ如じよとして生じた旋せん風ぷうが、ヴィルクの身体からだを吹ふっ飛ばした。


「ヴィルクさん!?」


　アルトの叫び。なんとかヴィルクが受け身をとっていたのを確認すると、彼はさっと戦旗で足あし下もとの赤ん坊ぼうをすくい上げ、片かた手てで抱だくと後方に飛んだ。


　だが無意味な行こう為いだ。ロイは薄うすく笑った。


　旋風が回転速度を上げてゆく。超ちよう高速の空気渦か動どうは、無む論ろんそれだけでも十分に破は壊かい的てきだが……恐おそるべきはその余よ波はであろう。


　気き圧あつ偏へん差さが生み出す真空の刃は、犠ぎ牲せい者しやの肉をいとも簡かん単たんに切り裂さき……その一方で、超高速の渦動が、周囲の物体との間に摩ま擦さつ熱ねつをも生み出す。


　効こう果か圏けんはさして広くないが……たとえ鎧よろいを着ていようと、この効果圏内にいる人間は、鎧の帯びる熱に灼やかれ、真空に肉体を切り裂かれ、挙げ句、鎧ごとねじ絞しぼられた末に絶ぜつ命めいするだろう。生き残るのは渦うずの中心にいる魔導士だけだ。


　倉庫の内ない壁へきが崩くずれ、天てん井じようが弾はじけ、床ゆかに堆たい積せきしていた粉ふん塵じんが巻きあがる。乱れ飛ぶ荷物棚だなの残ざん骸がいや、備品の群の中で、ロイは笑いながら出口へ向かって駆かけ出した。


　彼が出ると同時に……倉庫が轟ごう音おんをたてて崩ほう壊かいする。


「……壁かべよ・阻はばめ！」


　ロイは精神を著いちじるしく消しよう耗もうさせる〈虐殺龍ニツドヘグ〉を解かい除じよ、素す早ばやく〈塞壁ミズガルズ〉に切り替かえながら、意い識しきの空あき領りよう域いきを、次の攻性魔法用に確保する。


　彼は強力な攻性魔法の威い力りよくに酔よわない。


　威力は必要な瞬しゆん間かんに必要なだけ発はつ揮きされればいいのだ。経験の浅い魔導士は、すぐに高威力の魔法に魅み入いられ、必要以上にそれを乱発して疲ひ弊へいしてしまうが……彼にそういった甘あまさはない。


「一いつ緒しよに片づけたか？　いや……」


〈虐殺龍〉で、ヴィルクとアルト、少なくとも片かた方ほうは、片づいたろう。


　二人の距離は離はなれていた。先に起動妨ぼう害がいしてきた魔導士がどこにいるのかは分からないが、二人同時に防御魔法をかける事は無む理りだったはずだ。防ぼう御ぎよ圏けんを広げれば二人共をその内に取り込むのは可能だったかもしれないが……それなら、〈虐殺龍〉の破壊渦動の中で、ぽっかりとそれに干かん渉しようされない空間が生じるはずだから、ロイが気づかないわけがない。


　問題は……その魔ま導どう士しまでも、片づけ得たか、という事だ。


〈妖精遊戯〉はそれこそ、非ひ常じように高度で、かつ危き険けんな魔法だ。意識を接せつ続ぞくする場合、相手の反はん応のうと対応が早ければ、逆に妨害用の式を脳のうに焼き込まれて、仕し掛かけた方が精せい神しんを破壊されるおそれもある。


　それを素早く、的てき確かくに使ってきた相手である。尋じん常じような使い手ではなかろう。


「何にしろ、予想外の事じ態たいと相手だ。正面から闘たたかう愚ぐは避さけるべきか」


　そう呟くと、彼は〈塞壁〉も解除、近くに停とめてあった馬車に駆かけ寄り、飛び乗った。怯おびえていた馬達も、彼の鞭むちの一打ちで落ち着きを取り戻し、走り始める。


「面めん倒どうな事になった……」


　現場から離り脱だつしながら、ロイは眉まゆをひそめてそう呟いた。








　崩ほう壊かいした倉庫。


　その瓦が礫れきの中から、ぼこんと木材をはねとばしながら、アルトが顔を出した。ちゃんと腕うでの中にはメイフェリアの姿すがたもある。


「いやー、感謝、です」


「どういたしまして」


　そう言いながら隣で瓦礫を押おしのけて顔を出したのは、ラクウェルだった。


　続けて、やはり瓦礫の下から、ヴィルクが顔を出す。最後に……シャノンとパシフィカが隣の倉庫から姿を現した。


　共に、最小限の〈塞壁〉で、ラクウェルがアルトとメイフェリアを、シャノンがヴィルクを防御したのである。


「ふええええ……」


　メイフェリアが泣き出す。さすがにあの状じよう況きように置かれれば、呑のん気きな赤ん坊ぼうでも恐怖を覚えるだろう。


「ああ、ごめんなさいね……」


　ラクウェルがメイフェリアを抱だきしめ、パシフィカが慌あわてて駆け寄よる。


「まさかあれだけの使い手とはな」


　シャノンが馬車の去った方向を眺ながめながら言った。


「元もと々もと魔導士の名門、コッフェル家から来た執しつ事じだという話です……魔導士として一流でも、驚おどろくには値あたいしませんね」


　慌あわてて赤ん坊をあやす娘むすめ二人を、苦く笑しよう気ぎ味みに眺めながら、アルトが言う。


「まあ、どっちにしろ……複ふく雑ざつな問題が絡からんでいそうだから、倒たおして終わり、という訳わけにはいかないんでしょうけど……」


「あんたらは、どうするよ？」


　シャノンはヴィルク達たちを振ふり返る。


「正直、おぬし等らに負けて依い頼らい人にんを裏うら切ぎった手前、あまりあの男の態たい度どに腹を立てる筋すじ合あいでもないのだがな」


　ヴィルクは身体からだについた埃ほこりをはたき落としながら言った。


「あの様よう子すでは最初から我われ々われごと赤ん坊を消すつもりだったのであろう。さすがに、そういう人間を野の放ばなしにすると後味が悪い」


「当たり前よ！」


　そう言ったのはパシフィカだ。


「絶ぜつ対たいに許ゆるさないわよ！　泣くまでタコ殴なぐりにして、ごめんなさいを言わせてやるわ！……ってああ、ごめん、ほらほら、変な顔～」


　再び泣き始めそうな気配を察知して、メイフェリアをあやす作業に戻もどるパシフィカ。自分の頰ほおをぐにぐにと両手で引っ張ってみせる妹の姿を苦笑気味に眺めてから……シャノンは腕を組んだ。


「しかしさて、どうするかな？」


「どうせだから……」


　何か思いついたらしく、ラクウェルが微び笑しようしながら、言った。


「派は手でに行きましょうか。後々、変な気を起こせないように」




　第六章　ヘッケラン城突入







　彼かれ等らは静かにその廃はい屋おくを取り囲んだ。


　数年前に実じつ施しされた城じよう下か町まちの街区整理……その際さいにまとめて放ほう棄きされた家屋の一つである。元々は工こう房ぼうだったようで、資し材ざい搬はん入にゆうに便利なようにと、正面の出入り口の他ほかに、馬車でも出入りできるほどの大型扉とびらが裏うらに設もうけられている。建けん築ちく申しん請せいの際の見取り図が残っていたので、中の構造は把は握あく済ずみだ。


　きらりと小さな光が飛とび交かう。


　無む論ろん、それは意い識しきしていなければ誰だれも気にもとめないような、そんな微かすかな光だが……彼等にはそれで十分だった。


　準じゆん備び完かん了りようの合図だ。


　ヘッケラン公こう爵しやく家け治ち安あん騎き士し団だん第九小隊。


　対凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しや用の部隊として特化した集しゆう団だんである。施し設せつや人ひと質じちなどに与あたえる損そん害がいを最さい小しよう限げんにくい止め、速すみやかに犯罪者を制せい圧あつするのが彼等の専せん門もんだ。


　支し援えん分隊の魔ま導どう士しが二名。狙そ撃げき分隊の騎士が四名。突とつ入にゆう分隊の騎士が八名。指し揮き役やくの小隊長が一名。それぞれが配置に付いたのだ。


　十八歳さいの治安騎士ダリル・ファルもその中の一人であった。彼は突入分隊だ。


　軟革鎧レザーメイルを帯び、音をたてずに廃はい屋おくへと忍び寄って、黒い鋼棍バトンを抜ぬく。


　騎士などと呼よばれながらも長剣けん、板金鎧プレートメイルで武ぶ装そうしていないのは、直接的な防ぼう御ぎよ力りよくや攻こう撃げき力りよくそのものより、屋内の近きん接せつ戦せん闘とうにおける、動き易やすさと、接近の際の静せい粛しゆく性せいを重視したためだ。刃は物ものを使わないのは、『殺さつ傷しよう』ではなくあくまで『制せい圧あつ』を重視した結果である。


「…………」


　十分に訓練は積んでいるものの、実戦経けい験けんの浅いダリルは、緊きん張ちように唾つばを飲み込む。


　後は小隊長の命令が下れば、魔導士の魔法──殺傷能力はないが、閃せん光こうと轟ごう音おんを発して付近の人間の視し聴ちよう覚かくを一時的に麻ま痺ひさせる──が起動し、犯罪者達が無力化した瞬しゆん間かんを狙ねらって突とつ撃げき分隊の騎士達が突入、制圧する。万一、彼等の猛もう攻こうをかいくぐった者がいたとしても、弾だん弓きゆうを構かまえた狙撃分隊の騎士達と、魔導士達が、彼等の逃とう亡ぼうを阻はばみ、掃そう討とうする。


　単純な作戦だ。しかし……


　ダリルや、第三小隊の騎士達にはある種の躊躇ためらいがあった。


　そもそも今回の出動に関しては不ふ鮮せん明めいな事が多い。緊きん急きゆう事じ態たいだと告げられ、『凶悪犯がたてこもる家屋』を指定されて急行したはいいのだが……そもそもその犯人達が何者なのかの情じよう報ほうが入ってきていない。


　仕事の性格上、正規の書面での出動命令が出る事の方が少ないのは事実だが、今回の作戦はあまりに急で、強ごう引いんだった。


　確たしかに魔導士の魔法探たん査さによると、武ぶ装そうした人間が三名、中にいるのは確かなようだ。他に女性らしき反はん応のうが三つ──どうも赤ん坊ぼうや少女も混まじっている事からして、こちらは人ひと質じちと考えるべきだろう。


（あの執しつ事じはどうも、信用ならないんだよ）


　ダリルは今回の作戦の命令を伝えに来たロイ・アチンソンの事を思い出した。


　ヘッケラン公爵家から準じゆん騎士の叙じよ勲くんを受け、治安騎士、などという大たい層そうな名前が付いているが……彼等のほとんどが庶しよ民みんの出である。そんな彼等を、あの筆頭執事は軽けい蔑べつしているようなふしがある。


　自分も庶しよ民みんの出の癖くせに……とロイに反感を持つ治安騎士は多いが、相手は事実上ヘッケラン公爵家の事じ務む管理を仕し切きっている人間だ。面と向かって反はん抗こうする者はいないし、要よう請せいという形式はとっているものの、命令を受ければ出動せざるを得ない。


（まあ……何かの勘かん違ちがいなら、相手も抵抗しないだろう）


　ダリルは自分自身に言い聞かせる。


　今は、余計な事は考えず、──つまらない失敗をして仲間の脚あしを引っ張らないように、注意する事の方が大事だ。


　ダリルは突入の瞬しゆん間かんに備えて全身の筋肉をたわめる。作戦中、一番、圧あつ迫ぱく感かんを覚える時だ。一いつ瞬しゆん一瞬がやけに長く感じられる。


　その時。


「……にゃ？」


　ばたん……と、いきなり正面の扉とびらが開いて、金きん髪ぱつの少女が顔を出した。


　丁ちよう度ど……扉付近に張はり付いていたダリルは、手を伸のばせば届くような距きよ離りで、少女と向き合う恰かつ好こうとなった。


「…………」


「…………」


　重苦しい……というか間ま抜ぬけな沈ちん黙もくが落ちる。凶悪犯罪者を制圧しに来た積もりが、まさか人質になっている……と彼等は勝手に判はん断だんしていたのであるが……少女と正面から出くわすとは思ってもいなかったのである。


　そして。


「にゃあああああっ！　変へん態たいいいーッ!!」


　その少女が悲鳴を上げた。


「のぞきよおおッ！」


「な!?」


　ダリルは……思ってもいなかった言葉に、驚きよう愕がくし、混乱した。半ば反はん射しや的てきに否定の言葉が口をついて出てくる。


「え？　あの……ち、違ちがう……！」


「にゃああっ、近ちか寄よらないで、気持ち悪い、変態！　異い常じよう性せい欲よく！」


「ち、違うんだ、僕ぼくは変態じゃない！」


「変態はみんなそう言うのよっ！」


「ち、違う！　僕は、僕は……」


　そう言いながら少女に近寄るが、余計に少女は怯おびえた様よう子すを示して後ずさる。


「不ふ潔けつ！　変へん質しつ者しや！　ムシ以下！」


「違う、違うッ！　話を聞けええ！」


　完全に状じよう況きようを忘れて叫ぶダリル。


「……そうよ、パシフィカ」


　落ち着いた声でそう言いながら、少女に次いで廃はい屋おくの中から出てきたのは、黒くろ髪かみの美しい娘むすめだった。


「ラクウェル姉……」


　少女の恐きよう慌こうが、一瞬にして静まる。


「よくご覧らんなさい。軟革鎧レザーメイルに鋼棍バトン。これはのぞきをするための装そう備びじゃないわ」


「う……そ、そうかも」


　眼めを瞬しばたたかせて少女はその騎士の恰かつ好こうを眺ながめる。黒を主体にした軟革鎧と、腰こしに吊つった予備の武装の小剣けん、各種革ポーチ。手には革を巻いた鋼棍バトン。ここまで完全武装でのぞきをする人間はいまい。


　……いたら、それはそれで怖こわいが。


「わ、分かってくれたか……」


　ダリルは、安あん堵どのため息をつく。街の治安を護まもる騎士として修しゆう練れんを積んでいる身で、痴ち漢かん呼よばわりされるのは、さすがに哀しい。


　黒髪の娘は大きく頷うなずきながら、言った。


「これは、加か虐ぎやく趣しゆ味み的猟りよう奇き犯はん罪ざい者しやの恰好よ」


「やっぱり変態ッ！」


「決めつけるなああああっ！」


　金きん髪ぱつ少女と黒髪娘に揃そろってびしりと指をさされ、ダリルは再び恥ち辱じよくにのたうった。
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「な、何をやっとるんだ！」


　怒いかりと呆あきれを混まぜ合わせたような、小隊長の声が飛んでくる。作戦はもう滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


　だが少なくとも少女達たちが人ひと質じちに取られている訳わけではなさそうだ。やはり情じよう報ほうに誤あやまりがあったらしい。治安騎士達の緊きん張ちようが、緩ゆるむ。


　そして。


　少女と娘は、二人で同時に手で耳を覆おおうと、その場にしゃがみ込んだ。


　轟音。


　廃屋の一部が吹ふき飛び、ダリルはそれに巻き込まれて地面に叩きのめされた。


「な……!?」


　実際には最さい小しよう限げんの破は壊かい力りよくしかなかったのであろうが……必要以上に派は手でな爆ばく音おんと閃せん光こうが、警けい戒かいを緩めた騎士達に襲いかかる。殺さつ傷しよう力りよくはないに等しいが、しばし騎士達は視し覚かくと聴ちよう覚かくを麻ま痺ひさせられて、無力化された。


「な……なにッ!?」


　白くつぶれた視界の中に、治安騎士達は疾しつ走そうする馬車の影かげを認めた。裏うら側がわの出入り口からではなく、壁かべを爆ばく破はして、正面から馬車による強行突とつ破ぱを行ったのだ。


　視力と聴力はすぐに回復したが、もうそこには馬車の姿すがたも、あの少女と娘の姿もない。


「してやられた……！」


　身を起こしてダリルが呻うめく。


　他の方法ならともかく──閃光と轟ごう音おんで相手を瞬しゆん間かん的に無力化する──まるっきりお株かぶを奪うばわれた形になる。


　歯がみするダリルや他の治安騎士達に、小隊長の怒ど鳴なり声が飛んだ。


「追うぞ！　魔導士は城の詰め所に緊きん急きゆう連れん絡らく！　ふざけやがって！　必ず踏ふん縛じばれ！」








「さて……テルマ様。ご用意を」


　事じ務む的てきな……極きわめて事務的な口調にテルマは戦せん慄りつした。


　彼女の寝しん室しつ。その入り口にロイと、そしてテルマの夫であるセイブレムが立っている。


　セイブレムの眼めはどこも見ていなかった。


　どんよりと虚うつろな、光のない眼がん球きゆうが、前方の虚こ空くうを凝ぎよう視ししている。


「あなたは……あなたはッ……！」


　後は言葉にならない。驚きよう愕がくと恐きよう怖ふと……そういったものがぐるぐると脳のう裏りを回っていて、まともな言葉を紡つむぎ出す事が出来ない。テルマも魔ま導どう伯はく爵しやくとまで言われたコッフェル伯爵の娘である。多少の魔法の知識はある。ロイが夫に何をしたのか……一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　そして何をしようとしているのかも。


「さあ。服をお脱ぬぎ下さい。テルマ様の生理周期から考えて、今日より五日間が最も適日です。この機会を逃のがせば一か月後になりかねない。さすがの私もセイブレム様をあと一か月も生かしておくのは無理ですし、『病気療りよう養よう』を理由に親族会議の眼をごまかすにも、限度があります」


　セイブレムがぎくしゃくした足取りで近づいてくる。思わず後ずさったテルマは、しかしベッドの端はしにつまずいて、自らベッドに倒たおれ込む結果になってしまった。


「や……やめ……やめてっ！　嫌いやあっ！」


　セイブレムが……いや、今やロイに操あやつられるだけの肉にく塊かいが、テルマの寝ね間ま着きに手をかける。強い力で引かれ、寝間着がゆっくりと裂さけて行く。びちびちと繊せん維いがちぎれてゆく音に混じって、ロイの静かな声が言った。


「確実を期きすために、これから五日間、御ご不自由でしょうがセイブレム様とテルマ様には励はげんでいただきます。良きお子こが授さずかりますよう、私も微び力りよくながら尽じん力りよくいたします故ゆえ、どうか御協力のほどを……」


　そこまで言って……ふとロイは顔を上げた。


　セイブレムも動きを止める。


「少々、お待ちを」


　ロイはセイブレムにテルマを抑おさえ込ませたまま、廊ろう下かに出ていった。








　廊下が騒さわがしい。


　ロイは部へ屋やを出てその騒がしさの元へと……メイドや使用人達がざわめいている場所へと歩いて行った。


「何があった？」


　彼の問いに、使用人の一人が振ふり返り……躊躇ためらいがちに、口を開いた。


「御お館やかた様の御ご落らく胤いんだという赤ん坊ぼうを連れた一行が……」


　ロイの表ひよう情じようが強こわ張ばる。


　例の傭よう兵へいと、その姿すがたなき協力者と、赤ん坊と……彼かれ等らを魔ま法ほうで探たん知ちしてその場に治ち安あん騎き士しの小隊を送り込んだのは、今け朝さのことだ。


　本来は自分のみの手で、確かく実じつに事を運びたかったのだが、仕方ない。


　無論、治安騎士団員達は事情を知らない。


　さすがに赤ん坊の捜そう索さくともなると事情を説明せずには彼等を動かすことはできないだろうが……今回のような緊きん急きゆうの作戦行動ならば、どうとでもごまかせる。要は正せい規きの書面に残らなければいい。


　問題の赤ん坊がそのどさくさに巻き込まれて殺されればそれでよし、無理でも捕とらえてくれば始し末まつする機会はいくらでもあるだろう。


　彼等が何か余計な事をしゃべる可か能のう性せいもあるが、彼等の中に魔導士がいる事は伝えてある。呪じゆ文もん詠えい唱しようを封ふうじるための手段として、猿さるぐつわをかませ、睡眠薬を投与するのは基き本ほんだ。彼等が余計な事を喋る時間が与えられる事は、あるまい。


　そう考えていたのだが……


「その連中は、今、どうしているのだ？」


「治安騎士隊の包囲をかいくぐって、街中を走り回っているようですが……」


　まずい……ロイは内心、焦あせりを覚えた。


（治安騎士団もこれほど使えない連中だったとは……）


　もし治安騎士団に襲しゆう撃げきを受けた彼等が、損そん得とく計算抜ぬきに、破れかぶれの行動に出れば……おそらく連中は最終的にこのヘッケラン公こう爵しやく城じように来る。


「治安騎士団に連れん絡らくをしなさい。凶きよう悪あく犯はん共はおそらく、この城にやってくる。城の防備を固めておくように！」


　ロイの言葉に、使用人達は慌あわてて頷うなずいた。








　ヘッケラン公爵領首都・ベルナルデリ。


　城しろを中心として築きずかれた街まちの街がい路ろを、今、猛もう烈れつな速さで疾しつ走そうする馬車があった。


　その四頭立ての旅りよ装そう馬車を見た人間は、事故の危き険けん性せいに眉まゆをひそめる前に、まず首をひねったろう。


　屋根の上に男が立っている。


　普ふ通つうであれば、ただ立っているのも大変な場所に、大きな旗はたを疾走の風にはためかせ、昂こう然ぜんと立っているのだ。


「ご町内の皆さん！」


　その旗を持った男は、声を張り上げた。


　何らかの魔法でもかけてあるのか……その声は、普通の人間には到とう底てい出せないような大だい音おん声じようとなって、街路に響ひびきわたった。


「別に毎度ではありませんが、お騒さわがせしております！」


　更さらに男のすぐ横には、客室部の屋根に腰こし掛かけるようにして一人の美女が座っていた。彼女は長い黒くろ髪かみを風になびかせながら、馴なれた手つきでリュートを弾ひいている。


　リュートと男の声と……これがある種の警けい戒かい音おんとなって、道を行く人を振り向かせ、馬車は左右にのいた人々の間を、傲ごう然ぜんと疾走し続けた。
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「当方は、とある事情により、当地の領主であらせられるセイブレム・ヘッケラン公爵のお子様をお預かりするに至った者であります！」


　無論、街を縦じゆう横おう無む尽じんに疾走する馬車の上で、男が語る言葉を、端はしから端まで全部聞き届けた者はいない。だが、人々の聞いた言葉の断片は、彼等の好奇心を必要以上に刺し激げきした。


「ところが！　何者かの妨ぼう害がいにより、我われ々われは命を狙ねらわれたばかりか、今現在、何ら覚えのない身でありながら、治安騎士団に追われております！　ああ、何という不条理！」


　馬車の通り抜ぬけた後……男の語った言葉をつなぎ合わせようと、人々は自分の聞いた言葉の断だん片ぺんを語り合った。積せつ極きよく的てきに。自分達の仕事の手をしばし休めて。


「聞いたか？」「公爵様の御子がどうとか」「治安騎士団が動いてるって？」「一体何なんだ、あいつら？」「おい、見ろよ！」


　その男の言葉を皮肉にも証明するかのように、馬に乗った治安騎士達が、馬車の後を追って現れる。


「止まれ！　止まらんかあッ！」


「古来より！　停とまれと言われて停まったバカはいません！　つまり！　ここで停まると私は歴史上最悪のバカになってしまうのであり、停まれと言われて停まったバカとして後世まで語り継つがれてしまうのはどーしてもヤなので、人としての誇ほこりにかけても、ここは停まらずにいようと思います！」


「やかましいっ！　わけのわからん事を言ってないで！　とにかく止まれ！」


「人に停まれという時には、まず自分が停まって見せるべきではないでしょうか？」


「なんでだあッ！」


　そんなやり取りを続けながらも、じりじりと治安騎士団と馬車の距きよ離りは縮まってゆく。


　当たり前だ。いくら四頭立てとはいっても、馬車と騎き馬ばでは勝負にならない。馬一頭の負ふ担たんする重量がまったく違う。


　治ち安あん騎き士し達たちが馬車に追いつくのは、時間の問題──誰だれの目にもそう映った。


　しかし──


　突とつ如じよとして、閃せん光こうが馬車と騎士達の間に弾はじけた。


「なにっ!?」


「攻こう性せい魔法かっ!?」


　騎士達が慌てて馬の手た綱づなを引き絞しぼった。


　急な制せい動どうの命令に、馬達はいずれも高く前足を掲かかげて勢いを空中に逃にがす。辛かろうじて治安騎士達は光の中に突つっ込まず、通りの真ん中に立ち止まった。


　閃光は散さん逸いつせず、そのまま複ふく雑ざつな動きで引き延のばされ、大量の輝かがやく線となって何かを形成してゆく。


　それは──


「な──なんだ、これは？」


　騎士達が呆あつ気けにとられた声を上げる。


　──んごごごごごごごごご。


　ちなみに轟ごう音おんではない。


　そこにずらりと並んでいたのは……言うまでもなくラクウェルのお気に入り、〈スーピイくん〉の群である。だが、治安騎士達はそんな事など知るはずもない。彼等は突とつ然ぜん目の前に生成された魔法の疑ぎ似じ生物を見て、戸と惑まどった。


「なんだ、一体、何を──？」


「これで足止めのつもりか？」


　──んごご。んごご。んーごご。


　幼児くらいの大きさの〈スーピイくん〉達は、何やら通りに一列に並ならんで、肩かたを組んでいる。肩を組んで……あまつさえ、その激げき烈れつに短い脚あしを、左右交こう互ごに上げたり下げたりしている。


「踊おどっているように……見えますが」


　治安騎士の一人が呟つぶやく。


　いや、実じつ際さいそれは誰だれの目にも踊っているように見えた。


　んごんごんごんご。んごんごんごんご。


　鼻づまりのような音を──というか鳴き声を発しながら、〈スーピイくん〉達は道一杯に通せんぼして踊っていた。


「ば──馬ば鹿かにしとんのか！」


　騎士の一人が喚わめいて、馬を突とつ進しんさせる。


　すると──


　──んごっ！


　びくり、と〈スーピイくん〉の一いち団だんは身体からだを震ふるわせ、一歩引いた。


「ぬおっ!?」


　騎士は驚おどろきの声を上げるが──それがまた威い嚇かく的てきに響ひびいたのか、〈スーピイくん〉達は更に、ざざっと、怯おびえるかのように後方に引いた。


「…………」


　予想外の反はん応のうに、再び馬を停止させた治安騎士が、馬上から〈スーピイくん〉達を眺ながめると……そのドラゴンもどき達は、何やら訴うつたえかけるような眼めで──眼がん球きゆうがあるかどうかも怪あやしい細さであるが──治安騎士を見つめている。


「う……」


〈スーピイくん〉軍団は、無言で首を小さく傾かしげ、治安騎士を見つめている。


　いくつもの細い細い眼が、震えながら悲しそうな視線を送ってくる。


『いぢめるの？　いぢめるの？』


　──といわんばかりに。


「何をしている？　さっさと蹴散らせ!!」


　分隊長らしき騎士が、後方から命じる。


「ううっ……」


　その治安騎士は呻うめいて、居い心ごこ地ち悪そうに馬上で身じろぎした。


「分隊長──」


「なんだ」


　後方の分隊長──が困こん惑わく気ぎ味みに応じる。


「私には、私にはできませんっ……！」


「アホかあっ!!」


　とか何とか──


　治安騎士達がやっている間に、当然ながら彼等が追っていた馬車は、再び距離を稼かせいでいた。








　こうして治安騎士達と馬車の追走劇は、城じよう下か街中を駆かけ巡めぐり、その喧けん噪そうを広めていった。


　ある時はラクウェルの魔法で、またあるときはアルトの口車で、馬車は追つい撃げきする治安騎士達を翻ほん弄ろうしながら、ひたすら走り続ける。


　その様さまを見て、人々は更さらに好こう奇き心しんを募つのらせていった。何かが起きている。わざわざ治安騎士団が動くような何かが。


　何か祭りを前にしたような興こう奮ふんが人々の間に走る。街中で繰くり広げられる捕とり物となれば、本来は怖おそれてしかるべきなのだが……リュートの音やアルトの真ま面じ目めなのかふざけているのかよく分からない語り口のせいで、人々に危き機き感かんは生じなかった。


　何が起こっているのか？


　結局、興味はそこに尽きる。


　人々はそれを見み届とどけようと思った。








「……また馬鹿な事を考えたものよな」


　馬車の御ぎよ者しや台だいの上で、頭上から響ひびくアルトの声とラクウェルのリュートの音を聞きながら、ヴィルクは苦笑した。


　隣となりで手た綱づなを握にぎるシャノンも苦く笑しようする。


　とにかく騒さわぎ立てて相手を挑ちよう発はつする……これがラクウェルの提てい唱しようしてきた案だった。


　先ほどの治安騎士団の襲しゆう撃げきはともかくとして、メイフェリアの捜そう索さくにヴィルク達のような傭よう兵へいを使ったのは、やはりあの執しつ事じが事を秘ひ密みつ裏りに運びたがっていたからだろう。


　彼の思おも惑わくがどこにあるのかはまだはっきりしないが……何にしろ、秘密にしたいのなら、逆にこちらで騒ぎ立ててやればいい。


『想そう像ぞうだけれど……彼一人の考えだと思うのよ、あれは。公爵家ぐるみなら、治安騎士団を最初から動かしてくるだろうし』


　ラクウェルはそう言った。


『だとすると、事がばれたら、彼は失しつ脚きやくするだろうし……それに、お家いえ騒そう動どうとして騒ぎが大きくなれば、ラインヴァン王国の中央政府が介入してくるでしょう。そうなったら、一応、公爵の直系で爵しやく位い継けい承しよう権けんのあるメイを、政府も、親族も放ほうっておかないと思うのよ。少なくとも保ほ護ごは受けられるわ』


　国家が安定期に入り……かつては王国の辺へん境きよう守備力として権けん勢せいを要求された地方貴族に対し、王室やその周辺勢力が、色々と理由をつけてはその内情に介かい入にゆうしたがっているのは事実だ。この時代に、もう強大な力を持つ地方貴族は、中ちゆう央おう集しゆう権けん体たい制せいの障しよう害がいでしかない。


　お家騒動ともなれば大喜びで乗り込んでくるだろう。正当な世よ継つぎが居いなければ、その領りよう土どは、王室領に強きよう制せい併へい合ごうされる事になる。


「……そろそろ我われ等らの出番のようだぞ」


　馬車の向かう道の彼方かなた。


　そこにはシャノン達たちの目的地がある。


　ヘッケラン公爵の城しろが。ヴィルクとシャノンの視線は、その城じよう門もんの前に居い並ならぶ治安騎士団の姿を捉とらえていた。








「橋を上げろ！」


　猛もう烈れつな速さで接近してくる一台の馬車を視認し……治安騎士団長は、部下に命じた。


　問題の連中が何者なのかは分からないが……ただでさえ第九小隊がコケにされているのだ。いくらなんでも城しろへの侵しん入にゆうを許ゆるせば、街の平和と秩ちつ序じよの護まもりたる治安騎士団の面めん目もく、丸つぶれである。


　さすがに跳はね橋を上げてしまえば、いくら勢いがついていても堀ほりを馬車で飛とび越こえることはできまい。深い堀の水中に沈しずんで、終わりだ。後は引き上げてじっくり事情を問いただせばよい。


「……誘さそい込む者よ・波の乙女の父たる海神わだつみよ・海原の底に構かまえし館やかたより・現れよ……〈海王神エーギル〉!!」


　朗ろう々ろうと若い娘むすめの涼すずやかな声が響きわたる。


　ぐにょりと音をたてそうな動きで……堀の水が持ち上がった。


「な……なにいいッ？」


　まるでそういう形をした透とう明めいの器うつわの中に、水を下からそそぎ込むかのように……水が上に向かって落ちて行き、空中にたまり、形を成して行く。瞬またたく間にそれは半透明の巨人となって、堀の中から立ち上がった。


　巨きよ人じんはその巨体に反して音もなく動くと、がっしりとその巨きよ腕わんで橋をつかむ。


「のわああああっ！」


　橋を跳ね上げるための鎖くさりを身体からだに巻まき付け、渾こん身しんの力でひいていた騎士達が、空中に舞まう。巨人が力ちから任まかせに橋を元に戻したのだ。


〈海王神〉。


　通常は海戦で使う攻こう性せい魔法だ。〈武雷神〉と同様の半はん自じ律りつ型がただが、〈武雷神〉ほど派は手ででない事と、使える場所が限定される……大量に水が必要だ……ので、内陸部に住んでいる人間が眼めにする事はあまりない。


「か……構え！」


　騎士団長が悲鳴のように裏うら返がえった声で命じた。慌あわてて弾だん弓きゆうを騎士達が構える。


　通つう常じようの矢と違ちがい、固めに練った粘ねん土ど球きゆうは、暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用で、相手を殺さつ傷しようする可能性は低い。ただし、命中して潰つぶれながら相手にその力の全すべてを叩たたき付けるので、その衝しよう撃げきから来る制圧力は矢よりもむしろ強力だ。首などに当たれば致ち命めい的てきな結果になる場合もある。


「撃てッ！」


　十数発の粘土弾が魔ま導どう士しの娘めがけて発はつ射しやされる。たとえ第一級の魔導士であろうと、高度な魔法を起動している最中に、別の防ぼう性せい魔法を起動する余よ裕ゆうはないだろう。粘土弾だんは彼女を直ちよく撃げきする……はずだった。


　だが。


　粘土弾のほとんどは、御者台から迸ほとばしった三条の銀光にたたき落とされ……言うまでもないが、シャノンとヴィルクの剣けんである……残る数発は、ばさりと翻ひるがえった旗はたが、その弾道を遮さえぎり、巻き取ってしまった。


「……ば、馬鹿な……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、騎士団長は悟さとっていた。


　役者が違う。あの女魔導士は無む論ろんだが、共に行動している戦士風ふうの男達や、あの旗持ちフラツガーの男でさえ……強い。強すぎる。


「な……何者なんだ？」


　呆然と呟つぶやく騎士団長のすぐ横を馬車が猛然と通り過ぎた。








　悪戦苦く闘とうの末に、のしかかってきていたセイブレムの身体からだを押おしのけ……何とか自由の身になったテルマであるが、廊ろう下かに出た途と端たんに、戻もどってきたロイと鉢はち合あわせしてしまった。


「……ひっ……」


「テルマ様」


　だが表ひよう情じようを引きつらせるテルマに、ロイは静かに語りかける。


「少々屋や敷しきから離はなれていて下さい」


「な……何？　何を言って……」


　混こん乱らんするテルマの肩を、背はい後ごからものすごい握あく力りよくでつかむ手があった。振ふり返れば……虚うつろな表情のセイブレムが、立っている。


「面めん倒どうな事になりました。あの妾めかけ腹ばらの赤あか子ごを連れた者共が城にやってきます」


「……え？」


「ここは危き険けんです。セイブレム様共々一時避ひ難なんなさって下さい」








「団長！」


「なんだ、今取り込み中だ、後にしろ！」


「しかし……市民が」


「市民がどうした？」


「騒さわぎを聞きつけて市民が城じよう門もんに集まってきておりまして……」


「入れるな！　よけいにややこしくなる！」


「しかし……橋はあの巨きよ人じんがまだ押さえておりますし……人手も足りません……！」








「さて。観客も十分に集まってきてるな」


　シャノンは城門の周辺に集まっている市民の群むれをちらりと眺ながめて言う。


　シャノンは馬車を急きゆう停てい車しやさせた。


　わらわらと治安騎き士し達が追いついてくる。だが、彼等はさっと飛とび降おりたヴィルクとアルト、そしてシャノンに行く手を阻はばまれ、馬車に近づけない。


　そんな中、パシフィカがメイフェリアを抱いて馬車を降りると、大声を張り上げた。


「ヘッケラン公こう爵しやく様さま！」


　肺はい活かつ量りようはともかく、甲かん高だかい少女の声はよく通る。治安騎士達も一いつ瞬しゆん、ぎょっとした様子で鋼棍バトンをふるう手を止めた。


「ヘッケラン公爵家筆ひつ頭とう執しつ事じ・ロイ・アチンソン様の依い頼らいにより、貴方あなたのお子こ様をここに保ほ護ごして参りました！」


　ざわめきが広がる。


　騎士達や市民達が、顔を見合わせながら何事かを言い合う。皆、断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうは、アルトの口上で知っていたろうが……あらためてこの城の中で語られると、話は一気に深しん刻こくな色を帯びる。


「されど！　ロイ・アチンソン様は約束を違たがわれたばかりか、この子を抹まつ殺さつしようと……」


　爆ばく音おん。


　パシフィカの声を押しつぶすように、馬車の側に炎ほのおの柱が生じた。


　軍ぐん用よう攻こう性せい魔ま法ほう〈炎杖レーヴアテイン〉である。


「出てきたわね、諸悪の根元！」


「……誤ご算さん、だったよ」


　ロイは、城しろの二階に設もうけられた謁えつ見けん用のバルコニーから、自分をにらみつける少女や、その仲間達をじっと見み据すえ……そして言った。


「まさか、ここまで治安騎士団が無む能のうだとは思っていなかった……いや、君たちが奇き抜ばつすぎたのか。強ゆ請すってくるかも、とは思ったが、まさかこのような暴ぼう挙きよに出るとはな」


　ロイは深くため息をついた。


「一つ尋たずねたいのだが。君達が何者か、実は分かっていないのだがね、お嬢じようさん。こんな事をして何か、得になるのか？」


「ならないわね……ただ」


　パシフィカは背はい後ごから歩み寄よったラクウェルにメイフェリアを渡わたし、ロイを指さした。


「あんたが気に入らないのよ。赤ん坊ぼうを殺すよーな根こん性じようの腐くさった人間が」


「そうか。気が合うな」


　ロイは頷うなずいて言った。


「私も虫むし酸ずが走るくらいに嫌きらいだよ……貴き様さまらのような……卑いやしい愚ぐ民みん共がな！」


　ロイが右手を挙げる。


「貫つらぬきて滅ほろぼせ・我わが槍やりよ・七つの戦せん陣じんにて・我が立ちふさがる・愚か者共を！」


「壁かべよ・阻め！」


　シャノンの叫さけびと共に〈塞壁ミズガルズ〉が起動。


　パシフィカごと赤ん坊を塵ちりにせんと走った死の衝しよう撃げき波はは、防ぼう御ぎよ壁へきに衝しよう突とつし、散った。


「アルト！」


「はいな」


　ヴィルクとアルトが走り出す。城の中に入って、直ちよく接せつロイを押おさえる積もりだろう。


　だが何な故ぜかヴィルクは剣けんを抜ぬいていない。


　ひょいと旗を棒ぼう高たか跳とびの棒のように使って、アルトが宙ちゆうに浮うく。無む論ろん、それだけでは城のテラスにまでは届とどかないが……同時にヴィルクがその棒の下か端たんをつかんで叫んだ。


「行って……来いっ！」


「へーい」


　気の抜けるような声を残して、アルトがすっ飛んで行く。


「…………」


　これにはシャノン達も愕がく然ぜんとなった。


　なんと……ヴィルクはその超ちよう人じん的な膂りよ力りよくを使って、アルトを旗ごとぶん投げたのである。無論、アルトが宙に浮いた瞬間、体重としての加重がほぼ零ゼロに近い瞬間を狙ねらっての事ではあるのだが……


「シャノン兄、よくあんなのに勝てたわね」


　パシフィカの言葉にシャノンは頷いた。


「……俺おれもそう思う」


「お覚かく悟ご！」


　空中でばさりと旗を翻ひるがえし、姿し勢せいを制せい御ぎよしながら、アルトがロイに襲おそいかかる。


「炎の民よ・踊おどれ！」


〈炎陣ムスペル〉起動。その炎はアルトの旗を突つき破れなかったが、しかし襲いかかる彼を空中に一瞬押し返すことには成功した。


「裏うら切ぎり者が……恥はじの上うわ塗ぬりか」


　吐はき捨すてるように言うと、ロイは次の呪じゆ文もんを唱える。


　早い。身のこなしはともかく、呪文詠唱とそれに伴ともなう魔ま導どう式しきの展てん開かいと起動が、異い様ように早い。ラクウェルと同等か、それ以上だろう。


　アルトの旗の棒部分がロイに向けて叩たたき降おろされる。同時にロイの〈炎陣ムスペル〉が再さい度ど炸さく裂れつし、アルトは吹ふっ飛ばされ、バルコニーの手すりに激げき突とつした。


「く……」


　気き絶ぜつしてはいないが、激痛で動けないようだ。そんなアルトを冷れい厳げんな表ひよう情じようで見下ろしながら、ロイは頰ほおの血を……アルトの一撃によるものである……拭ぬぐって言った。


「もうこうなっては……一人や二人を消しても意味がないな」


「…………!!」


　橋を押さえていた〈海王神エーギル〉が消える。


　ロイが何かする積もりだと悟さとったラクウェルが、次の魔法の起動準じゆん備びをするべく、〈海王神〉を解かい除じよしたのだ。


「そう……一人や二人ではな」








　ダリル達第九小隊の治安騎士達は、城しろの中を走り回っていた。


　ヘッケラン公こう爵しやくやその細君、重臣など、城じよう内ないの人間の保護のためである。


　ただでさえ城への侵しん入にゆうを許ゆるしてしまったのは大だい失しつ態たいなのだ。これで万一、城主たるヘッケラン公爵やその細君に危き害がいでも加えられるような事があっては、治安騎士団全員が総そう辞じ職しよくせねばなるまい。


「やめて！　離はなして！」


　不意に響ひびいてきた女性の悲鳴に、ダリル達は顔を見合わせた。


　見れば……何やら、一人の男が、もがく女を引きずって、歩いて行くところだった。


「離して、離してッ！」


　事じ情じようはよく分からないが……女の切羽詰まった悲鳴に、ダリル達は咄とつ嗟さに動いていた。狙そ撃げき分隊の一人が男の脚あしを狙撃する。


　粘ねん土ど弾だんの直撃に姿し勢せいを崩くずして転てん倒とうする男。


　ダリルは全力疾しつ走そうでそこへと駆かけつけ、全体重をかけて男を押さえ込む。


「もう大丈夫ですよ、お嬢じようさ……」


　そこでダリルは凍こおり付いた。


　自分が押さえ込んでいる相手の顔に気づいたからだ。駆け寄ってくる他の騎士達も、蒼あおい顔をして立ちすくむ。


「……新しい、就しゆう職しよく口ぐち、探さがそうか」


　ダリルの言葉に、全員が頷うなずく。


　その時……ダリルの下で、セイブレムの身体からだがびくん、と痙けい攣れんした。








　通信魔法による意い識しき領りよう域いきの接せつ続ぞく。


　セイブレムの空からっぽの脳のうは、今やロイの意識の一部に過すぎない。彼はその広げた意識領域を使って、魔導式を展開する。


　この呪文を知っている人間はもう彼以外にはいない。彼の父……コッフェル伯はく爵しやくが独自に記き述じゆつ開発した魔法だからだ。


　殲せん滅めつ系けい攻性魔法〈狂宴バンクエツト〉。


　この魔法に物理的な破は壊かい力りよくはない。元々は〈妖精遊戯アーブルヘイム〉の応用魔法だ。強力な……非ひ常じように強力な通信系魔法で、相手の意識に強きよう制せい接続し、圧あつ縮しゆく型の魔導式を流し込む。


　だが、この式は自壊型ではない。自じ己こ増ぞう殖しよく型だ。『感かん染せん』した犠ぎ牲せい者しやの脳のう領りよう域いきを使って自己増殖し、同時に通信系魔法を起動、周囲の人間に無差別に……予あらかじめ除外要件を設せつ定ていしてある人間、例たとえば魔導士本人や味方などを除いて……式を送り込む。


　しかも。


　この式に意識を乗っ取られた人間は、極きよく限げんまで自己防ぼう衛えいの本ほん能のうを肥ひ大だい化かさせる。


　結果的に……感染者は異い常じような凶きよう暴ぼう性せいを発はつ揮きして周囲の人間に襲おそいかかり始めるのだ。たとえ精神防壁を形成して式に感染するのを防ふせいだ魔導士がいたとしても、周囲の人間が全て敵てきになれば、なぶり殺しは時間の問題だ。


　無む論ろん、一定時間が経けい過かすればこの魔導式は自壊するように設定してあるが……もしその自壊までの時間設定や、感染選別条件を無制限にすれば、一国を丸ごと……いや、世界さえ滅ほろぼしかねない。コッフェル伯爵が第二の戦略級魔法として開発していたものだ。


「死ぬがいい。全員、殺し合って死ぬがいい。愚ぐ民みんなど雑草のようなもの。いくら死んでもまた勝手に生えてくる」


　ロイは厳おごそかに告つげながら式を展開する。


　女魔導士が何か気づいたようだが、もうこの魔法を防ぐ事はできまい……


「忌いむべきは汝なんじの影かげ・憎にくむべきは汝の影！　我われ・血に渇かわく者共に・宴うたげをもたらさん！」








「雷槌ミヨルニルよ・撃て！」


　ラクウェルの攻性魔法が迸ほとばしるが、ロイの展開した〈塞壁ミズガルズ〉がそれを遮さえぎる。元々ラクウェルに匹ひつ敵てきする魔導士である上に、セイブレムの意識容量を丸ごと乗っ取ったロイにとって、多重の魔法起動など大した作業ではない。


「ちい！」


　シャノンとヴィルクが駆かけ出す。


　どんな魔法か分からないが……この局面であの男が使う魔法が、単たん純じゆんな攻撃魔法ではあり得ない。おそらく殲滅系。それも城の周囲の人間を皆殺しにしかねないような……


　だが。


　ロイが狂きよう気きに満ちた眼めでシャノンを見降ろす。笑っていた。シャノン達が間に合わない事を、あの男は知っている。


　確たしかに二階にまで上っている時間はない。


「くそ……っ!!」


「死ぬがいい！　目もく撃げき者しやも、邪じや魔まな赤ん坊ぼうも、皆死ぬがいい！」


　ロイが宣言し、魔法を起動させ……




[image: ]


　……ぞぐ。


　重い音をたてて粘土弾がロイの後頭部にめり込んだ。


「……え？」


　思わず立ち止まるシャノン達。


　ロイが前のめりに倒たおれる。その背はい後ごから出てきたのは……蒼い顔をした一人の女性であった。両手で弾だん弓きゆうを構かまえている。


「見たくないのよ……」


　青ざめた表情で女性は……テルマは言った。


「他人の子でも……もう赤ちゃんの死ぬところなんて、私は見たくないのよ！」


　そう言ってくず折れる彼女を、背はい後ごから駆け寄った治安騎士達が支ささえた。








　数時間後。


　シャノン達は治安騎士団に一いち応おうながら投とう降こうし、詳くわしい事情説明を行った。


「ふむ……あの男が」


　治安騎士団の団長は、眉まゆをひそめて言った。


　城しろの中に設もうけられている治安騎士団の詰つめ所。その床ゆかには、縄なわでぐるぐる巻まきにされた一人の男が無む造ぞう作さに転がされている。


　捕ほ縛ばくされたロイである。


　本来、魔導士を捕縛する場合は、呪じゆ文もん詠えい唱しようを防ぐために猿ぐつわをかませた上で睡すい眠みん薬やくやある種の麻ま薬やくを投とう与よしたりするのだが──今のロイにその必要はあるまい。


「僕はこんなに魔法が上う手まいんだよ……ほら……誰だれよりも上手く魔法が使えるんだよ……これで父さんも誉ほめてくれるよね……」


「自業自得とはいえ……」


　床の一点を見ながら、ぶつぶつと何かを呟つぶやき続けているロイを見て、騎士団長はため息をついた。


「哀あわれなもんだな」


「魔法とは──」


　ラクウェルが口を挟はさむ。


「繊せん細さいで、複ふく雑ざつで、そして──本来が人間個人には大きすぎる力です。使い方を誤あやまるとああなってしまう。だから『魔』法なんだと言う人も居います」


「……なるほど」


　あの瞬しゆん間かん……起動直前に脳のうに衝しよう撃げきを受けたロイは、自分の頭の中で魔ま導どう式しきを『暴ぼう発はつ』させてしまったのだ。本来の〈狂宴バンクエツト〉の式が起動した訳わけではないが……安全用の記き述じゆつもろくに追加されていなかった荒あら削けずりな試作型魔導式は、記き憶おくや自我の一部まで巻き込んで連れん鎖さ的に自じ壊かいし──その結果、彼の意識は壊れてしまっていた。


「まあ、騒さわぎはともかく、君等には感謝せんといかんのかな」


　騎士団長は気を取り直して言った。


「こうしてセイブレム様のご子息を御お護まもりした上、お連れしてくれたのだからな」


「まあ、成り行きだが……」


　シャノンは言い……眉をひそめた。


「……息子？」


「ん？　どうかしたか？」


「メイフェリアは……女の子なんだけど」


　パシフィカが言う。


　シャノン達、騎士団長、そしてテルマ……その場にいる一同が、凍こおり付く。


「……まさか」


　ヴィルクが呻うめくように言う。


「ここまで大おお騒さわぎしておいて……まさか」


「……人ひと違ちがい？」


　アルトが後を継ついだ。


「つまり何か？　俺おれが偶ぐう然ぜん、瀕ひん死しの母親から預あずかったこの子は、ヘッケラン公こう爵しやく家けとは何の関係もない赤ん坊なのか？」


　シャノンの言葉に、沈ちん痛つうな表情を示しながら……テルマは言った。


「……そうなります。夫の妾しよう腹ふくの子は、男児だったと聞いていますから……」


　一同の視線が、メイに集まり……そして。


「ほらあ……ほらあ……こんな魔法もできちゃうんだよお……けけけけけけ」


　皆が哀あわれむような眼めでロイを振ふり返った時、ヘッケラン公爵家筆ひつ頭とう執しつ事じであった男は、なおもひたすら、床ゆかを相手に呟き続けていた。




　終章







　音を立てずに、そっと馬車に乗り込む。


「……行くぞ」


　何度も何度も城を振ふり返るパシフィカを促うながすシャノン。


　結局……詳しい事じ情じよう聴ちよう取しゆを兼ねて治安騎士団長やテルマは、シャノン達、そしてヴィルクとアルトにも、一ひと晩ばん、城へ泊とまっていく事を勧すすめた。


　表向きはヴィルク達と共にそれを承しよう諾だくしたものの、シャノン達は、無論ここに必要以上にとどまるつもりはなく……こうして見み張はり役やくの治安騎士を気き絶ぜつさせて馬車にたどり着いた訳わけだが……


「……だから言ったろうが」


　名な残ごり惜おしそうな妹に、呆あきれた様よう子すでシャノンが言う。


「あまり入れ込むと辛つらくなるって」


「うん。分かってはいたんだけど。でも」


「しっ……」


　そう言ってシャノンはパシフィカを無理矢理馬車に押おし込こみ、自分は身を伏ふせる。どうやら何者かの気配を感じたらしい。


　その気配の主はゆっくりとこちらへやってきて……そして通り過すぎず、止まった。


「だあー……」


　メイフェリアの声。そして……


「もう発たたれるのですか」


　静かな口調でそう声をかけられ……シャノンは身を起こし、メイフェリアを抱だくテルマの前に立った。パシフィカとラクウェルも、馬車の客室から顔をのぞかせる。


「どうして？」


「この子、夜泣きがひどくて。ふと起きて窓から中庭を見ていたら、貴方あなた達の姿すがたが見えたのです」


「実は我われ々われ、お尋ね者でしてね」


　シャノンは自じ嘲ちよう的に言った。


　もっとテルマは驚おどろくかと思ったが──彼女は小さく『そうですか』と言っただけだった。最愛の我が子を喪うしなうという体たい験けんを一度している彼女にとって、大たい抵ていの事はもう驚くに値あたいしないのかも知れない。


「ですが……そのような方々が、どうして？」


　そう言ってテルマは腕うでの中のメイフェリアを見た。


「さあ。気まぐれですかね。貴女あなたこそ、どうして？　貴女とは縁えんもゆかりもない赤ん坊ぼうですよ？」


「お互たがい、代わりです」


　テルマは微笑ほほえんだ。


　彼女は──周囲の反対にも拘かかわらず──メイフェリアを引き取ると言ったのだ。


「半身を失った者同士。せめてお互たがいに立ち直れるその時まで……親子ごっこでもしていようかと」


　そんなテルマの言葉に、シャノンとパシフィカは顔を見合わせた。


　母を喪うしなった子と。子を喪った母と。


　決して、本物の親子にはなれないとしても……


「まだまだ……ごっこにしても、私は精しよう進じんが足りないですけれどね」


　しきりにパシフィカの方へ手を伸のばそうとするメイフェリアを見て、テルマが苦く笑しようした。


　彼女はパシフィカの元へ歩み寄よると、メイフェリアをパシフィカに差し出した。


「あだあ」


　メイが嬉うれしそうに声を上げる。


「私より、貴女の方がいいって」


「…………」


　パシフィカはメイを抱だきしめ……そして、大きくため息をつくと、その小さな身体からだをテルマに返した。


「ごめんね。さよならだよ」


　最後に人差し指で赤ん坊ぼうの頰ほおをつつくと、パシフィカは未練を断たち切るように、はっきりした歩調で後ろに下がった。


「いつかまた……会いに来てやって下さい」


「……うん」


　テルマの言葉にパシフィカは頷うなずく。


「うん……きっと来るよ」


　そう言って……パシフィカは馬車に乗る。


　テルマとメイフェリアに見送られながら……ゆっくりと馬車は動き出した。








　この数週間後。


　本物のセイブレムの愛人であるアイリス・ウィルソンとその子クーパスが二人の傭よう兵へいの手によって発見されたり、テルマが正式に彼女らをヘッケラン公爵一族に受け入れる事を提てい唱しようして、大おお騒さわぎになったりするのであるが……


　それはまた、別の物語である。






　あとがき







　仕事場を持つ。


　ああ、なんと甘かん美びな響ひびきだろう。まるで一人前の小説家のようではないか。「いやあ、資し料りようはみんな事じ務む所しよに置いてありますから」……などと後頭部を搔かきながら担たん当とうさんに言い訳わけをする。おお。なんかものすごーくプロって感じだ（じゃあ今までどういう積もりだったんだとかは突つっ込まないように）。


　だが──


「もしもし」


「どもども富士見書房のＴでーす」


「あ、どーも」（行きつけのガンショップで店長の目を気にしながら）


「今、どちらにおられます？　仕事場にもマンションにも電話したのですが、どちらも出られないご様よう子すなので携けい帯たいに電話してみました」


「いや、ええと。ちょっと資料を探さがしに」（などと言いつつ新製品のエアガンをいじる）


「そうですか。校正ゲラをＦＡＸしたいのですが、どちらにお送りしたらよろしいでしょうか？」


「えーと。どっちにしましょうか」（コレいいじゃん、と店長に目線で話しかけながら）


「[image: ]さかきさん、仕事場仕事場っていっても、どっちつかずで仕事してたら意味ないのでは」


「いやまあ、仕事場といっても実家の自分の部へ屋やですし」（ちょっと撃うたせて、と店長に目線でお願いする）


「なんか単に[image: ]さんをつかまえるのに、余計に電話代がかかる『だけ（強調）』になったような気が」


「いやいや。気のせいですよ、気のせい」（肩かたと首で携帯を挟はさみながらエアガンにＢＢ弾だんをこめる）


「うーん。じゃあ仕事場の方にお送りしておきますね」


「はいはい」（ガスを込こめて撃つ）


「ところで[image: ]さん。なんか、ぱしゅぱしゅ音がしておりますが」


「気のせいです（力強く断だん言げん）。たぶん、工事の機械か何かの──」


「気のせいか、エアガンの発はつ射しや音おんに極きわめて近い響ひびきが」


「む──な、何な故ぜっ!?　さてはＴさん、貴女あなたもマニアッ!?　マニアなのかっ!?」


「……単に編集部員にも持っている人間がいるだけですが」


「う──」（ざくざく墓ぼ穴けつを掘ほっている音）


「いつまでもガンショップでのたくってないで、さっさと仕事場に帰って原稿チェックしてください。今日は日付が変わる前に帰りたいんです」


「……すいません」（ごめん、また来るわ、と店長に目線で訴うつたえて、店を出る）








　というわけで、どーも、[image: ]です。


　住居と仕事場を分ぶん離りしてからは初めての本──『通りすがりの子守歌』をお届けいたします。いや、住居と仕事場が分離したからって、別に内容がいきなり別ものになったりするわけではないですけども。


　ただし。


　前回、前々回と書き下ろしが続きましたが、今回はドラゴンマガジン誌し上じようで連れん載さいしていた『メイフェリア編』に加か筆ひつ修しゆう正せいしたものです。今回、本章には丸ごと書き下ろしになっている話はありませんが、序章はまるっきりの書き下ろし、本章も一部センテンスとか入れ替かえていたり、クリスのシーンを書き下ろしていたり、ＤＭドラマガ増刊号のキャラがちょこっと顔を出していたりします。


　ドラマガを既すでにお読みの方は、その変化を比くらべるというかなり反則技わざの楽しみ方もありますな。特にクリスの話は、単行本で書き足す事が多いですね。本ほん編ぺんとは独立した流れになっている分、連載時にちょっと挿そう入にゆうしにくいのですよ（いや、自業自得なんですが）。


　それで──


　以下、一部ネタバレにつき本編未読の方は注意していただきたい。








　今回は赤ん坊ぼうネタという事もあって、あちこちの人に話を聞いたりしました。


　たまたま幼なじみの近所の女性が、生後八か月のお子さんを連れて里帰りしておられたので、ちょっと連れてきてもらって話を聞いたり、ほっぺたぷにぷにつついてみたり。


　幼児音楽教育に携たずさわった事もある草野ぐりま（毎度おなじみうちの公式サイト管理者）から、子供の行動とかちょっと聞いてみたり。担当のＴさんが電車の中で見かけた赤ちゃん同士の奇妙なコミュニケーションとか──そういう話もメモってみたり。


　何かと面おも白しろい素そ材ざいですな、赤ちゃん。


　まあ、集めたネタの半分も使えませんでしたが……本当、不ふ思し議ぎな生物です、赤ちゃんってのは。いざ育てるとなると、ひたすら大変なんでしょうけどねえ。


　頑がん張ばってください、全国のお母さん。





　それから。


　作中のアルトの「戦せん旗き術じゆつ」ですが、無む論ろん実在のものではありません。


　これはスーパー歌か舞ぶ伎き「新三国志」の冒頭で、中国の雑ざつ技ぎ団だんの協力を得て演じられていた『旗はた』を使ったパフォーマンスが元ネタ。


　元もと々もとはアルトは「糸使い」にしようかとも思っていたのですが……たまたま見に行ったその舞ぶ台たいで、ばさりばさりと振ふられる大きな旗と、それを軽々と扱あつかいながら飛び、跳はね、そして踊おどる雑技団の方かた々がたが、あまりに恰かつ好こう良かったので、アルトの技のモチーフとして使わせてもらったのです。





　一方ヴィルクの双そう剣けんに関する部分はスポーツチャンバラで実じつ際さいに双剣を使う人とやりあってみた実感を元に書いてます。実感だけに武術理論としてはかなり怪しいけど（苦笑）。


　いやー、しかし面白いですな、スポチャン。忙いそがしくてあまり道場には顔を出していないのですが、道具は一式買い揃そろえてしまいました。まあ、スポチャンといい、サバイバルゲームといい、戦せん闘とうゲームは面白い。ゲームじゃないのは洒落しやれになりませんが。








　何はともあれ、この本も毎度毎度で皆様のおかげでできあがっております。


　というわけで──





　快こころよく取材に応じてくれた綾あや子さんとその息むす子この真くん。





　スポーツチャンバラを御ご指し導どうくださった有朋館の皆様。





　絵師の安あず曇み雪ゆき伸のぶ氏。





　担当のＴさん。





　そして読者の皆様方。





　ありがとうございました！　そしてこれからもよろしく。








　さて次は……やっぱ書き下ろしですかね。また一か月締しめ切りが早まったりはしないですよね、Ｔさん。ね？　ね？　しないでしょ？　しないですよね？　しないって言ええええっ!!（錯さく乱らん）





　ではでは──








　２０００／11／16


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（Cereron 300 mhz 128 ＭＢＲＡＭ）


　ＢＧＭ：Ｈｅｌｌｏ　Ｈｅｌｌｏ（ｂｙ　ＬＯＯＫ）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』１９９９年12月号～２０００年５月号に連載されたものに加筆したものです。




スクラップド・プリンセス７


通とおりすがりの子守歌ベルスーズ
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